御用日記12慶応02年01月-06月

A0143-00522_001
（表紙）

慶応二丙寅年従正月至

御国并御上京御道中

御用日記

御側向頭取

七月　　　　　香西敬左衛門

高村新五兵衛

A0143-00522_002
（本文）

T慶応二丙寅年

元旦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一益御機嫌能被遊　御超歳奉恐悦候

一御目覚六時　但御紋御召指上

一御湯殿へ被為入懸御二之間御立掛り御三ノ間御襖左右へ開之御年男長谷川

友次郎溜之間罷出居服紗上下着御膳番披露之　　如御吉例御扇子

御取次ニ而被下之夫ゟ御湯殿へ被為入若水御手水被為済御仕舞御撫等

如常御召替　御服紗御上下御清御手水打火御清メ御嗽被遊大奥御三階へ

被為　登日之出御拝再　御座間御着座御清メ御手水御嗽被遊吉方
御拝被為済左之通御祝

A0143-00522_003
数御慰斗　大福　御臓煮　御吸物　塗御盃　銀御燗鍋

松立御取肴

右御祝相済御祝御膳替り御一汁御一菜　御焼物付ニ而御膳被　召上

其節　仲庵罷出候

一五時御神霊前御庭御拝被遊御手備有之
但思召ニテ　惇宗院様　彩雲院様御霊前御手備被遊

一四時敬左衛門新五兵衛罷出年頭之御礼申上之□而御酒御肴焼鯣御手酌被成下且

御手自ら御肴被下之引続御小姓一同断申上御酒御肴被下之敬左衛門新五兵衛　酌

頂戴相済御伽一統同断御小姓酌之畢而御附三郎助初一同同断御小姓同様

畢而御広式御用人不残同断御手酌御肴御直ニ被下之畢而井上小右衛門同断

御酒御肴御直ニ被下之畢而　御座所御小姓武田三十郎初罷出御祝義申上退去

大御番頭北川亘之介松平源太郎水野小刑部稲垣治部中川淵罷出同断

御手酌御肴御直ニ被下之退去横井喜六罷出無急度被為召於御前御酒御肴被下之

一同刻過御家老不残本多修理方酒井外記方酒井与三左衛門方萩野小四郎方

長沢鷗客御盃召上り被下之［敬左衛門新五兵衛御酌］御肴［御喰指（摘ヵ）勝栗長蚫鯣］

御直ニ被下之御中老御側御用人御締御用人不残引続罷出御手酌被成下御肴

焼鯣御直ニ被下之御家老御中老御側御用人毎々御意有之数献頂戴相済

退去御役人寺社町奉行御奉行御預所元締御目付御預所郡奉行佐々木権六

郡奉行罷出御酒御手酌被成下御肴焼鯣御直ニ被下之畢而御匕医師初一同

罷出御祝義申上之御酒御肴部屋ニ於て被下之

一同刻前御馬廻り一統御三ノ間へ罷出尤御二三ノ間御襖無之同断申上於御前御酒御肴

被下之御供頭大崎七大夫横井五百里同断罷出

A0143-00522_004
但今朝御家老初御役人迄於　御座所御祝義申上退出後罷出候ニ付御家老

御礼被為請候以前順席無御構罷出居候者ゟ追々被為請候事

一御前様御礼被為請候ニ付四時揃御家老中初御中老御側御用人御用人御広式御用人

御附小右衛門敬左衛門新五兵衛罷出候

一殿様九時前被為入於御居間　御対顔御長蚫差上之夫ゟ大奥御支度ニ而

御同道御入御対顔御同座ニ而御吸物御酒御祝被遊

但三献御替り御吸物

御弐所様江　被遣之　　　　旧臘御膳番伊東六郎兵衛御献立持参御使相勤

殿様ゟ

被為済大奥一統御礼申上有之候由御同道表へ被為入御同座ニ而本多修理方

酒井十之丞毛受鹿之介御人払御用有之相済

殿様御退散

宰相様再大奥へ被為入御二度御膳被　召上

一旧臘廿六日立大坂表ゟ之飛脚到着

松平因幡守様ゟ　御直書被進之

一御座所ゟ非番之御側向其余御座所御供頭御下見頭御側物頭其余以前

御側向相勤候面々等御祝義為申上当局迄罷出候

宰相様ゟ　　　五色鳥子紙百枚

御簾中様江

宰相様ゟ　　　御本　尺牘階梯　近古史談　雑事貴集

殿様江　　　　　但　御目録斗御本ハ重而相廻候上被進筈

宰相様江　　　御本

殿様ゟ

A0143-00522_005
宰相様江　　　御盃一台十五

御簾中様ゟ

青松院様ゟ　御盃一台十五

右如御嘉列御年玉為御取替進之

宰相様江　　　更紗覆連御机懸一　木地巻画御菓子皿五

御簾中様ゟ　　急須二　御茶碗五

宰相様ゟ　　　縞繻子御帯一　金襴御多葉粉入同筒銀御煙管

御簾中様江

貞姫様江　　　紅　一反　御小箪笥一

青松院様江　唐金御花活一

右以　思召被進之

一七半時過大奥御膳被　召上

御弐所様江　交御肴一折　大鯛二　甘鯛二

殿様ゟ　　　　　　　　　ほう／＼一

右被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時

T正月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　万貞

一御湯殿江被　入拭御箒初御祝儀ニ付如御先例長谷川友次郎昨朝之通

罷出居御膳番披露之　夫ゟ御仕舞御平常之通

一今朝御月代御剃初被遊候

一御神霊前御庭共御拝被遊候

A0143-00522_006
一年頭御礼申上萩原金兵衛大谷儀左衛門毛利元蔵罷出候ニ付被為召御酒御□（肴ヵ）焼鯣

御手酌被成下其節井上洞之助原圭太郎高田尚之助罷出御菓子被下之右畢而

渡辺早太千本藤左衛門其余田内源介罷出御酒御肴右同断被下之［武田源次郎罷出洞之助初同断］

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過　御馬御乗初御手飼　御居間御椽（縁）下ニ而御祝儀御手綱斗御馬方

不罷出御馬掛り上下着但御口之者江御酒弐合半ツヽ鯣一ツヽ被下之

一同刻過　　高麿様被為入表御締切ニ相成　御対顔被遊其節左之通被進候

高麿様江　御小箪笥一内御手遊物

右以　思召被進之

御二所様江　　交御肴　かれい三

殿様ゟ　　　　　　　　金頭十二

右者　高麿様御入ニ付被進之

一八時過　孔子神位御拝被遊　御読書初［大学三綱領］畢而御書初被遊

御服紗御上下其節奈良元作矢嶋恕輔栗本寛七被為召拝見被

仰付但御読書懸り上下着被為済元作初江御酒御肴被下置候

一御書初之内左之通被進之

亀乃尾能山廼岩祢遠登米天茂留

多岐農白玉千代能数佳毛

右御簾中様江

一年之計在春

右殿様江

春久例婆宿珥真豆咲宇売廼波奈

幾美賀千登世乃加坐之土楚見留

右貞姫様江

A0143-00522_007
麗日発光華

右高麿様江

青松院様江　半裁御作歳旦

斗柄指寅年亦寅帝州瑞気自今新整衣遠拝
聖天使献酒遥祈　皇太神惟願八荒仁沢洽更

期四海渥恩均最欣全室皆無恙笑語団欒共占春
右年徳棚江御備

一七半時前御初湯被為召候

一同刻迄大奥御膳如例

御筆　半載　瑞気満楳花　　　　　　　　　　　　　大崎七大夫江

同　　同　　惟道教　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作江

右之通被下之

一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引九時へ壱寸前

T正月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過本多政之助被為召於　御居間御祝義申上御酒御手酌鯣御直ニ被下之畢而真杉他之助
罷出無急度　御目見（被）　仰付御菓子被下之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時以前御側向等相勤候左之面々被為　召御酒御手酌被成下引裂鯣御肴被下之　　　　　　　　　　　　　　　林
林作右衛門
河合五右衛門

A0143-00522_008
川村十郎左衛門

堀平大夫

三寺剛右衛門

猪子平左衛門

柳下小十郎

波々伯部弥六

長谷川源之丞

山野十大夫

〆

一旧臘廿九日発京都表ゟ之飛脚到着左之通被　仰出有之候由御用人ゟ申上有之

去廿八日松平肥後守殿ゟ御用人御呼出有之伊藤友四郎罷出候所

別紙之通

御所ゟ被　仰出候

宰相様
御名

山陵多年及荒蕪兼々恐被

思召候処去ル文久二年於大樹尊奉御修補之義一切戸田越前守へ

委任同人為代同姓大和守令上京五畿内丹州諸山陵百有余ケ所

御修補速ニ成功相成候義畢竟発業之砌厚評議之上致

差図候故積年之

叡念一時ニ被為遂

御追孝相立候段

御満足被 思召候仍之為御賞裏付狩衣賜之事

一殿様七時前右為御歓被為入御緩々御話被遊七半時御帰被遊候

一七半時過大奥御膳如例

殿様ゟ　御試筆二葉被進之

A0143-00522_009
内一枚　勅節　暢宇宙

同

右荒次郎御使ニ而被進之

一夜分御締切如例　一真鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　　山本新七献上

一表御寝御夜詰引四半時

T正月四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　一順

一御神霊前御庭御拝如例

常盤木　鉄葉入　　　　　　　　　　　　　　　林作右衛門献上

一四時前御家老萩野小四郎方御人払御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一八半時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊候

一七半時大奥御膳如例

一今晩立道中常振ニ而飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候

田安様江　　　雲丹七箱

右者年頭ニ付被進之

清心院様江　　御年玉　御盃十一

雲丹五箱

右者年明ケ御初便りニ付被進之

秋月右京亮殿江　　　御直書

塩鱈二本

御直書　　　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿江

雲丹五箱

御直書　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿江

カラスミ一

御直書　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿江

雲丹五箱

A0143-00522_010
右之通被進之

御直書　　外ニ半裁　　　　　　　　　　　竹中半十郎江

鼠半切二百　　御詩作御筆

右被下ニ相成六大夫方迄書状添相廻之

金弐百疋　御歳暮　　　　　　養寿江

同百疋　　　　　　　　　　　梅寿江

総半切二百　差上物御返シ　　倉橋江

右之通被下之

松平因幡守様江　御直書

右之通被進之

田安様ゟ　　　　略暦五枚

浅草海苔一箱五帖入

右之通被進之

一今朝多賀谷梅笑年頭御祝儀申上罷出於御居間御酒御手酌被成下御肴鯣被下

御内々御方江罷出
貞姫様御目　見被仰付候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時

T正月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭御拝如例

小島一連　　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵

右者今朝庭ニ而獲物之由ニ而内献之

真鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　岩吉献上

A0143-00522_011
一九時過大奥御入御膳被　召上

御肴鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

右ハ今般御誕生被遊候恐悦ニ付差上之

前記鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　有賀左近へ

右ハ旧冬鴨差上候ニ付為御返被下之

一七時半過大奥御膳被　召上

一今晩立京都表へ飛脚被差立候ニ付右之通被進之

嘉陽宮様　　　　御直書　　塩鱈二

山階宮様　　　　同　　　　同

近衛前殿下　　　同　　　　同

同内府公　　　　同　　　　同

飛鳥井様　　　　御直書

一橋中納言様　　御直書

松平肥後守殿　　同

右之通被進之　但御品之義ハ御初便ニ而被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T正月六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　盤亭

一御神霊前御庭御拝如例

真鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　大崎七大夫

右者今朝御坂ニ而忰獲物之由差上之

かたくりそうめん一箱　　　　　　　　　　さつまはゝゟ

A0143-00522_012
右之通差上之

清水焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま　ゟ

御茶碗一箱五ツ　　　　　　　　　　　　　山さわ

急須二ツ

右者年頭ニ付差上之

一九時大奥御入御膳被召上

御所落雁一箱　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

右者年頭御礼当局迄罷出差上之

一八時過左之面々罷出年頭御祝儀申上候但致出勤候様前日当局ゟ通達

山県照月

大沢淡水

水谷織部

荒川南山

不快引　　　山本源左衛門

土谷化遊

原晩翠

高間夢伯

塩谷淇翠

中村八大夫

浅見涼二

加藤丹山

周防猪左衛門

村田竜之進

埴原保閑

井原遊（悠）廉
溝口郷右衛門

川地柯亭

大関助左衛門

川地暮江

青木如庵

三崎宗庵

A0143-00522_013
右御二ノ間ゟ御三ノ間江一統罷出御礼申上壱人ツヽ

御居間江罷出御酒被下御手酌　御直ニ引裂鯣被下之

御発句被遊御認拝見被仰付柯亭江席画等被仰付一統拝見夫々江
被下緩々御話被遊候

一七半時大奥御膳如例

一御誕生為御祝儀御側向江御酒被下今晩新五兵衛初当番御小姓御附御伽四人

御馬廻り半分手伝台子栗本寛七万蔵江被下置候於部屋頂戴之左之通

御吸物　とうふ　　中皿　鰈　　煮合　　小皿　浸し物　　御酒

えひ　　　　　　大根

一夜分御締切如例　　一御吉例之通御爪取御祝儀有之

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T正月七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一七種御雑水御祝被遊［但御膳番御給仕上下着］引続御膳被召上

一御神霊前御庭共御拝如例

真鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　　　日比彦之丞

右者忰御坂ニ而獲物之由ニ而差上之

一殿様四時過被為入御人払御用御談有之右御談中御家老不残長沢鷗客
罷出御用有之

一御簾中様七種御祝義御礼被為請候ニ付四半時過御家老初例之通罷出金兵衛

敬左衛門新五兵衛罷出候

一九時過

殿様御同道大奥御入御膳被　召上

A0143-00522_014
殿様ニハ御対顔済御帰被遊

殿様ゟ　　紅御下召一　　　御籠肴　ほう／＼四

貞姫様江　　　　　　　　　　　　　小鯛　一

右殿様御持参ニ而被進之
一八時過本多民弥本多勝三郎酒井弘菊池説三郎被為　召年始御礼

被為請於御居間御酒御肴引裂鯣御手酌被成下　御肴御直ニ被下之

一七半時過大奥御膳如例

竹ノ子三本差上之　　　　　　　　　　　　林作右衛門

御生菓子　但大奥へ差出之　　　　　　　　運正寺

一御三度御弐所様御同道御庭廻り被遊夫ゟ御座所へ被為入御茶御菓子等被進之

暫時御話被遊六時御帰被遊

一今日御座所御用部屋へ御呼出ニ而左之通被　仰出

一右恐悦御側向詰合於　御前無急度申上之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時

T正月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝

A0143-00522_015
一五半時御供揃ニ而孝顕寺運正寺瑞源寺江　御参　詣被遊候御供惣而昨春之通

但御霊前斗御廟御拝無之雨天ニ付

一御出殿五半時壱寸廻り御帰殿九時二寸廻り

御生菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　考顕寺江

右者毎々差上物も有之候ニ付被下之

御参詣之節暫ク御小休被遊御吸物御菓子等差上之

一御帰殿直ニ大奥御入御膳被召上

一旧臘廿八日晩立江戸表ゟ之飛脚道中常振之所佐屋廻りニ而一日山ノ内ニ而一日逗留

今日到着江戸表御静謐御附衆ゟ書状相達ス

九鬼長門守様ゟ　　御直書

浅草のり一箱五帖入

右之通被進之

一七半時大奥御膳如例

一去ル五日晩大坂表出立之飛脚同六日京都立寄山内ニ而手間取今夕到着京坂御静謐

松平因幡守様ゟ　　御直書

右之通被進之

松平兵部大輔様ゟ　同

右之通被進之

田安御簾中様ゟ　　浅草海苔一箱十帖

清心院様ゟ　　　　カラスミ五

ちん／＼麦

右之通被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時江二寸前

A0143-00522_016
T正月九日　出水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一定日ニ付御番頭松平源太郎水野小刑部為伺　御機嫌罷出御人払御用有之

一四時過長沢鷗客御人払御用有之

一九時過大奥御入御膳被召上

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

若和布　一包献上　　　　　　　　　　　　長沢鷗客
一表御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り

T正月十日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　万貞

一御神霊前御拝如例

一四時過

殿様被為　入　御対顔済但見高田孫左衛門御人払御用有之九半時過

御帰り被遊候

一九半時過大奥御入御膳被召上

御札守一　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ

右之通差上之当局迄差出ス

御鉢盛　かまほこ　ゑひ　みかん

きせいとうふ　くわゐ

御酒

右之通

御簾中様ゟ御側向新五兵衛初今日詰合候者江被下之

A0143-00522_017
一七半時大奥御膳如例夜分御締切如常

一表御寝御夜詰引九時江懸り

T正月十一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例

一九時過大奥御入昨年通り御具足御餅御汁粉御祝被遊候

一八半時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊候

一七半時過大奥御膳如例

一御膳後表へ被為入　高田孫左衛門御人払御用有之

一定日ニ付京都表へ飛脚被差立左之通被進之

近衛内府公　　　御直書

東本願寺御門主　同　　　干海苔三状一箱

西本願寺御門主　同　　　同

興正寺御門主　　同　　　同

松平三河守様　　同

松平出羽守様　　同

松平兵部大輔様　同

松平阿波守様　　同

松平淡路守様　　同

立花飛驒守様　　同

御直書　御茶銘秋月半斤　　　　　　　大久保一翁殿へ

御書塩鱈二被下之　　　　　　　　　　本多興之輔方へ
一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時弐寸廻り

A0143-00522_018
T正月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭御拝如例

一定日為伺御機嫌田内源介罷出被為召御茶被下其余両御供頭当局迄罷出候

御年玉

巻縮緬　一　　　　　　　　　　　　御中﨟

出勤ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま江

縞襦子帯一

富士画一枚

御小重の内　巻玉子　矢筈はす

くし鯛　一
右者今日出勤ニ付以

思召被下之

宰相様江上り

御肴　五拾疋

七寸重二

内　御すし　　一重

御菓子幾代一重
餅

右同断ニ付差上之

一九時大奥御入御膳被召上

一七半時大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引

T正月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日ニ付御匕医師初一統為伺御機嫌罷出候

一九時過大奥御入御膳被　召上

A0143-00522_019
勝山　蕎麦粉二袋　甜雪餻一箱　　　　　　秋田玄蕃
山内

右到着いたし候ニ付御慰ニもと差上之

一八時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊候

一八半時

殿様被為入御対顔御緩々被為入七時過御帰被遊候

一七時過御浴湯被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切如常　一敬左衛門御用捨被成下七時ゟ致退出候

一表御寝御夜詰引九時壱寸前

T正月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例御庭雨天ニ付御代拝

一五時御供揃ニ而御城下廻り之趣を以佐野小太郎屋敷物見江

御立寄被遊左義長馬威 御透見被遊候雨天ニ付御往来共御駕

但揃之段申上ニ相成御供揃被仰出被為　入掛ケ初鞍之面々狛主税介前ニ而

御目　見可有之筈之処都合ニ寄御目　見無之

御簾中様ニ者六半時御供揃ニ而被為　入物見ニ而

御透見被遊右ニ付昨春之通仮御物見ニ而　御覧被遊　御物見江も

鳥渡被為　入御対顔被遊候

奉書紬　壱疋　　　　　　　　　　　　　　佐野小太郎江

甜雪餻　一箱

右者今日被為入候ニ付被下ニ相成小太郎留守中ニ付鹿之介江御托シ
被下之

一初鞍相済候所ニ而仮御物見ニおゐて御弁当被召上其節

A0143-00522_020
御簾中様ゟ御切飯御肴等被進候

御簾中様江　七寸御重一

松の霜　千歳すし

右者為御持ニ相成御場所ニ而被進之

一長沢鷗容（客）拝見被仰付罷出候ニ付御肴余多御菓子等も被下ニ相成其余玄蕃十之丞

鹿之介恕輔等拝見罷出候ニ付御菓子被下之今日出馬致シ候面々香西熊太郎御伽之内

弥之助三十郎其外平大夫忰堀障太郎太郎大夫孫河合敬蔵御目

見被仰付御菓子被下之

御簾中様ニも御目見被仰付頂戴有之候

一御側向左之面々出馬被仰付候隼雄万千次郎岩吉達太郎金十郎御馬廻り山品

八十郎真田源五郎本多岩之丞松原四郎西脇井右衛門渥美重六佐久士規之助（介）

罷出候

宰相様　　　八寸重

御すし　一重ツヽ

御二所様江　青松院様ゟ

右者今日被為入候ニ付被差上之右御品を以

思召林作右衛門三岡助右衛門高江善四郎此程ゟ御支度ニ

彼是致心配候ニ付一包ツヽ被下ニ相成其余御側向江頂戴ニ
相成候

一御出殿　　　　　御帰殿八半時　　　　　　　　　　　　　　　　御供敬左衛門

御先番　新五兵衛

近衛様江　　御直書　　鶴一羽御添

右者御内々　御進献被遊度　陽明家迄御書添ニ而御廻シ相成

但鶴者鳥打之者江被仰付置候処昨日御鳥見頭ゟ差出候ニ付

今日別飛脚被差立

A0143-00522_021
一七時過御浴湯被遊候

一七半時大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時江懸り

T正月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過本多修理方御用有之

一八時過左之面々被為召無急度　思召ニ而年頭之御礼被為請

山県克之助

松平貫之助

稲政之助

有賀左近

芦田信濃

稲葉俊之助

大谷丹下

明石将監

本多源四郎

右一同罷出御祝詞申上壱人ツヽ御酒御手酌裂鯣

御直ニ被下之畢而御話被為　在御茶被下之

右相済再山県克之助松平貫之助芦田信濃大谷丹下本多源四郎被為　召御人

払御用有之

一八半時過高田孫左衛門御用有之

一七半時過大奥御膳如例

明日御用召之御剪紙到来　　　　　　　　　　　山本新七

御用捨ニ而退出いたし候　但三郎助御用捨順ニ而退出

ニ付再罷出申候

A0143-00522_022
一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引九時

T正月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表へ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭御拝等如常

御附御膳番　　　　　　　　　　　　　　　山本新七

奥之番兼被

仰付候

右之通於　評定所被仰付候ニ付罷出候右ニ付上下着

御前御礼御用人御取合申上之

金弐百疋　　　　　　　　　　　御預所

上番村　島崎奥左衛門

右者作り初穂為冥加

宰相様　御手許江献上仕度旨願出候由ニ而岡田喜八郎ゟ差出之

一定日為伺　御機嫌御座所御側向小右衛門并御小姓御近習番非番之面々罷出候

小右衛門御目　見被仰付御茶被下外ニ武田源次郎罷出候ニ付被為召御茶御菓子

被下之

一九時大奥御入御膳被召上

一去ル六日晩立江戸表ゟ之飛脚道中手間取ニ而今日到着江戸表御静謐御附衆ゟ
御用状相達候

松平日向守様ゟ　　御直書

出雲守様　　　　　鱈子漬　二曲

熊姫様　より　　　　　壱曲大奥御分

日向守様

右之通被進之

秋月右京亮殿ゟ　　御直書

近古史談　四冊

A0143-00522_023
直書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務大輔殿ゟ

漱芳閣真蔵帖　壱折

右之通被進之被差上之

御小道具役所小遣

金次郎

右之通今日被仰付候ニ付御礼罷出候

一七時過二ノ丸御角場江被為入御鉄砲御稽古被遊候

一七半時大奥御膳如例

宰相様より

英樹院様

玉操院様江　　御花一筒ツヽ
御代百疋ツヽ

右者御一回御忌御相当ニ付御備へ相廻り候様

宰相様より

百五十疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　さつま
はゝ

右者寒中御機嫌伺ひ差上物御帰しと〆被下之

宰相様江　　　御袂落シ二

清心院様ゟ　　御多葉粉入三

右者年頭ニ付被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T正月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

A0143-00522_024
一定日為伺　御機嫌御座所ゟ金兵衛初御側向非番之面々罷出候金兵衛被為　召

御茶御菓子被下之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一七半時過大奥御膳如例

一今晩立江戸表へ飛脚被指立候ニ付左之通被進御附衆へ御用状差出ス

田安中納言様江　　　御茶　常盤木　一箱

御直書添

松平日向守様　　　　御直書

松平確堂様　　　　　同

九鬼長門守様　　　　同　　布目天金半切二百　雲丹三箱

秋月右京亮殿　　　　同

御直書　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿

同　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿

同　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿

右之通被進之

お久様江　　五色鳥子紙　百枚

雲丹　　　　五箱

墨流奉書紬　一疋

右近々御引越御婚姻相整被遊候ニ付以　思召

宰相様　　御相合ニ而被進之ニ付大奥ゟ今便相廻ル

殿様

一夜分御締切如例

A0143-00522_025
一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T正月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介　当番　敬左衛門

一御目覚六時弐寸五分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　盤亭

一御神霊前御拝如例

一六半時御供揃ニ而為御野鉄炮勝見口ゟ東郷筋ヘ被為入候

御道筋

御庭口ゟ南御門勝見御定道口和田ゟ向フ村北野村地之上

和田中村郷（合）島村地之上荒木別所同新保村弥五兵衛ヘ御指懸り

被為入御弁当被召上夫ゟ栂野小松成村稲津村同所御渡船

下東郷村細井（江ヵ）村深見葛山地之上赤坂村東郷町裏通りゟ

小稲津村下馬村板垣村同所御渡船ニ而勝見河原口夫ゟ元

之御道通り南御門ヘ被為入

一御出殿六半時弐寸五分　御帰殿　　　　　　　　　　　　　　　　御供敬左衛門

一思召ニ而左之面々御脇筒被　仰付

上方筋　　雁三羽内二羽被下之　　　　　本多修理方

寺前筋　　同　　　内二羽被下之　　　　酒井十之丞

荒川筋　　獲物無之　　　　　　　　　　毛受鹿之介

矢代筋　　同　　　　　　　　　　　　　田内源介

一御拳　二羽

一御帰殿直ニ大奥ヘ被為入御膳被召上御膳後御浴湯被遊

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

一去十六日発京都表ゟ御内飛脚着御静謐奉恐悦候

A0143-00522_026
一新五兵衛不快ニ付今朝ゟ引籠

T正月十九日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表ヘ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如常

一九時過大奥御入御膳被召上

一定日ニ付大御番頭一統為伺　御機嫌四時過罷出御人払御用有之

一同刻過玉木源左衛門為年頭御祝詞当局迄罷出被為　召御茶御菓子被下之

一定日ニ付稲垣治部為伺御機嫌罷出御茶御菓子被下之

一八時揃ニ而左之面々被為　召御用有之　　　　　　　　　　　　　本多修理方

長沢鷗客
酒井十之丞

毛受鹿之介

高田孫左衛門

村田巳三郎

中村市右衛門

千本弥三郎

〆

一鎌落過表ニ而御三度御膳被　召上　但御用中ニ付御伽差上之

其節右之面々ヘも御酒御吸物御飯等被下置候

一夜分大奥江被為入候

一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T正月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介当番敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

前記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之介

御拳雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部　ヘ被下之

松平源太郎

A0143-00522_027
同一羽　薬袋紙五帖　海苔三状　　　　　　　　岩佐玄珪ヘ

右ハ旧冬崎陽ゟ罷帰候節指上ものいたし候ニ付為御返被下之

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井弘ヘ

右ハ旧冬来毎々差上もの有之ニ付被下之

鴈一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽四人ヘ被下之

御酒三升　　　　　　　　　　　　　　　　　　三寺剛右衛門ヘ

右ハ昨秋柿献上いたし候ニ付為御返被下之

一四時過高田孫右衛門御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一高磨様九半時過大奥ヘ被為入候ニ付再大奥ヘ被為入御手遊等被進之

一七半時過大奥御膳如例

宰相様ゟ　御初尾銀札弐十匁　　　　　　　　　　　　　不動院

右御簾中様御三十三御厄ニ付御代参ニて御備ヘニ相成

松平因幡守様ゟ　御直書

呈書一封　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ

右去十二日大坂出立之忍之者罷帰候ニ持参之御側御用人迄相廻ル

一御膳後於二ノ丸御矢場御鉄炮被遊　一敬左衛門御三度之節ゟ退出いたし候

一表御寝御夜詰引四半時

T正月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚六時弐寸五分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一六半時御供揃ニ而為御野鉄炮東郷筋ヘ被為入御挙鴈二羽　但上毘沙門地之上一羽
下細江村地之上同

A0143-00522_028
御道筋

御庭口ゟ元切手中仕切御門下馬御門ゟ稲葉俊之助屋敷脇裏郡役所前

脇新橋御渡毛屋通り木田四ツ辻ゟ春日口夫ゟ御場入板垣下馬

六条小稲津村ゟ東郷町南山両毘沙門村再東郷小路村六郎兵衛江

御指懸り被為　入夫ゟ赤坂葛山深見西近江東近江地之上西袋北山新保

地之上徳光村下細江村六条村小稲津村下馬村同所御渡船西方村勝見

河原口ゟ御定道南御門御庭口ヘ被為入

一御帰殿直ニ大奥ヘ被為入御膳被召上

一御出殿六半時　　御帰殿六半時　　　　　　　　　　　　　　　　御供敬左衛門

底喰筋　雁一羽　　　　　御脇筒　荻野小四郎方

勝見筋　同　　　　　　　　　　　千本弥三郎

右一羽ツヽ被下之

一御膳後御浴湯被為召候

一五半時前表御締切如例

一大奥御寝御夜詰引五半時過

T正月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

一定日ニ付為伺　御機嫌田内源介罷出被為　召御茶被下之其余両御供頭当局迄

罷出候

一四半時御家老本多修理方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時迄高田孫左衛門御用有之

A0143-00522_029
真鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　　外次二郎献上

右者昨夜御坂ニ而頂戴之由ニ而差上之

先記真鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江被下

一七半時大奥御膳如例

一御膳後表御締切ニ相成

御二所様御同道御庭廻り被遊御舟ニ而御堀向江も被為

入御鷹部屋辺御覧被遊候

一夜分御締切如例　　　　　　一新五兵衛快今日ゟ出勤

一表御寝御夜詰引四時江壱寸前

T正月廿三日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

一定日為伺御機嫌御医師一統罷出御目見被　仰付候

一四半時過内田閑平御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上　　　一八時過高田孫左衛門御用有之

一九半時過定日為伺御機嫌御馬廻り一統　御目見被　仰付

一八半時揃ニ而左之面々被為　召御用有之御刻限ニも相成候ニ付御用中御三度御膳被

召上御家老初へも御吸物御酒御飯等被下置四時前御用相済退出いたし候
本多修理方

御吸物　雁豆腐　　　　　　　　　　　　　酒井外記方

中皿　鰈大根　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

小皿　ひたし物　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

外小皿　ずばい蟹　　　　　　　　　　　　田内源介

御飯　　　　　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門

勝木十蔵

A0143-00522_030
高田孫左衛門

出淵伝之丞

松原孫七郎

武曾権左衛門

〆

一肥後熊本ゟ飛脚着之由ニ而左之通被進之

越中守様ゟ　　佐賀関鯣

顕光院様ゟ　　車海老　一箱　御籠肴　全弐百疋

旭飴　　同

峰君様ゟ　　　塩煮蚫　一曲

晒葛　一箱　　　　　　　　　　差上之　妙昌院

鯣　　同

一夜分御締切如例　　一浅草海苔一箱　勝木十蔵献上

一大奥御寝御夜詰引四半時

T正月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表ヘ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一四時過定日為伺　御機嫌罷出被為召御茶被下之御人払御用有之左之面々

北川亘之介水野小刑部松平源太郎

一九時大奥御入御膳被召上

一去ル廿日晩大坂表出立之飛脚廿一日晩京都表出立之飛脚共至急京坂御静

謐奉恐悦候

山階宮ゟ　　　　　御直書　　右職扇　　一箱

梅花香　　一箱

東本願寺御門主ゟ　同　　　　御生菓子　一箱

御扇子　　一箱

西本願寺御門主ゟ　同　　　　白柿　　　一箱

A0143-00522_031
興正寺御門主ゟ　　御直書

松平三河守様ゟ　　同

松平出羽守様ゟ　　同

松平兵部大輔様ゟ　同

松平美濃守様ゟ　　同

藤堂和泉守様ゟ　　同

松平肥前守様ゟ　　塩漬雁二羽

筆姫様ゟ　　　　　御書　御多葉粉十二包

観智院僧正ゟ　古瓦扇一箱

右之通被進之

一七時前御浴湯被為召候

一七半時前高田孫左衛門御用有之

一同刻過大奥御膳如例

一御膳後
御二所様御同道ニ而二ノ丸御庭廻り被遊候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時

T正月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚六時二寸五歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一六半時御供揃ニ而新開筋ゟ東郷筋江為御野鉄炮被為
入候

A0143-00522_032
御道筋

御庭口ゟ元切手中仕切太鼓下馬御門ゟ稲葉俊之助屋敷脇郡役所前

脇新橋御渡り毛矢通り木田花堂江端脇ゟ御場入大町別所莇生

田地之上天王太田村ゟ二上半田鉾ヶ崎地之上夫ゟ主計中村次郎兵衛

ニ而御差懸り御小弁当被召上夫ゟ元御道通帆谷北山ゟ徳光

西大味西袋生部東大味ゟ上東郷地之上上細江ゟ上六条小稲津

村下馬村板垣村ゟ御渡舟被遊河原口ゟ勝見夫ゟ御定道南

御門ゟ御庭口江被為　入候

御拳雁四羽

一御出殿六半時二寸五歩　御帰殿六時壱寸廻り

一御帰殿直ニ大奥江被為入御膳被召上御膳後浴湯被遊候

一今日左之面々御脇筒被仰付候

雁三羽出来　内二羽被下　　　　　橋上筋　本多修理方

同壱羽出来被下　　　　　　　　　勝見筋　酒井十之丞

一五時前表御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四時

T正月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時御家老荻野小四郎方御人払御用有之

A0143-00522_033
一八時過為伺御機嫌武田源次郎罷出御茶御菓子被下之

昨日

御拳之雁左之通被下ニ相成候

雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口三人江

同一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　御中﨟たま江

同一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師四人江

一七半時前高田孫左衛門御用有之

駆豎斉詩抄一部　　　　　　　　　　　　　　　新宮涼介献上

一七半時過大奥御膳如例

一今晩京都表江定日飛脚被差立候

山階宮江　　　　御直書

東本願寺江　　　同

興正寺江　　　　御直書

一橋様江　　　　同

松平三河守様　　同

松平出羽守様　　同

同老公様　　　　同

松平兵部大輔様　同

松平因幡守様　　同

藤堂和泉守様　　同

同　大学頭様　　同

松平美濃守様　　同

同　下野守様　　同

観智院江　　御書

かた栗めん一箱

御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江

雁肉味噌漬

左之通被進被遣之

御拳雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎江

A0143-00522_034
右者彼是御用番相勤候ニ付以
思召被下之

一去ル廿四日立京都表ゟ態飛脚御勘定所江着

山階宮ゟ　　　　御直書

近衛内府公ゟ　　同

右之通被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時

T正月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五半時過御家老本多修理方御用有之

一同刻過勝木十蔵御用有之

土井能登守殿ゟ　　御樽一

御肴　全弐千疋

右ハ旧臘
御所ゟ御拝領物有之候御歓年頭御祝詞旁被進之候由ニ而十蔵迄相廻差出之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一御膳後表ヘ被為入御鉄炮御稽古被遊候

一八時過本多修理方御用有之

一八時揃ニ而左之面々被為　召御風雅被遊且御拳之雁頂戴被　仰付

不快　大沢淡水

同　　水谷織部

荒川南山

A0143-00522_035
七時　山本源左衛門

御吸物　雁　豆腐　　　　　　　　　同　　原晩翠

中皿　鰈大根　御酒　　　　　　　　　　土谷化遊

同　　酢之もの　　　　　　　　　　　　高間夢伯

小皿　ひたし物　　　　　　　　　同　　塩谷淇翠

御飯　　　　　　　　　　　　　　同　　中村八大夫

浅見涼二

加藤丹山

井原遊（悠）廉
川地暮江

〆

御段　　林作右衛門

岡田喜八郎

右七時ゟ被為召候面々ハ御風　　　　　　　　　　七時　　河合五右衛門

雅被為済候後右之御料理被下之　　　　　　　　　同　　　大崎七大夫

横井五百里

〆

何茂難有頂戴五時過退出いたし候

一御三度右御席中表ニ而被　召上其節於御前一統御酒御吸物等右之通り被下之

一夜分御締切如例　一御余多　六寸重一　厚焼玉子　　　　　　　　大沢淡水ヘ

甘鯛

一表御寝御夜詰引四時壱寸五分前　　　　右不快為　御尋被下之

T正月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新五兵衛

一御目覚六時弐寸五分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一六半時御供揃ニ而為御野鉄炮東郷筋ヘ被為入候

御道筋

中ノ口ゟ南御門勝見御定道河原口ゟ板垣御渡船直ニ御場入下馬村

小稲津村ゟ上細江地之上六条村上東郷上毘沙門村円成（城ヵ）寺村地之上

A0143-00522_036
東郷中島夫ゟ御指懸り河原脇村忠大夫ヘ被為入御腰弁当被　召上
夫ゟ杣脇村地之上南山村同再東郷中島ゟ毘沙門地之上ヘ被為入夫ゟ赤坂村
地之上桂山深見熊野山裏ゟ田治島村東近江西近江地之上西袋同大村同
北山同徳光村上河北地之上下細江村上細江村夫ゟ六条小稲津村下馬村

板垣村同所御渡船元之御道通り南御門ゟ中ノ口ヘ御帰殿

一御拳雁一羽　　小稲津地之上

一御出殿六半時壱寸廻り御帰殿　五時弐寸前　　　　　　　　御供　敬左衛門

新五兵衛

御脇筒

雁四羽　勝見口ヘ内二羽　　　　　　　本多修理方
被下之

同六羽　底喰筋ヘ内三羽　　　　　　　酒井与三左衛門方
被下之

一御帰殿直ニ大奥ヘ被為入御三度被　召上

一御膳後表ヘ被為入御湯被為　召

一表御寝御夜詰引

T正月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一定日為伺御機嫌四時過水谷小刑部松平源太郎罷出御人払御用有之

一同刻過為年頭御祝儀申上岡部豊後罷出被為　召御酒御肴引裂鰑御手酌御直ニ被下之

真鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人献上

一九時過大奥御入御膳被召上

一八時過御浴湯被為　召

一御湯後高田孫左衛門御用有之

A0143-00522_037
殿様江　前記鴨一觜

右ハ御機嫌被為聞度被進之

昨日之　御拳雁一翼　　　　　　　　　　　御馬廻り一統ヘ

御脇雁一羽

御脇雁一羽　　　　　　　　　　　奥御医師三人ヘ

同　　同　　　　　　　　　　　　御伽三人

外ニ　栗本寛七ヘ

右ハ当局ヘ被下之趣ニ而被下之

同　　同　　　　　　　　　　　　　　　手伝共四人ヘ

被下ニ取計

右之通被下之

一今晩立御内飛脚被指立候ニ付左之通被進之

山階宮様江　　　　　御直書　一封ツヽ

近衛内府公ヘ

雁壱觜真奉書天金半切二百　　　　　　　　　　新宮孫介ヘ

右ハ過便書籍致献上候ニ付被下之　但参政ゟ別邸ヘ相廻ル

金五両　　　　　　　　　　　　　　　御預所横越村
三左衛門

右ハ御国恩存詰貯置候金子為冥加献上之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時五分廻り

T正月晦日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一去ル廿日晩立江戸表ゟ之飛脚着道中六日振之所逗留ニ付今日到着江戸表御静謐

A0143-00522_038
御附衆ゟ御用状相達候

宰相様江

出雲守様　　鮭粕漬一箱

御二所様ゟ

宰相様江　　御干菓子一箱

熊姫様ゟ

秋月右京亮殿ゟ　御直書

九鬼長門守様ゟ　同

直書　　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿ゟ

宗園漫吟一冊　谷口樵唱一冊
但此二冊　璥二江被下之

同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿ゟ

同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村五郎

右之通被進之被差上之

御肴料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松井左膳

金壱両　　　　　　　　　　　　　　　　　森六大夫

右者
御誕生被遊候為恐悦差上之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過表御締切ニ相成

御二所様御同道御本丸御馬場江被為　入御摘草被遊夫ゟ御本城橋ゟ瓦御門御内

庭通北不明御門内ニ而御摘草被遊

殿様江も被仰進山里通ゟ被為入夫ゟ　御同道御同所江被為入

御三方様二ノ丸御馬場御馬見ニおゐて御茶御菓子等被召上御酒御手軽之御肴等

為御持ニ相成

A0143-00522_039
殿様江被進其余大奥向御酒御菓子等表但見彦之丞新五兵衛斎宮紀之允等

御供罷出候ニ付御菓子等被下之七半時過
御帰り被遊候

一鎌落大奥御膳如例

直書　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝　安房守殿ゟ

画二枚

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T二月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

七時より新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時過大奥御入御膳被　召上

一御膳後二ノ丸於御矢場御鉄炮御稽古被遊

有馬遠江守殿ゟ　養老酒　二陶

雁　　　二羽

右ハ旧冬
御所ゟ御拝領物有之候御歓且年頭之御祝詞旁被進之

鯛一

右旧冬鴨差上候ニ付為御返被下之

前記　雁二羽　　　　　　　　　　　　奥坊主一統

不寝坊迄

被下候取計

一七半時大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引

T二月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

A0143-00522_040
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

一定日為伺　御機嫌両御供頭外ニ浅見涼二加藤丹山村田竜之進植原保閑井原

悠廉当局迄罷出候田内源介多賀谷梅笑萩原金兵衛同断被為　召御茶

御座所御膳番初両部屋非番之面々同断罷出候

御さかな　金三百疋　　御中﨟たま宿元ゟ

右ハ御七夜御祝儀被下候御礼ニ差上之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過高田孫左衛門御用有之

一同刻過桑山捨三郎為伺　御機嫌罷出　御居間ヘ被為　召候

一七半時過大奥御膳如例

大鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊後ヘ

右ハ鴨差上候ニ付被下之

一夜分御締切如例

一大奥御夜詰引四時ヘ懸り

T二月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭御拝如例

一定日為伺　御機嫌御膳中御医師一統罷出候其余

御座所御側向両部屋非番之面々罷出御目

見被仰付外ニ山野十大夫加藤清十郎当局迄罷出候

A0143-00522_041
一四半時過
殿様被為入大奥江も御入有之九時　御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過御馬廻り一統罷出御目
見被仰付候

一七半時大奥御膳如例

一雁御用ニ付左之面々被遣候

雁三羽出来　内二羽被下之　　　　東郷筋　香西敬左衛門

同一羽　　被下之　　　　　　　　上方筋　蠏江喜太郎

獲物無之　　　　　　　　　　　　底喰筋　根本紀之允

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時一寸前

T二月四日　初午　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

但今日稲荷祭礼ニ付御上下被為　召

一五半時過御家老酒井与三左衛門方御用有之

一定日為伺御機嫌大御番頭北川亘之介水野小刑部松平源太郎罷出御人払

御用有之

一九時過大奥御入御膳如例

一御膳後
御弐所様御同道向御庭江被為　入候

A0143-00522_042
一八半時高田孫左衛門御用有之

一今日稲荷祭礼ニ付以　思召左之面々被為　召　　　　　　　　　　御伽一統
御赤飯御煮染御菓子等被下之大奥ヘ被為　召罷出候　　　　　　　毛受万三郎
但九半時揃ニ而七半時過退出いたし候　　　　　　　　　同　勝介

中根酉介

大井健一郎

香西熊太郎

河合敬蔵

桑三郎

出淵外九郎

上坂重之助

蟹江卯吉

津田千代松

御弐所様ゟ　御赤飯　御煮染　奥表ヘ被下之　但当番詰合限り

御酒　奴豆腐　　　　　　　　　　　　手伝初台子向

不寝坊迄被下之
万蔵ヘも同断

あまご　　一籠　　　　　　　　　　　　　毛受万三郎

同　勝介

竹ノ子五本　　　　　　　　　　　　　　　出淵弥之助

宰相様江　　　　墨形落雁一箱　　　　　　　　　　　　大井弥七郎

御簾中様江　　　花橘同　同　　　　　　　　　　　　　同人

右ハ御役前ニ而到来いたし候由ニ而差上之

鯉一喉　春蘭一鉢差上之　　　　　　　　　河合太郎大夫

一七半時過大奥御膳如例

一夜分御締切如常

A0143-00522_043
一今日雁御用ニ付左之面々野先江被遣

寺前筋ヘ　　獲物無之　　　　　　　　　　高村新五兵衛

東郷筋へ　　鴨二羽被下之　　　　　　　　西村元吉郎

上方筋へ　　雁五羽内二羽被下之　　　　　八田金十郎

一馬廻り并　御座所両部屋之面々之内明日御用召御切紙到来ニ付為御礼当局

迄罷出候外ニ山野十大夫同断

一表御寝御夜詰引四半時五分廻り

T二月五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御寝覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
一御神霊前御拝如例

一五時御供揃ニ而為御野鉄炮底喰筋ヘ被為入夫ゟ大瀬御別館ニ而御弁当被

召上其節左之面々御供ニ被　召連候而御脇筒被　仰付候

但御供先ゟ組合ニ而被遣　　　　　　　　　　　　　　　狛　主税介

本多民弥

狛政之助

御脇筒御用捨　　　　　　　　本多勝三郎

同　　　　　　　　　　　　　酒井小隼人

有賀庄助

芦田源十郎

同　　　　　　　　　　　　　酒井　弘

狛熊勝

岡部八男雄

菊地説三郎

芦田一馬

御道筋

御庭口ゟ北御門御泉水町本多修理方屋敷前国枝太兵衛屋敷脇前

A0143-00522_044
神明表西尾十左衛門前有賀清門前脇下江戸町通り谷町

筋違橋田原町牧野島口ゟ御場入経田村灯明寺村地之上

新田塚前ゟ三郎丸村地之上西堀同夫ゟ大瀬御館ヘ被為入
御弁当被　召上其節御供之高知子弟輩御次ヘ被為　召於
御前雁御吸物豆ふ被下置銘々持弁当開之頂戴畢而

御二階座敷拝見再　御前ヘ被為　召御茶御菓子被下之

御脇筒之面々屋代筋牧野島沖寺前筋三ヶ所ヘ被遣御供揃之上

大瀬村地之上明里口往還道ゟ所々御場入夫ゟ三橋口夷町

一条町柳御門鉄御門下馬御門ゟ中仕切元切手御門御庭口ヘ被為

入高知之面々御庭口迄御供いたし御意有之

但　御出殿之節ハ御供揃被　仰出候筋高知之面々北御門外ヘ相廻居候

但　大瀬御別館ニ於て敬左衛門新五兵衛初両部屋御馬廻り并河合五右衛門

御供頭等於休息所御吸物被下之

一御出殿五時弐寸廻り御帰殿七半時弐寸廻り　　　　　　　　御供　敬左衛門
新五兵衛

一御獲物無之

一御帰殿直ニ御湯被為召夫ゟ大奥御入御膳被召上

御脇筒之内

打留之雁被下之　　菊池説三郎ヘ

同　青鷺一被下之　岡部八男雄ヘ

一御締切夜分如例　一雁御用ニ付野先ヘ被遣　　　　東郷筋　獲物　白井斎宮
無之

勝見筋同断　　河崎三郎助

一今朝於　御座所御用部屋左之通被　仰付

末之番外　　高村四郎左衛門　　末之番外　　　伊藤六郎兵衛

御時宜役

御小姓頭取　渡辺蓬太郎　　　　御小姓　　　　周防謙介

A0143-00522_045
席末ノ番外格　山野十大夫

御膳番　　　　　　林忠大夫　　　　　　　　　小嶋逸八

奥番兼　　　　　　国枝太兵衛　　　　　　　　佐久士規之助（介）

小関犀次郎　　　御馬廻り　数賀山郡平

御裏役　　　　　　梶川半兵衛　　　　　　　　桜井鉄五郎

御書物方兼　　　　渡辺元之助　　　　　　　　松原四郎

御書院番　　　　　小栗治右衛門　　　　　　　小寺官之丞

筆頭役
御附御馬廻り　　　中川金之助

筆頭　　　東郷信八

原平左衛門

御馬廻り　　　生駒彦太郎

小宮山　伝

井戸惣三郎

高屋善右衛門

一表御寝四半時壱寸廻り御夜詰引

T二月六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一昨日結構被　仰付候面々之内山野十大夫渡辺蓬太郎周防謙助小栗治右衛門

林忠大夫小関犀次郎渡辺元之助国枝太兵衛梶川半平衛東郷信八小嶋逸八

御用人指加ニ而　御礼申上之

一四時過高田孫左衛門御用有之

一殿様九時前被為　入御対顔御同道大奥御入無程御帰被遊候

一九時過大奥御膳如例

A0143-00522_046
御初尾銀弐拾匁　神明宮ヘ

右ハ　高磨様少々御容体ニ付御祈禱被　仰付御備ヘニ相成

御余多　御汁　一椀ツヽ　　　　　　　　　村田巳三郎

御飯

右ハ老母不快ニ付内々　思召ニ而巳三郎ヘ被下之

鯛切身焼　　一重　　　　　　　　　　　　細井玄養

玉子巻

右長々不快ニ付為御尋被下之

一七時揃ニ而高知当勤左之面々被為　召御吸物御酒御飯等被下之

狛　主税介

御吸物　雁　豆腐　　　　　　　　　　　　岡部豊後

中皿　　小鰈ふし煮山芋くわゐ　　　　　　本多民弥

角海苔　日光唐辛　　　　　　　　狛　政之助

小皿　すはい蟹　　　　　　　　　　　　　松平貫之助

同　　ひたしもの　な　　　　　　　　　　山県克之助

大こん　　　　　　　　有賀左近

芦田信濃

稲葉俊之助

本多源四郎

一七半時御三度被　召上其節右高知之面々へも御料理被下之御手酌等被成下一同十分頂戴畢而
御茶御菓子被下之種々御話有之五時　退出いたし候

一昨五日江戸表ヘ飛脚被差立候ニ付御附衆ヘ御用状差出ス

主計頭様江　　佐賀関鯣　一箱

葛粉　　　一箱

清心院様江　墨形落雁一箱

出雲守様江　生干鱈　二枚

熊姫様江　　絵半切　真奉書　二百枚

右之通被進之

金三百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　松井左膳ヘ

森六大夫

A0143-00522_047
右ハ旧臘御拝領物有之且

姫君様御誕生重々恐悦ニ付御肴指上候ニ付為御返被下之

雁一翼ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　玉江

琴井

初江　　江

たき　　被下之

なか

藤田

杉田

御簾中様ゟ　呉絽覆　　紙入一御盃一　　　　　　　　　大井弥十郎ヘ

御扇子一対

右ハ過日御菓子献上ニ付為御返被下之当局ゟ相廻ス

是迄当番部屋詰居候ヘとも今日ゟ一人ツヽ御馬廻り

御次詰被　仰付候此段当局ゟ申聞候

一夜分御締切如例　一御用筒被　仰付　　　勝見筋ヘ獲物無之　　　上坂藤大夫

野先ヘ御遣被成候　　上方筋ヘ同断　　　　　山本新七

一表御寝御夜詰引四時

T二月七日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一四半時過
殿様被為　入　御対顔済中根雪江大坂表ゟ今朝帰着ニ付罷出御家老中不残

御中老御側御用人不残御目付不残罷出御用有之九半時過御用済何茂退出
殿様御帰り被遊候遅刻ニも相成候ニ付雪江江御余多御肴御吸物御飯等被下置候

一九半時過大奥御入御膳被召上

一今朝林作右衛門隠居被仰付忰矢五郎江家督無相違被下置候ニ付御礼当局迄罷出候外ニ
為伺　御機嫌長谷川源之丞罷出　御筆頂戴御礼浅見涼二罷出候

A0143-00522_048
一浅井外巻雪江同道帰着ニ付為伺
御機嫌罷出御目　見被仰付候

七寸重二　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江江

内　　鰈　煮付　　一重

すはいかに　一重

右者今日帰着ニ付以
思召被下之

一七時過高田孫左衛門御用有之

一七時揃ニ而御用人左之面々被為召御吸物御酒御飯等被下之

秋田玄蕃

御吸物　雁　豆腐　　　　　　　　　　　　岡部造酒介

中皿　　小鰈　角のり　ふしに山芋　　　　渋谷弥税

くわゐ　日光唐からし　　　　　　永見司馬

小皿　　すはい蟹　　　　　　　　　　　　菅沼右近

同　　　浸し物　　　　　　　　　　　　　恒岡兎毛

斎藤主齢（鈴）
稲葉左司馬

飯田主税

富永浜之助

千（仙）石出石

荒川十右衛門

秋田長之丞

一七半時過御三度御膳被召上其節玄蕃初江も御料理被下之御手酌等被成下一統

十分頂戴致シ六半時前退出致候

筆姫様ゟ　　御書

洋製本一冊鉛筆一本

右之通被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時

A0143-00522_049
T二月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過中根雪江罷出御人払御用有之

坊風一盆　　献上　　　　　　　　　　　　堀平大夫

剪花　　　　同　　　　　　　　　　　　　大崎七大夫

御海苔　一包　同　　　　　　　　　　佐々木権六

一川地暮江為伺
御機嫌巻持参当局迄罷出候

一殿様御拝後被為入御対顔被為　在無程御帰被遊候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一去四日立大坂表ゟ之飛脚京都立寄今朝到着京摂共御静謐奉恐悦候

興正寺御門跡　　　御直書

松平三河守様　　　同

松平淡路守様　　　同

伊達伊予守殿　　　同

観智院僧正　　　　昆布五拾本

呈書　　　　　　　　　　　　　　大久保一扇殿

右之通被進且被差上

一八半時過川地柯亭被　仰付之画出来ニ付持参依之被為　召御茶御菓子被下之

一八時過定日御会読被遊候ニ付矢嶋恕輔罷出

旧臘無御滞御誕生被遊候ニ付

敦賀常宮江御礼御代拝被　　　　　　　　　　　　　根来紀之允
仰付今朝出立いたし候

常宮ヘ御初尾金三百疋　　鐘ノ尾　一御奉納　　但　三百疋之内百疋ハ此方様ゟ御足シ供

筆姫様ゟ　同　同　　同　　　一御返納

A0143-00522_050
右之通紀之允持参いたし候

一七半時過大奥御膳如例

聖蹟図誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎献上

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時五分前

T二月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一天賜　御狩衣今朝五半時前到着ニ付御手続左之通　但御側向
御頂戴済迄上下着用御伽ハ御用捨

注進　　　　荒井村　山先

桜御門

下馬御門太鼓御門元切手御門ゟ三ノ丸御路次口迄岡部半兵衛旅装之儘致守護御路次口

より御裏役受取之［夫ゟ奥御坊主持之］

御居間御縁迄指上之此所江

御出迎被遊夫ゟ　御手許御取扱ニ而開之御箱之儘御台ニ置奥ノ番

御居間江差出此所ニ而御開被遊　御頂戴被遊相済玄蕃鹿之介江拝見被仰付竟而
御次江相下ケ御側向詰合切拝見夫ゟ大奥江差出

御簾中様御拝見相済老女初江拝見被仰付表江出候上

御座所江御廻シ奥ノ番守護御座間御縁ニ而奥ノ番江相渡之於

御座間御拝見相済夫ゟ鉄炮之間江御下ケ於同所御家老中御中老御側御用人

御用人拝見之畢而御役人之面々御内々拝見被仰付相済而御腰物奉行江御下ケニ

相成候　但三ノ丸　御座所江到着之節御縁江玄蕃鹿之介弥税新五兵衛御側向相詰候

鍵者守護之御物頭三ノ丸御右筆部屋江罷出御用人月番江指出ス夫ゟ御側向

頭取江御用人ゟ被相渡之
A0143-00522_051
一九時大奥御入御膳被召上

伏見五色羊羹　一箱

御茶　　　　　一箱　　　　　　　　　　　中根雪江

画箋（牋）紙　一束

右者大阪ゟ持帰り候ニ付御慰ニもと差上之

一七時過御浴湯被遊候

宰相様より　　　御籠の内

高麿様江　　　　　　御さかな　　かれい二

ほう／＼三

右者少々御容躰ニ付御すら／＼と御全快（被）遊候様御祈禱被仰付

御札守へ添被進之

一御簾中様八半時此ゟ御寒ケ御覚被遊候ニ付一順罷出奉拝診候処時気御障ニも被為
在候ヤ格別之御容躰ニ者不被為　在候旨申上奉恐悦候

一七半時表御締切ニ相成御膳被召上夜分御締切如例

一雁御用ニ付今日東郷筋江被遣候

雁　　一羽　　出来　　　　　　　　　敬左衛門

青鷺　二羽

一表御寝　御夜詰引四半時壱寸前

T二月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過御家老本多修理方御用有之

一殿様四半時過被為入御対顔暫時御話被為　在無程御帰被遊候

一九時過表ニ而御膳被　召上

一御二度後大奥御入有之

一八時過長沢鷗客御用有之

A0143-00522_052
一同刻過林作右衛門頂戴物之御礼罷出被為　召御茶御菓子被下之
椎茸

御簾中様江　　　　六寸御重　御煮染　干瓢　　　一
海苔巻蓮根

右御様体ニ付　御機嫌被為聞度被進之

一七半時過表御締切御膳被　召上御膳後表ニ相成

一夜分御締切如例

茶　壱壺　銘常盤木半斤　　　　　　　　　岡部半兵衛

右ハ此度京都ゟ持参之由ニ而内献之

一今晩立大阪表ヘ御内飛脚被指立候ニ付

若和布　一箱　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ

右御直書御添ニ而被遣之

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T二月十一日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一五半時過勝木十蔵御人払御用有之

一九時御膳被仰付表ニ而被召上

一御二度後大奥御入有之

御文章御筆　　　　　　　　　　　　　　　長沢鷗容（客）江

青鷺　一羽

右者先達而差出入
御覧候画帖御返シニ付右之御品御添被下之

一七半時揃ニ而左之面々被為召鎌落頃

殿様被為　入何茂罷出御人払御用有之

A0143-00522_053
殿様江　御吸物　桔梗玉子　御中皿　車海老甘煮九年甫　本多修理方

木ノめ　　　　　　煎付くるミ

御小皿　からすみ　御酒　　　　　　　　　　　長沢鷗容（客）

御次　　吸物　雁　　　御中皿　粕漬切ミ鮭　　北川亘之介

豆腐　　　　　　　くわゐ金かん　水野小形部

小皿　酢ミそ合　御酒　　刻あらめふしに松平源太郎

かれ　　　　　　　　　苞豆ふ

御飯　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

村田巳三郎

不快引　　　中村市右衛門

千本弥三郎

一御用中御祝合ニ而

御二方様江御吸物御酒差上引続御膳被仰付　但御用中ニ付御給仕御伽

殿様江も御取分被進ニ相成一統江右之通被下候五半時過何茂退散

殿様御帰り被遊候

一今夕為伺　御機嫌武田源次郎罷出御菓子被下之

一御簾中様先日ゟ之御様体今日ニ而者弥御瘧状被為入候旨御医師申上之

一今晩立京都表江定日飛脚被指立候ニ付左之通被進候

飛鳥井中納言様江　御直書

伊達伊予守様江　　同

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時江懸り

T二月十二日　雨折々飛雪　　　　　　　　　　　　　　　当番　介新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御代拝

一定日為伺　御機嫌両御供頭当局迄罷出候

一九時大奥御入表ニ而御膳被召上

A0143-00522_054
宰相様江　　　　　　中鯛　一

御肴　ほう／＼　四

貞姫様より　　　　　かれい　三

右者先達而御七夜御祝儀ニ付御目録ニ而被進之御肴且今日

御内々御色直ニ付旁被進之

宰相様より　　御交肴一折

貞姫様江

右者先達而御名ニ御添之御肴御目六ニ而被進之御替り且今日

右同断ニ付被進之

宰相様江　　　御肴　くし鯛　一

貞姫様ゟ　　　　　　かれい　二

右御肴被進候ニ付御礼与して被進之

六寸御重二

御簾中様江　　　内　あわ雪玉子　　　一重

御生菓子　　千歳すし　一重

やうかん

右者御様体ニ付御機嫌被為聞度以
思召を被進之

鉢盛　　　　小豆餅

右同断ニ付御側御慰ニもと被進之

御茶　薬代一斤　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院江

雲丹　七箱

右者先達而差上物御返与して被下之

一九時過高田孫左衛門御用有之

一九半時過為伺　御機嫌山元源左衛門土谷化遊原晩翠高間夢伯罷出被為

召御茶御菓子被下之御内々御方江被召連

A0143-00522_055
貞姫様御目見被仰付外ニ酒井弘桑山捨三郎罷出御菓子被下之

先紀之通敦賀

常宮江御代拝被　仰付候処　　　　　　　　　根来紀之允
無滞相勤今夕帰着

右常宮ニ而尚御安全之御祈禱御札守戴参り被進

貞姫様江　御札守一　　御生□ふし二　　　　　　　御中﨟

御札守一　　ふし一　　　　　　　　　　　　たま江

右之通被進被下之

菜花糖　　二包　　　　　　　　　　　　　　紀之允ゟ

松露

右者持帰り候ニ付差上之

一七半時表御締切ニ而御膳被召上

一夜分御締切如例　一敬左衛門腹合爾々不致候ニ付今日ゟ引籠養生罷在候

一表御寝御夜詰引四半時

T二月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭雨天ニ付御代拝

御二所様より　　　　　　鯛　　一枚

高麿様江　　御籠之内　　金頭　二

かれい二

右者御初御誕生日御祝につき態々被進之

小鯛　一　　　　　　　　　　　　　　御中﨟

かれい二　　　　　　　　　　　　　　　　八重江

こち　二

右者

高麿様御初御誕生日御祝ニ付以
思召無急度被下之

A0143-00522_056
一九時表ニ而御膳被召上

一御二度後大奥御入有之

一八時過御湯被為召候

一八半時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時過表御締切ニ而御膳被召上

一夜分御締切如例

一雁御用ニ付今日野先江被遣候

獲物無之　　　　　　　　　　　東郷筋江　高田孫左衛門

一表御寝御夜詰引四半時

T二月十四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過大沢淡水水谷織部今日出勤致シ候ニ付伺
御機嫌旁御礼与して当局迄罷出候

一定日為伺　御機嫌大御番頭北川亘之介水野小刑部并稲垣治部中川淵四時過

罷出　御目見被　仰付　大御番頭両人御用有之

一九時過表ニ而御膳被　召上　御膳後大奥御入無程表ヘ被為入

一同刻過中根雪江為人払御用有之

一八半時過二ノ丸於御臬場御手許限ニ而御鉄炮稽古被遊

一七半時過表御締切御膳被召上御膳後御方ヘ被為入

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時弐寸五分前

A0143-00522_057
T二月十五日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過
殿様被為入御用談被為　在御用済ニ而大奥御入無程表江被為出九時前
御帰り被遊候

一九時表ニ而御膳被召上御二度後大奥御入有之

一九半時過高田孫左衛門御用有之

鴫　　五羽　　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃ゟ

右者到来之由ニ而差上之

一去ル七日晩立江戸表ゟ之飛脚道中六日振之所今切ニ而一日逗留山内ニ而一日手間取

今日到着江戸表御静謐御附衆ゟ御用状相達候

田安中納言様ゟ　御直書

秋月右京亮殿ゟ　同

呈上　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿ゟ

万国公法　一部

右之通被進被差上之　　　　　　　　呈上　　　　　　　　　竹中半十郎ゟ

一七時前矢嶋恕輔罷出被為召御茶御菓子被下之為伺
御機嫌井上潤之助高田尚之助原圭太郎罷出御目
見被仰付御茶御菓子被下之

一七半時表御締切ニ而御膳被召上御膳後御方江被為
入候

A0143-00522_058
宰相様ゟ　　　　山川酒　片々弐升　　御代二百疋

清心院様江　　　はまくり　　一たい

右者近々上巳ニ付被進之

花代百疋　御供養料　　　　　　　　　　　　　本輪（倫）院殿

蒸籠十組　代ニ而

江戸銀百匁

右之通大奥江相廻置候十七回忌相当ニ付御手向ケ

一夜分御締切如例

一今日釈迦懸ケニ付左之通大奥江相廻ス

綿杷二包　目方百ニ拾匁

水玉五色奉書御有合

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T二月十六日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時過表御膳被　召上

一御膳後大奥御入有之

一八半時過高田孫左衛門御用有之

一定日ニ付為伺　御機嫌　御座所ゟ金兵衛初両部屋非番之面々罷出候

三十郎常之助　御目見被　仰付候

一七半時過表御締切ニ而御膳被　召上

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時壱寸廻り

T二月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
A0143-00522_059
一御神霊前御拝如例

一定日為伺　御機嫌御座所ゟ小右衛門初両部屋非番之面々罷出小右衛門御目

見被仰付候

一四時過溝口郷右衛門大関助左衛門無急（度）伺
御機嫌罷出御目　見被仰付御茶御菓子被下之御内々
御方江被為召御目　見被付候

一九時表ニ而御膳被召上御膳後大奥御入御方江も被為　入候

御筆　　　半裁　惟精惟一　　　　　　　　佐々木権六江

右者御製造役所江頂戴致度旨ニ而御側御用人迄願出候ニ付被下之

宰相様

貞姫様より

弐百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　進とう（藤）左大夫

武た（田）平右衛門

札五拾匁　　　　　　　　　　　　　　　　御用達　壱人

百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　御用部屋　二人

右者　御誕生御用取扱被仰付相勤候ニ付其節被下訳合も

有之ニ付御内証ゟ被下之大奥江相廻シ候

一七半時表御締切ニ而御膳被召上御膳後大奥江被為
入候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T二月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

A0143-00522_060
一御目覚六半時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一六半時過之御供揃ニ而御野鉄炮旁ノ鶫網為　御覧荒川筋ゟ寺前筋ヘ被為入

思召ニ而本多修理方酒井十之丞中根雪江高田孫左衛門被　召連候

御道筋

中ノ口ゟ南御門観音町竹ヶ鼻朝日御門外中島四ツ居村河増

村地之上鶫網御覧被遊夫ゟ丸山地之上ゟ開発新保村甚大夫

ヘ御指懸り被為入御弁当被召上夫ゟ高木村高柳村地之上ゟ大廻り

往還幾久村裏間道加賀口御門松本四ツ辻横町四軒町

不動御門井上半大夫屋敷脇前津田達太郎屋（敷）脇酒井十之丞屋

敷脇割場御門ゟ南御門ヘ被為入

一御出殿五時五分前　御帰殿七半時　　　　　　　　　　　御供　　敬左衛門
新五兵衛

一御獲物　鶇八ツ　雲雀一　安鳥二　頬白二　御脇筒　雁一　　　　本多修理方

青鷺一　　　香西敬左衛門

一雁一修理方ヘ被下之

御酒　銀二拾匁　　　　　　　　　　　　　本多修理方

同　　同　拾匁　　　　　　　　　　　　　中根雪江

右修理方家来両人雪江家来一人骨折候ニ付無急度両人ヘ被下之

一御帰殿直ニ御浴湯被為　召御湯後大奥御入

一表御締切ニ而御膳被　召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時弐寸五分

T二月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

A0143-00522_061
一御神霊前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過定日為伺　御機嫌北川亘之介水野小刑部稲垣治部中川淵罷出

御逢有之亘之介小刑部御入払御用有之

一九時表ニ而御膳被召上御膳後大奥御入有之

一九時過御家老酒井与三左衛門方御人払御用有之高田孫左衛門同断

一昨十八日晩立江戸表江飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候

九鬼長門守様江　　　御直書

秋月右京亮殿江　　　同

御書　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿江

御書

御茶　常盤　壺　　半切二百枚　　　　勝安房守殿江

木半斤

御書　御筆　一枚　　　　　　　　　　竹中半十郎

右之通被進被遣之

青鷺一羽　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃江

右者以
思召被下之

中鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　恒岡兎毛江

右者先達而鴨差上候ニ付御返シニ被下之

中鯛一　　　　　　　　　　　　　　　山野十大夫ゟ

右者先達而
御誕生御祝儀ニ付献上仕度旨願置候を今日取計之

一八半時前為伺御機嫌多賀谷梅笑罷出御茶御菓子被下之

A0143-00522_062
一八半時矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時表御締切ニ而御膳被召上候

明日御用之御剪帋　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛

到来ニ付御礼罷出候　　　　　　　　　　　大崎七大夫

波々伯部弥六

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T二月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊御拝御庭共如例

宰相様より

越中守様江　　　蒸ろう　三組　御代三百疋

顕光院様江　　　同断　　三組　御代三百疋

右者泰厳院様御七回御忌御相当ニ付御機嫌被為聞度被進之

一殿様九時前御拝後直ニ被為入御対顔被遊無程御帰被遊候

席其儘　　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
御預郡奉行

右御礼罷出候ニ付　御目見被　仰付左之通被下置但御手自ら

高襠御袴地一　御盃一　御余多　御焼物鰈一　同人江

右ハ以前御側向頭取長々相勤其后も彼是御世話申上候ニ付以　思召被下之

御盃一　　　　　　　　　　　　　　　　岡田喜八郎

御扇子一対

右ハ今日隠居被　仰付御礼罷出候ニ付被為　召　御手自ら被下之御内々名

静眠と被下置候

波々伯部弥六

大崎七大夫

A0143-00522_063
右ハ今日結構被　仰付候ニ付御前御礼御用人指加御取合申上之

御簾中様江　　　六寸御重一　玉子製御生菓子

芋りんご

八寸御重一　おやき

右ハ御容体其後の御機嫌被為聞度被進之

御役料　五十石ツヽ　　　　　　　　　　　長谷川源之丞

御増　　　　　　　　　　　　　　　　　　八木郡右衛門

田中伝左衛門

富田弥平兵衛
右今日結構被　仰付候為御礼当局迄罷出候

一九時過表御膳被　召上

一御膳後大奥御入

小鮎壱串　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里献上

二左衛門
一七半時過表御締切御膳被召上　一御酒代　銀拾匁　　　　　　　　高木村　三右衛門　へ
又右衛門

右去十八日敬左衛門打留之青鷺木ニ懸り候処骨折候ニ付被下之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時弐寸五分

T二月廿一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
一御神霊前御拝如例

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一九時表ニ而御膳被召上御膳後大奥御入有之

御小重
御余多　金頭開焼　　　　　　　　　　　　酒井十之丞江

玉子巻甘に　かんぴょう

右者此頃不快罷在候ニ付以
思召を被下之

御肴　平め一　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵江

右者昨日結構被　仰付候ニ付以

A0143-00522_064
思召被下之

御盃一　するめ五枚　　　　　　　　　　　　　林弥兵衛文
御扇子対

右者先達而寿餅差上候ニ付無急度以
思召被下之

一七半時揃ニ而左之面々被為召鎌落過
殿様被為　入御人払御用有之

殿様江　御吸物　干ゑひ　御中皿　金頭　　　　　　　　本多修理方

木ノめ　　　　　　　　　若和布

もやし生カ

御中皿　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　長沢鷗容（客）

御次　吸物　豆ふ　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃

ふし

中皿　鮭粕漬切焼　ふし子　　　　　　　北川亘之介

花くわゐ　　　苞豆ふ　　不快引　松平源太郎

甘にあらめ　外に　　　　　　　　水野小刑部

きんかん　　　蟹　からすみ　　　渡辺早太

小皿　鱈　　　同　浸し物　　　　　　　高田孫左衛門

いりたし　　千切大根　　　　　千本藤左衛門

な　　　　　　　　村田巳三郎

金糸ゆば　　　　　中村市右衛門

御酒　　御飯　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎

一右御用中御程合ニ而
御二方様江御吸物御酒差上引続御膳被召上

殿様江も御取分被進一統江も御吸物御酒等右之通被下之五半時頃御用相済

御家老中初退散

殿様御帰り被遊候

殿様ゟ　　　　真蟹一甲

右之通被進之

A0143-00522_065
一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T二月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺　御機嫌両御供頭荒川南山罷出候田内源介外ニ益田宗之罷出御目
見被仰付候

一殿様御拝後被為　入　御対顔被遊直ニ御帰り被遊候

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一九時過表御膳被　召上

一為伺　御機嫌酒井弘桑山捨三郎罷出御茶御菓子被下之

一七半時過表御締切御膳被召上

一夜分御締切如例

御肴　金弐百疋　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛

右ハ今般結構被　仰付ニ付差上之

一表御寝御夜詰引四半時

T二月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一定日ニ而為伺　御機嫌御医師一統罷出御膳中　御目見被　仰付如例

宰相様江　　　　六寸重二

御簾中様ゟ　　　　御すし　　一重

御生菓子　やうかん

紅白千歳すし　一重

御生菊するめ

A0143-00522_066
右者今日　御出勤被遊候ニ付被進之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時易経御会読被遊候ニ付被仰進

殿様被為入矢嶋恕輔罷出候平本但見罷出拝聴被仰付相済御菓子被進但見

恕輔江も御茶御菓子被下之七半時過御帰り被遊候

一去ル廿日晩立大坂表ゟ之飛脚京都立寄今日到着京坂御静謐

賀陽宮ゟ　　　　御直書

近衛内府公ゟ　　同

松平出羽守様ゟ　御直書

松平因幡守様ゟ

藤堂和泉守様　　同

同　大学頭様ゟ

松平容堂殿ゟ　　御直書

御半切十メ　柿一箱

右之通被進之

高襠御袴地一　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門江

御盃一

右者雨森彦十郎妹上り候儀ニ付格別心配致シ候訳合も有之候ニ付

被為召　御手自被下之

金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田喜平次

御扇子　ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　蓮川次兵衛

御盃一

右同断ニ付心配致シ候訳合も有之ニ付平右衛門江御托シ被下之

金二百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口三人

表使介壱人

右同断ニ付被下之

A0143-00522_067
金三百疋一包

御酒代銀七匁包三

右同断ニ付世話致シ候者江平右衛門江御託シ被下之

合口御下緒一

御扇子対　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

猪口　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　新五平衛
右同断ニ付以
思召被下之

御簾中様ゟ　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向詰合

御肴　　　　　　　　　　　　　　　　　　之者江

右者今日御出勤被遊候御祝与して被下之

一八時前御浴湯被遊候

一七半時過大奥御膳如例

宰相様より　御花一桶　百疋

泰厳院様江

右者御七回御忌御相当ニ付御備ヘ

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T二月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過定日為御機嫌伺　大御番北川亘之介水野小刑部松平源太郎并稲垣治部中川
淵罷出　御目見被　仰付亘之介初三人御人払御用有之畢而新番頭渡辺早太
千本藤左衛門同断罷出御人払御用有之

A0143-00522_068
明日京坂ヘ出立　　　　　　　　　　　　　　　佐々木権六

右四半時過罷出御人払御用有之御菓子被下之

御扇子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

御盃

右明日出立ニ付　被下之

一同刻過御目付高田孫左衛門御用有之

御弐所様江　　　鮮鯛二　　　　　　　　　　　　　　　玉江

右ハ十之丞ゟ到来いたし候由ニ而差上之

寒晒引割蕎麦二重献上　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

右持参為伺　御機嫌罷出被為　召御茶御菓子被下之

一八半時過御内庭於御矢場御鉄炮御稽古被遊当番之御側向御次打被　仰付之

前記鯛一ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　日比彦之丞

以思召被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤左大夫　　　へ

高田三郎左衛門

河合太郎大夫

百弐拾両　　但銀拾八貫匁　　　　　　　　　　御奉行ゟ

右例年之御利潤御勘定所（ニ）而受取内弐拾両分如定大奥老女山沢ヘ相渡ス

一七半時過大奥御膳如例

一夜分御締切如常　　　　　　　　一敬左衛門御用捨ニ而六時過退出いたし候

一表御寝御夜詰引四半時五分廻り

T二月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過

A0143-00522_069
殿様御拝済被為入御対顔夫ゟ大奥御入無程表江被為出九時前御帰り
被遊候

一九時前山県克之助御人払御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一今日大奥御入之節磯田上り居候ニ付無急度御目
見被仰付候

御二所様江　籠之内御肴　　　　　　　　　　　　　　　磯田

右者今日罷出候ニ付差上之

宰相様ゟ　　蒸籠二組　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

御代江戸銀二拾匁

右者御肴差上候ニ付御返与して被下之

一八半時御供揃ニ而加茂山江御登山可被遊旨被仰出俄ニ本多修理方別荘江

罷越居候ニ付右静古山荘江御立寄被遊其節罷越居候左之面々被為召

為御持ニ相成候御酒御肴等修理方初江被下置一統江御手酌被成下修理方
妻娘御目　見被仰付御酒御肴娘江御菓子等被下御席中御詩作被遊

何茂江御相手被仰付修理方ゟも種々被差上召上り候跡御取はやし被下ニ
相成御寛々被為入五時過御供揃被仰出御帰殿被遊候

罷出候面々　　　孝顕寺方丈

長沢鷗容（客）

本多修理方

同勝三郎

半井仲庵

林　藤五郎

矢嶋恕輔

青木隼人

A0143-00522_070
富田材輔

大島六蔵

御供ニ被召連候面々

中根雪江

平本但見

鈴木璥二
御道筋

御庭口ゟ元切手御門二ノ丸通ゟ下馬御門鉄御門酒井与三左衛門方

屋敷前脇本多民弥屋敷前佐野小太郎屋敷前ゟ桜御門

本町通ゟ大橋御渡久保町ゟ立矢夫ゟ静古山荘江

御立寄被遊御帰殿元之御道通り御庭口江被為
入候

一御出殿七時　御帰殿五半時　　　　　　　　　　　　　　　御供　敬左衛門

新五兵衛

召上り

六寸御重　四重

御さしミ　　　鯛

葉しそ　　　一重

わさび
大こん

御煮付　　　　笹切たい　　一重
御切飯　　　　　　　　　　一重

御浸し物　　　菜　　　　　一重
ふしかけ

御次　　　　　　　　　　御酒三升

七寸御重　四重

精進仕立

湯葉巻豆腐

いり付くるミ

にしめ竹の子　　　　　　　一重
甘に長いも

金かん

肴口取物

A0143-00522_071
青白蒲ぼこ

小串たい

くるミ　　　　　　　　　　一重

花くわい

金かん

御煮付　鰈　　　　　　　　　一重

千切大こん

浸し物　折はやし　　　　　　一重

千切

右召上り一統江も被下之

七寸重　　三重　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ゟ

御さしミ　鯛　　　　　　　　　一重

鯉子漬

御口取物　玉子焼

肴切身　　　　　　　一重

はす

御すし　　　　　　　　　　　　一重

外ニ御田楽

右之通被差上之

一御帰殿之上御浴湯被遊候

一御帰殿之上
殿様ゟ為御伺武田三十郎被遣候

切めし　にしめ　　　　　　　　　　　　　御供之者江

御酒　　田楽

右之通修理方ゟ被差出之

御二所様ゟ　　　　　先記

殿様江　　　　　　　　御さかなヲ

右者折柄御機嫌被為聞度被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時二寸五歩廻り

T二月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

A0143-00522_072
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一五半時過昨日静古山荘江被為　入候為御礼本多修理方被罷出候

鯉　　一喉　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ゟ

御樽代二百疋

右者今般結構被仰付候ニ付差上之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一　　　　　　　　　　去廿二日京都出立　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

昨夕着

一御膳後伊藤友四郎被為　召京摂之景况被為聴御人払御用有之

一今夕七時揃ニ而左之面々被為　召

殿様ニも揃御案内ニ而被為入御同座ニ而御用有之右御用中御三度

御膳被　召上御取分被進之一同江も御酒御肴御飯等被下之但御用中

殿様ニも御用済五半時過御退散被遊候

本多修理方

御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方

中皿　　蒲鉾　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

きんかん　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

里いも　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

金糸ゆば　　　　　　　　　　　　奈良元作

同　　　すはい蟹　　　　　　　　　　　　前田儀兵衛

小皿　　千切大根　　　　　　不快　　　　徳山順一

菜　　　　　　　　　　　　　　　吉田悌蔵

御吸物　鴨　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔

豆腐　　　　　　　　　　　　　　井上剛介

〆

平本但見

〆

右御用相済五半時過退出いたし候

一京坂定日飛脚ニ付左之通被進之

A0143-00522_073
賀陽宮様　　　　御返書

近衛内府公　　　同　　鱒二尾

東本願寺御門主　同

一橋中納言様　　御直書鱒一尾

松平出羽守様　　御直書　越ノ雪一箱　但数百入

松平容堂様　　　雲丹五合入三箱　挽割蕎麦一箱

御直書添

真鴨　一觜　　　　　　　　　　　　　　　　　土谷化遊献上

一右畢而夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T二月廿七日　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上

画戔（箋）紙五十枚　　　　　　　　　　　　　　本多修理方江

梶織一反

右者過日静古山荘江被為　入候ニ付以
思召御書添ニ而被下之

画戔（箋）帋七枚　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎ゟ

唐墨一挺

右者今般持参ニ付献上之

急須箱入一　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫ゟ

茶碗五箱入

右者友四郎罷出候ニ付相託シ献上之

大滝児権現御札守一

A0143-00522_074
右者今度開帳ニ付
御方々様御長久之御祈禱致シ候ニ付御札守差上度旨武田平右衛門迄

願出候ニ付御受ニ相成候右ニ付御初尾百疋御備ヘ相成候

一九時前高田孫左衛門御用有之

一七半時大奥御膳如例

一七半時過本多修理方頂戴物之御礼罷出候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T二月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為入御対顔被遊直ニ御帰り被遊候

一九時過表ニ而御膳被　召上御膳後大奥御入有之

一八時御供揃ニ而御城下御廻り被遊産物会所江被為入勝木十蔵内田閑平加藤

藤左衛門米岡源太郎南部源次郎罷出居同役所伺土蔵等御案内申上御覧被遊

夫ゟ御札所ヘ被為入桶口小左衛門波々伯部八十八罷出居同役所銀札拵居候を不残御覧

被遊夫ゟ松平貫之助下屋敷ヘ御立寄被遊松平貫之助長沢鷗客滝廻迄罷出居候

御簾中様ニハ今朝五半時御供揃ニ而同所へ被為入　青松院様ニも御同道

御弐所様裁錦楼ヘ御登り被遊御同座ニ而御酒御肴等被　召上桃花満開山水

御眺望被遊其節被為　召罷出居候貫之助鷗客初本多修理方中根雪江毛受鹿之介
但御簾中様御供敬左衛門新五兵衛平右衛門雄蔵山崎伝左衛門安田太郎作伊藤友四郎

仲庵一順玄珪宋純等於　御前御酒御肴等頂戴被　仰付

A0143-00522_075
御弐所様青松院様御手酌被成下一同難有十分頂戴いたし五時過

宰相様御供揃被　仰出大奥一統御酒頂戴有之右裁錦楼上ヘ御登り被遊候

以前貫之助鷗客同妻同孫　御同座ニ而　御目見被　仰付候其節左之通被下有之

文房之具一箱　硯　文鎮　硯屏　　　　　　　　松平貫之助ヘ

筆洗　水滴

雪貢箋　一箱　百二十五　養老酒二瓶　　　　　長沢鷗客ヘ
枚入

益寿糖　一箱　塩瀨帛紗一　　　　　　　　　　同人妻ヘ

墨流シ帛紗一御盃一扇子一対　但御伝ヘ　　　　貫之助妻ヘ
ニ而被下之

玩物　　一台　但御直ニ被下之　　　　　　　　貫之助娘ヘ

但　右御品物ハ敬左衛門新五兵衛ゟ貫之助へ相渡ス

外ニ

御弐所様　御詠御短冊一ツヽ　　　　　　　　　　　　　鷗客ヘ
思召ニ而被下之

御筆御作文一枚　同前

御弐所様江　御肴重一組　　　　　　　　　　　　　　　貫之助ゟ献上

鯉生作り一鉢

御弐所様ゟ　御酒御煮染御切飯被下之　　　　　　　　　御供之
両部屋御馬廻り
御供頭

一御弐所様惣供江一旦披き居六時揃ニ而御迎ニ罷出候

被為　召罷出候但当番両人御供いたし候　御伽一統

桑山捨三郎

一御出殿八時弐寸廻り　御帰殿五半時壱寸五分廻り

御道筋

御庭口ゟ元切手中仕切下馬御門鉄御門酒井与三左衛門方屋敷前

脇桜御門本町通り会所御札所ヘ御立寄夫ゟ本町御舟町
貫之助下屋敷ヘ御立寄御帰殿元之御道通り

一御帰殿直ニ御浴湯被為　召候

A0143-00522_076
青松院様ヘ　鯉ニ喉

右ハ今日以　思召為御持ニもと被進之

団子　八寸　一重　　　　　　　　　　　　山沢

たまへ

右ハ今日御留守致候ニ付思召ニ而被下之

一今日為御持ニ而被進被下之御重等惣而奥表相談ニ而

御弐所様御相合ニ相成

一御供之内大崎七大夫田川乙作御水主組之者召連船打被　仰付　　鯎等獲物

有之　庖丁いたし表之者へ被下之

右ハ前以談之上西川小源太宅　　　　　　　　　御供頭両人

下宿被　仰付　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り五人

一右下屋敷ニ而御弁当被　召上候ニ付御帰殿之上御三度御流シニ相成

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九半時弐寸前

T二月廿九日　小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

一四半時過
殿様被為　入御対顔済大奥御入有之九時前御帰り被遊候

一昨日被為　入候為御礼松平貫之助罷出候外ニ伊藤友四郎仲庵被為　召候為

御礼罷出候

一定日為伺　御機嫌稲垣治部当局迄罷出候

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過長沢鷗容（客）昨日之御礼罷出被為召御人払御用有之

A0143-00522_077
一今夕於御内矢場御鉄炮御稽古被遊御側向当番之者江御次打被仰付候

一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

貞姫様江　　おひな御菓子　一籠

右を以
思召を被進之

瓶一対御酒入　御中﨟　たま江

右者上巳ニ付
貞姫様江差上候様ニと以
思召を被下之

一七半時大奥御膳如例

一夜分御締切如例　　一御肴金百疋　　　　　　　　　　　　　　　波々伯部弥六

右ハ今般結構被　仰付候ニ付内々差上之

田安様ゟ　　御札守一

御菓子一箱

阿部主計頭様ゟ　銘酒一升入二瓶　　　保命酒

本直酒
干海鼠　　一箱

清心院様ゟ　　　豆　　　　一箱

するめ　　一箱

右之通被進之

一表御寝御夜詰引四半時一寸廻り

T三月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

一五半時過勝木十蔵内田閑平御人払御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

鮮鯛一尾　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

A0143-00522_078
右ハ娘縁組引越候心祝之由ニ而内々差上之

前記鯛一　保命酒一瓶　　　　　　　　　　　　中根雪江ヘ

舶来胴乱一

右ハ京都ゟ罷帰候節差上物いたし候ニ付御返被下之

一昨日熊本ゟ之飛脚着左之通被進之

越中守様ゟ　　　御肴料三百疋　　ヲ

御弐所様

顕光院様ゟ　　　同　三百疋

右

御誕生ニ付被進之

越中守様ゟ　　　御肴料弐百疋　　　縞縮緬一反

峰君様ゟ　　　　同　　　百疋　　御文庫之内

板〆一反

顕光院様ゟ　　　同　　　弐百疋　　板〆壱反

思召ニ而御文庫之内　　板〆御羽はり一

御手遊　　　四
鳳台院様ゟ　　　同　　　百疋　　　板〆御切レ

右御七夜ニ付被進之

はまた

沢の

谷浦

御肴一種ツヽ　　　　　　　　　　　　　　恵つ

五十疋ツヽ　　　　　　　　　　うらえ

右御誕生御祝儀申上上り　　　　　　　　　　はつを

亀浦

妙昌院

A0143-00522_079
越中守様ゟ　御人形料七両　御肴料弐百疋

峰君様ゟ　　同　　　三両　同　　　同

顕光院様ゟ　内裏一対七両　御肴料弐百疋

鳳台院様ゟ　御人形料五両　同　　　百疋

右御初雛ニ付　被進之

鯣　壱台差上之　　　　　　　　　　　　　御乳　はる

右　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

右為御返被下之

一七半時前御家老酒井外記方御人払御用有之

一七半時大奥御膳如例

一七半時揃ニ而左之面々被為召鎌落比ゟ御居間ニおゐて御酒御肴等被下置

何茂十分頂戴致シ五時頃退散ニ相成候

御吸物　竹わ　　御中皿　かれいてんかく

ミつ葉　　　　　花くわゐ　　　　酒井外記方

に付くるみ　　　荻野小四郎方

角のり　　　　　秋田玄蕃

御小皿　かれい　　　　　きんかん　　　　桑山十兵衛

なます　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛

御酒　御飯　御蕎麦

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時二寸五歩廻り

T三月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

A0143-00522_080
一御目覚御例刻

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺　御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山田内源介罷出御目
見被仰付御茶御菓子被下之外ニ御供頭両人中村八大夫浅見涼二周防猪左衛門

村田竜之進井原遊（悠）廉当局迄罷出候御座所御側向非番之面々同断御座所御供頭同断

一地震ニ付
御二所様為御伺御拝後
殿様鳥渡被為入候

一九時過大奥御入御膳被　召上

剪花　　　　　　　　　　　　　　　　　　多賀谷梅笑

織田焼花活一

桜花剪枝　　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作

一七半時過大奥御膳如例

御弐所様ゟ　　　御重一組　御ひたし　一　御にさかな一

御にしめ　一　ようかん　一

紅梅餅

貞姫様江　　　　　　　　　腰高まん頭一

右ハ当年御初ひゐなニ付御賑やかしにもと被進之

貞姫様ゟ　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

御さかな　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛　　　江

右之通被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番両部屋

同御馬廻り両人

宰相様ゟ　　　　内裏一対　　　　　　　　　　　　廿八日廻り

貞姫様江　　　外ニ
山川酒弐升

蛤代り
あわひ　弐升　　　　　　　　　　此分今日相廻ル

さゝゐ

右ハ当年御初雛ニ付被進之

A0143-00522_081
宰相様ゟ　　　　御人形一　林和靖

貞姫様江

右ハ別段　思召ニ而被進之

御肴　御余多　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞江

右以思召被下之

一夜分御締切如例　　一竹子右在方ゟ手ニ入候由ニ而内々差上之　　河合五右衛門
一表御寝御夜詰引四時弐寸五分

T三月三日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

宰相様ゟ　　　　　　　　おひたし一

御重一組　　おにざかな一　御にしめ一

ようかん　　　腰高まん頭一

御簾中様江　　　　　　　紅梅餅

右御嘉例之通被進之

一上巳御祝儀為申上井上小左衛門葛巻庄兵衛河合五右衛門青木七郎右衛門大谷儀左（右）衛門
長谷川源之丞大崎七大夫横井五百里御広式御用人不残外定日為伺

御機嫌御座所御側向非番之面々罷出候

一五半時過御家老不残御中老御側御用人平本但見御用人不残罷出当日御祝
儀申上ル

一四時過当日御祝儀ニ付
殿様被為　入　御対顔済　御同道御奥御入無程

殿様御帰り被遊
宰相様直ニ御膳被召上候

一四時過上巳ニ付

A0143-00522_082
御簾中様御礼被為請候ニ付御家老中初例之通大奥江罷出［御用引］敬左衛門新五兵衛
罷出御礼申上候

宰相様江　　　　　　　　　鯛一　　　小鯛二

貞姫様ゟ　　　　御肴壱台　かれい二　金頭十

あわひ五

右者上巳ニ付色々被進候為御礼被進之

宰相様江

貞姫様ゟ

御吸物　さゝめき　御酒　旭

木ノめ

御硯蓋　　爪紅蒲鉾　　　甘にくわゐ

小串たい　　　きんしゆは

大巻玉子　　　海苔巻はす

ふしに竹の子

御鉢盛　　御すし

御蒸菓子　あられかん

弥生まき

右者上巳御祝儀ニ付被進之

殿様ゟ　　　　　松竹梅鶴亀御細工物壱台

貞姫様江　　　　御肴一籠　金頭　鯉二喉

右之通被進之

一九時御供揃ニ而御上川江被為　入猿ヶ淵辺ニ而小鮎御釣被遊候

御道筋

中口ゟ南御門中馬場ゟ御定道勝見江被為　入夫ゟ河原口ゟ

御定道猿ヶ淵下稲津河原迄被為　入御帰殿元之御道

通南御門江被為　入候

一御出殿九時二寸廻り御帰殿七時壱寸五歩廻り　　　　　　御供　　敬左衛門

新五兵衛

A0143-00522_083
小鮎御拳十二　　　御次百

獲物無之　　　左司馬

鵁　一出来　　敬左衛門

右御脇筒被仰付左司馬儀者浄願寺辺迄被遣候

殿様江　　　小鮎三十

右之通被進之

一御帰殿之上御浴湯被遊候

鱒一本　　　　　　　　　　　　　　　　　四方天又兵衛ゟ

右内献三郎助迄差出之右鱒ヲ

御二所様江差上青松院様江も被遣御残老女初ヘ被下之

中鯛一　　　　　　　　　　　　　　　御中﨟
たま江

右之通被下之

鯛一

御肴　　小鯛五　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

貞姫様江　　　　　　金頭十　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

右者上巳御祝儀ニ付差上之

御簾中様ゟ　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　御側向詰合之者江

御さかな

右之通被下之

御余多　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方　江

御菓子　　　　　　　　　　　　　　　　長沢鷗容（客）

同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介　江

御肴色々　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

右者以
思召被下之

鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江ゟ

右者野先江罷出獲物ニ付差上之
A0143-00522_084
一七半時大奥御膳如例

一去月廿四日晩立江戸表ゟ之飛脚今日到着江戸表御静謐

田安中納言様ゟ　　　御直書

松平確堂様ゟ　　　　同

出雲守様御台所様ゟ　　御菓子　　遠州糖様

秋月右京亮殿ゟ　　　同

右之通被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時二寸五歩

T三月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過
殿様御拝後被為　入　御対顔済直ニ御帰り被遊候

一同刻過高田孫左衛門御用有之

一四時過大御番頭新番頭定日為伺
御機嫌罷出御人払御用有之

切花　　　　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎献上

一中根雪江昨日頂戴物之為御礼罷出被為　召候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一

一八時揃ニ而御乗馬被遊候ニ付左之面々被為　召御次乗被　仰付　御覧被遊於　御馬見所

御茶御菓子被下之何茂為牽候手馬ニ乗候上御馬拝借等被　仰付

A0143-00522_085
御鞍松風其余御側向御馬方等御次乗馬被仰付　　　　　　　　　　狛主税介

岡部豊後

芦田信濃

明石将監

稲葉俊之助

〆

当番　岡部造酒介

〆

多賀谷梅笑

〆

一七半時過大奥御膳如例

一殿様今九半時御供揃ニ而御城下御廻被遊七半時御帰殿何等之御障動も不被為在候ニ而

御案事不被進候様拾五郎御使ニ而被仰進依之此方様ゟ態々御使不被進

殿様ゟ　鶫七翼　　御直書添

右ハ今日御側向野先ヘ被遣候獲物之由ニ而被進之

一夜分御締切如例　　　　一明日　御用召　御切紙到来　　　　　　田川乙作
御礼罷出

一表御寝御夜詰引四半時

T三月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過御家老本多修理方御用有之

一四時過御家老酒井外記方御用有之

外塾師　　　　　　　　　　　　　　　　　田川乙作

御附　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井政右衛門

御馬廻り

右御座所於御用部屋被仰付政右衛門罷出

御前御礼御用人御取合申上之

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　山野十大夫

A0143-00522_086
右者結構被仰付候ニ付差上之

小笠原左衛門佐殿ゟ　御樽料　五百疋　　　　　　　　　御使者御家老

鮮鯛料　五百疋　　　　　　　　　　　　小笠原立也

右者先般

御所ゟ御拝領物被遊候為御歓被進之

御預所

金弐両二歩　　　　　　　　　　　　　　　　米納津村

佐助

右者御国恩を存詰

宰相様　御手許江献上仕度旨願出郡奉行ゟ差出候由ニ而

御側御用人ゟ被相渡之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

松平出雲守様ゟ　御直書　　金二百疋

鮭塩引一　干鮟鱇二

右者糸魚川ゟ飛脚参り候由ニ而　御座所ゟ相廻り候

一七半時大奥御膳如例

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T三月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一五時御供揃ニ而為御野鉄炮牧野島口ゟ中角河原ヘ被為入鱒引網　御覧被遊

於同所御弁当被　召上夫ゟ船橋川上ヘ被為　入小鮎被遊御釣小鴨水鳥御打留

有之夫ゟ四王天又兵衛宅ヘ御立寄暫時御休息被遊夫ゟ御帰殿被遊候其節左之

A0143-00522_087
面々以　思召御供ニ被　召連候

本多修理方

長沢鷗客
毛受鹿之介

中根雪江

田内源介

高田孫左衛門

外ニ　　　　本多勝三郎

御道筋

御庭口ゟ北御門笹川藤内屋敷脇御泉水町中村仲屋敷前脇渋谷

弥税屋敷前国枝太兵衛屋敷脇前　神明社裏西尾十左衛門屋敷前

有賀清門屋敷前脇下江戸町通り谷町筋違橋田原町牧野島口

灯明寺中角渡船場ゟ御乗船引網御覧同下河原ヘ御陣取

御弁当被　召上本多修理方初ヘ御持セ之御酒御肴［鱒指身］御馬廻り迄頂戴

夫ゟ中角渡船場迄御船ニ而御上り被遊中角村ゟ稲田村森田船橋

中程ゟ河原ヘ被為入小鴨御打留小鮎御釣被遊夫ゟ四王天又兵衛宅ヘ

御立寄暫時御休息被遊夫ゟ往還通り加賀口御門ゟ松本四ツ

辻横町四軒町不動御門井上半大夫屋敷脇前鷹匠町津田

達太郎屋敷脇割場南御門ゟ中ノ口ヘ被為入

一御出殿五時壱寸五分廻り　御帰殿七半時弐寸前

与茂屋菓子一台献上　　　　四王（天）又兵衛

一御帰殿直ニ御浴湯被為　召

一七半時過表御締切ニ而御三度被　召上

一御簾中様ニハ四半時御供揃ニ而孝顕寺ヘ御参詣被遊候御帰輿鎌落

其節大奥ヘ被為入御対顔被遊

A0143-00522_088
一御帰殿後　御座所ゟ為御伺　御機嫌御小姓頭取被遣候

一夜分御締切如例

御拳之小鴨一　　　　　　　　　　　　　　　長沢鷗客ヘ

右以　思召被下之

一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り　　一敬左衛門御用捨ニ而退出いたし候

T三月七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過勝木十蔵御用有之

一四半時御家老酒井外記方御用有之

一同刻過
殿様被為　入　御対顔済大奥御入無程表江被為

入九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

雉子一羽　小鳥　　　　　　本多修理方

同　一羽　　　　　　　　　中根雪江

小鴨一羽　　　　　　　　　田内源介

右之通被下之

一八半時過高田孫左衛門御用有之　　一八寸御重二　御煮染一　　　大奥ヘ

御切米一

一七半時大奥御膳如例　　　　　　　　右ハ今日老女　たま同道丸山参詣いたし候ニ付以
思召御内々被下之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時

A0143-00522_089
T三月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
一御神霊前御拝如例

松平出雲守様江　　御返書

右者此程之罷帰候由ニ而被進之御座所迄御廻シニ相成候

一殿様御拝後被為　入御対顔被遊無程御帰被遊候

一五半時過御本丸へ御移被遊松平修理大夫様御使者　御目見被　仰付其節御手続

左之通

御使者汾陽〈カワミナミ〉次郎右衛門川上左大夫御玄関江向ひ候節御取次御使番両人案内

罷出御玄関脇下板縁ゟ御使番所控所ヘ案内薄茶多葉粉盆御菓子
差出之［御坊子役之］御用人罷出及挨拶程合ニ而

宰相様御移此節御用人差図之上御取次案内ニ而鷺御杉戸際ヘ引之

於鉄炮之間　御目見被　仰付相済元之控所江御使番案内ニ而退座

畢而中村八左衛門高崎徳兵衛鶴之間ヘ差置［差配之義都而御奉行取計之］

宰相様大広間中程江被為　出　御立掛　御目見被　仰付姓名御奉行
披露之

右相済四半時　御帰殿被遊候

有馬遠江守殿江　御返書　青目籠入御肴　　大鯛二枚

御樽料金五百疋　ほう／＼三

鰈四

野菜物詰

右ハ旧冬御上坂之節被進もの且当春年始御祝詞旁旧臘

御所ゟ御拝領物之御歓として被進ものゝ御答礼として被進之十之丞ゟ

堀主馬介ヘ為持遣候

一去五日立大坂表ゟ之飛脚京都立寄今朝到着

A0143-00522_090
松平兵部大輔様ゟ御直書

島津大隅守様ゟ　同　多葉粉一箱

右之通被進之

一八時揃ニ而定日易経御会読被遊矢嶋恕輔罷出候

殿様ニも御案内之上被為入　但見拝聴被　仰付

一九時過大奥御入御膳被召上

一九半時高田孫左衛門御用有之

一七半時過大奥御膳如例

一為伺　御機嫌林泉友当局迄罷出候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時弐寸前

T三月九日　曇且雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一四時過定日為伺　御機嫌大御番頭并ニ稲垣治部中川淵罷出候

一四半時過中根雪江罷出御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過御浴湯被遊候

有馬遠江守殿ゟ　　御返書

右之通被進之

一七半時大奥御膳如例

一今晩立道中六日振ニ而江戸表江飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候

A0143-00522_091
松平兵部大輔様　江　御直書

宰相様より

出雲守様

御二所様　　交御肴一折

日向守様　江　　　御代百疋

右者此度

貞姫様御誕生ニ付御歓として進候折物御挨拶被進之

出雲守様　江　御茶　半斤　　一箱ツヽ

御二所様　　　　　越の雪

右者先達而被進物之御答礼として被進之

秋月右京亮殿　江　御直書

右之通被進之

御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江

右之通被遣之

御茶越之雪一斤一箱　　　　　　　　　　　　　倉橋江

金二百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　友仙江

右者差上物御返与して被下之

桜折枝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合太郎大夫献上

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T三月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

A0143-00522_092
一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時前
殿様御拝済被為　入無程御帰り被遊候

一五半時過本多修理方長沢鷗容（客）御人払御用有之

一同刻高田孫左衛門御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

明日長崎表ヘ出立　　　　　　　　　　　　　　有賀義軒

右　御目見被　仰付敬左衛門御取合申上

一七半時過大奥御膳如例

明日御用召之　　　　　　　　　　　　　　梶川半兵衛

御剪紙到来為御礼罷出候　　　　　　　　　原平左衛門

山品八十郎

一夜分御締切如常

一大奥御寝御夜詰引四半時弐寸廻り

T三月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

御書院番入

役儀之義者御免被成候　　　　　　　　　　　　梶川半兵衛

御裏役御書物兼　　　　　　　　　　　　　　　原平左衛門

補兵隊筆頭　　　　　　　　　　　　　　　　　山品八十郎

御附御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　　　河村貫蔵（岩太郎）

御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口藤太郎

右之通　御座所於　御用部屋被仰付之平左衛門岩太郎藤太郎罷出

A0143-00522_093
御前御礼御用人差加り御取合申上之

一九時大奥御入御膳被召上

金百疋　　　　　　　　　　　　　北野林静坊江

右者御札守差上候ニ付御初穂御備ヘ御祐筆部屋迄相廻ス

一今夕七時揃ニ而左之面々被為召
殿様ニも揃御案内ニ而被為入御同座ニ而御用有之右御用中御三度
御膳被召上御取分被進之一統江も御酒御肴御飯等被下之五半時過御用済
殿様御退散被遊候

鱒小串焼　かまぼこ　本多修理方

御吸物八盃とうふ　御中皿　里いも　　しよふり　長沢鷗容（客）

あけもの　　　　　　高田孫左衛門
小皿　すのもの　　御酒　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

御飯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔

五半時過何茂退出相成候

一京坂定日飛脚ニ付被進之

山階宮江　御直書

松平容堂殿江　　同

板倉周防守殿江　同

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五歩廻り

T三月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

A0143-00522_094
一定日為伺　御機嫌山本源左衛門土谷化遊高間夢伯原晩翠川地柯亭罷出

御目見被仰付御茶御菓子被下之其余両供頭加藤丹山当局迄罷出候

一殿様四半時過為　御対顔被為入御人払御用御談有之平本担見侍座御用済

殿様大奥ヘ被為入　御簾中様御対顔被為　在無程御帰被遊

一九時過高田孫左衛門御用有之

一九半時過大奥御入御膳被　召上

一御膳後為伺御機嫌中根雪江罷出

一酒井弘桑山捨三郎同断罷出被為　召御目見被　仰付候

一兼而　御座所ゟ御入被　仰進候ニ付八時過表御締切被　仰出御案内之上

御弐所様御同道二之丸御馬見所ヘ被為入

宰相様　殿様　御乗馬被遊御鞍老公松風当公羽衣被為　召夫ゟ御次打毬被

仰付右鞍　御覧被遊夫ゟ御同道　御座所ヘ被為入御酒御肴御飯等色々御饗応被進

御席中ヘ当番御医師御広式御用人高田三郎左衛門同御供武田平右衛門外ニ但見も被為　召罷出

御酒御肴等被下候由　思召ニ而前以玄蕃被為　召候処不快ニ付御断申上候六半時弐寸廻り

御同道ニ而御機嫌能御帰殿被遊候即刻右御饗応被進候御挨拶として敬左衛門ヘ

御使被　仰付　御座所へ罷出候　御座所ゟも寛々御入難有被　思召尚御帰殿後御機嫌

御伺被遊度小右衛門罷出候

但今日御出殿懸御跡ゟ敬左衛門初御小姓御馬廻り御馬場ヘ相廻り御乗馬之

節罷出夫ゟ三ノ丸ヘ披キ居御供并御迎等ニ　御座所ヘ不罷出候右

思召ニ而被　仰出

一今日御入ニ付左之通被進之且被下之

御弐所様ゟ　御鉢盛　御硯蓋もの

A0143-00522_095
殿様江　八寸御重二　御煮肴　鯛竹子一　御すし一

宰相様ゟ　　御手玩　鉄葉盆　絵本

高麿様江　　　　　　人形様のもの

御弐所様ゟ　鉢盛　　団子　　　　　　　　　　　　　　袖野初ヘ　被下之

同　　　おやき　　　　　　　　　　　　　打毬いたし候者ヘ被下之

一今日　御打毬　御座所御側向并御馬方ヘ被　仰付候処御人少ニ而左之面々御座所江

罷出候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤大夫

元吉郎

新七

金十郎

御座所ゟ

御酒御肴被下之　　　　　　　　　敬左衛門初

当番両部屋　　へ

同　御馬廻り

一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時弐寸廻り

T三月十三日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表ヘ被為　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過定日易経御会読ニ付矢嶋恕輔罷出候

殿様ニも被為　入但見拝聴被仰付候

一八半時過為伺　御機嫌毛利元蔵当局迄罷出候

一七半時大奥御膳如例

一夜分御締切如例

A0143-00522_096
一表御締切御寝御夜詰引九時江二寸前

T三月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為　入無程御帰り被遊候

一定日為伺　御機嫌北川亘之介松平源太郎稲垣治部中川淵罷出御人払

御用有之畢而新番頭両人同断

一四半時勝木十蔵御人払御用有之

一同刻過本多修理方長沢鷗客方御用有之引続高田孫左衛門御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過裏於御矢場御鉄炮御稽古有之敬左衛門初御小姓御相手被　仰付

一八半時御浴湯被為　召

一七半時高田孫左衛門御用有之

一同刻過大奥御膳如例夜分御締切同前

一表御寝御夜詰引四半時

T三月十五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

一五時過本多修理方御用有之

御肴　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見

右ハ今日忰久三郎前髪執候ニ付御内々実名被下置候処右心祝として内々差上之

御扇子　対　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

御盃　　一

A0143-00522_097
右同断ニ付以
思召被下之

一四時過大井弥十郎御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過高田孫左衛門御用有之

一八半時過奈良元作　御詩作頂戴御礼罷出候ニ付被為召御茶御菓子被下之

御肴　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞

右者今般結構被仰付候ニ付差上之

御筆　半切二　立身守忠直　　　　　　　　　　高田孫左衛門

忠孝無殊道

右者伴圭左衛門大谷直衛兼々相願候訳合も有之ニ付御内々

孫左衛門迄被下之

宰相様より

越中守様

御二所様江

貞姫様御誕生ニ付進られ物御挨拶

御肴料　三百疋

御七夜御祝儀ニ付同断

御肴料　二百疋

顕光院様江

貞姫様御誕生ニ付進られ物御挨拶

御肴料　百五十疋

御七夜ニ付同断

同　　　百五十疋

右之通被進之

一七半時大奥御膳如例
A0143-00522_098
一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T三月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日ニ付 御座所両部屋非番之面々為伺  御機嫌罷出候加藤清十郎小栗治右衛門同断

御目見被　仰付候

一殿様四半時過被為　入御対顔夫ゟ大奥御入無程御帰被遊候

一九時過大奥御入御膳被召上

一九半時過御家老本多修理方御用有之

一武田三十郎国枝太兵衛為伺　御機嫌罷出　御目見被　仰付候

一七半時過大奥御膳如例

一伊藤友四郎近々出立ニ付今夕被為　召七時過ゟ罷出候鹿之介も罷出於御前御酒

御吸物御肴御飯等被下置表御締切ニ相成寛々頂戴被　仰付

御弐所様御手酌等被成下当番一順御相伴被　仰付一同難有頂戴いたし候

友四郎ヘ御手自ら左之通被下置両人とも五半時退出いたし候

過日差上物も有之　御紋裏付御肩衣一　　　　　　　　　　伊藤友四郎ヘ

御返として被下之　月成奉書御半切二百

青松院様ゟ　　　　　七組御盃　陶器　　　　　　　　　同人ヘ

右ハ京都表ヘ御用之節友四郎彼是御世話申上候ニ付

思召ニ而御内々被下之

墨絽　御帯　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫ヘ

御召

鼠半切　百枚

右ハ友四郎持参ニ而献上物いたし候ニ付為御返御托ニ而被下之

A0143-00522_099
頂戴

御料理　御酒

左之通　御吸物　八盃豆腐　ふし

御中皿　口取もの

同　　　ふき　　　　　　　　　御飯

かれ

御小皿　ひたしもの　な

千切大根

同　　　酢おろし　　肴身

〆

一表御寝御夜詰引四半時

T三月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一定日為伺　御機嫌御座所両部屋非番之面々罷出御小姓他五郎

拾五郎録平外士御目　見被仰付候

牡丹　切花　　　　　　　　　　　　　　　　　井原悠廉
竹の子二本　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田静珉

右者　御機嫌伺旁持参罷出差上候ニ付被為
召御茶御菓子被下之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過伊藤四郎罷出御用有之

一去ル十日晩発之飛脚江戸表ゟ到着御附衆ゟ御用状相達候江戸表御静謐

宰相様より　　御初尾　百疋　越知山　大長院

右者奥院開帳ニ付御札守差上候ニ付御備ヘ

一七半時大奥御膳如例

一七半時過本多修理方御用有之

一夜分御締切如例

A0143-00522_100
一表御寝御夜詰引四半時二寸五歩

T三月十八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例御庭共

一四時過内田閑平御人払御用有之

一四半時過吉田悌蔵罷出被為　召御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

青松院様江　六寸御重　　御口取もの　一

御煮肴　　　一

御ひたしもの一

右ハ今日丹巌洞ヘ御出ニ付被進之

御弐所様江　　筍一

殿様ゟ

右之通被進之

御弐所様江　御鉢盛　浜焼鯛　紅大こん

青松院様ゟ

右之通被進之

一九半時過御浴湯被為　召

一定日ニ付矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時過大奥御膳如常夜分御締切同断

一表御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り

T三月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過御家老本多修理方御用有之

A0143-00522_101
一同刻過御番頭北川亘之助松平源太郎水野小刑部為伺
御機嫌罷出御用有之畢而稲垣治部同断罷出御茶御菓子被下之

御中﨟被　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと
仰付候

右被仰付
御簾中様ゟ被進候旨御側御用人迄老女ゟ申出此段

申上ニ相成右御挨拶鹿之介ゟ山沢迄申達之

一四半時過　御機嫌伺旁小右衛門罷出

高麿様昨夜ゟ不軽御容体ニ被為　入候ニ付被為召右之御様子委細

御聴被遊候畢而仲庵罷出御容体申上候

一九時前御家老本多修理方酒井外記方酒井与三左衛門方松平鷗容（客）　秋田玄蕃

御目付村田巳三郎余ニ伊藤友四郎罷出御人払御用有之

一九時過大奥御入御膳被召上

一八時過御内矢場ニおゐて御鉄炮御稽古被遊新五兵衛初御側向当番江御次打被仰付候

一高麿様御様子御承知被遊度新五兵衛被遣八半時過当番御医師前波道巴

被遣罷帰り御容体御直ニ申上候

宰相様ゟ　　　八幡御札守
御初尾銀札二十匁

高麿様江　　　御籠之内　鯛一御添

右者御容体ニ付御すら／＼と御全快遊候やう御祈禱被仰付
被進之
御二所様より　御重の内八寸　　　青山かまほこ

高麿様江　　　　　　　御にしめ　かれい　　　　　一重

花くわい　紅さし

ふしに　竹の子

ワらひ

御菓子　　網（編）笠餅　紅白青　一重

A0143-00522_102
右者御容体ニ付御機嫌被為聞被進之

一七半時大奥御膳如例

一高麿様御容体ニ付為伺
御機嫌敬左衛門罷出　御座所江も罷出候

一六時過御座所ゟ玄珪罷出御容体申上候其後盤亭罷出御同変之旨申上候

一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引

T三月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一六時過御座所ゟ大橋玄樹罷出昨夜中御容体格別被為替候御事も不被為在候旨申上候

六半時過周伯罷出今暁七半時比ゟ弥不軽御容体被為入候旨申上候ニ付直ニ一順被遣候

一四半時
高麿様其后之御様子御承知被遊度　御座所迄敬左衛門被遣候処先つ御同変御鎮静之方併
御衰弱弥増被為入候由此段罷帰奉申上候

一九時前御座所ゟ岡部養竹御様体為申上罷出被為　召御直ニ御聴被遊候処次第御危篤被為
運何時御変動之御程も難計旨申上候

御弐所様ゟ　七寸御重二　御口取もの一　御差身一

殿様江

高麿様江　　御喰籠一対　紅白　　御添重　一組

右ハ

高麿様御容体ニ付為御見舞被進之

一御小姓藤大夫初一統御附　紀之允初

A0143-00522_103
高麿様不容易御容体ニ付　御居間ヘ為伺御機嫌罷出候

但御座所ヘも敬左衛門新五兵衛初御小姓頭取両人御伽壱人

御機嫌伺罷出候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一七時過高田孫左衛門御用有之

一敬左衛門藤大夫元吉郎折々御座所ヘ被遣　御容体被為聞候処何も御変動ハ

不被為　在御同変ニ被為入候へとも追々御衰弱相加ハり被遊候由奉恐入候岡部養竹

申上後七時前一順七半時過宗純罷出御容体申上候同前

一七半時過　御座所ゟ武田三十郎御使ニ而
御弐所様右御容躰ニ而御障動も不被為在候哉御伺被遊度被遣

一夜分御締切如例

一四時過御座所ゟ御様体為申上盤亭罷出御締切中被為　召御直ニ申上候

明日出立京都表ヘ罷帰候　　伊藤友四郎

右今夕九半時罷出　御目見被　仰付御人払御用有之

一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸前

T三月廿一日　曇且雨　御逝去御発ゟ終日上下　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例但御庭御代拝

一今暁　御座所ヘ宗純被遣候処昨夜四時過御灌腸剤差上候処御中分御通剤有之

其后御平らニ被為　入暁七半時此ゟ御上竄御播掣之御気味ニ而次第御衰弱御加りニハ
候ヘとも先つ只今之所ハ御落着被成候由申上其后六半時過元恭御様体為申上罷出御直ニ申上候
宗純申上候以来御腹動御甚敷御呼吸相迫り今ニも御変動可被為在哉難計恐入候御様

A0143-00522_104
子ニ奉申上候五時過敬左衛門被遣候処先刻以来何も御異条（状）不被為　在

殿様ニも昨日来格別御障動も不被為　在候旨此段罷帰奉申上候

一高麿様先紀之通御容体次第被為重四時比極御大切ニ被為到候旨大奥江申来候ニ付

其段山沢申出直ニ申上候且
殿様ゟ先日来御病中も毎々御尋被仰進品々御見舞も被進難有

思召右御礼被仰進極御太（大）切ニ被為到候為御知小右衛門被遣此段申上候何共絶言語
奉恐入候右ニ付
殿様御愁傷格別御勤も不被為在候ヤ御見舞被仰進且早速
宰相様ニも可被為　入之所今日者態与御入無之旨被仰含敬左衛門被遣新五兵衛も
同道罷出候

一御側向非番共一同罷出伺　御機嫌候御座所御側向両部ヤ之面々両御馬廻り一統
御広敷御用人不残同断当局迄罷出候御伽一統も伺

御機嫌罷出候

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過為伺　御機嫌御家老中不残御中老御側御用人一統罷出候

一右同断御匕医師初一統桑山十兵衛萩原金兵衛両御供頭不残加藤清十郎

小栗治右衛門当局迄罷出候矢嶋恕輔同断

一今日末ノ番外以上壱役壱人ツヽ御座所江御呼出シニ而於御用部屋左之通被仰渡候

高麿様御病気之処御養生不被為叶今巳ノ上刻

御逝去被遊奉絶言語候左様可被相心得候

御祐筆部屋ニ而左之通

今日之被仰出ニ付伺　御機嫌御家老中被謁筈ニ候間麻上下着用追付

A0143-00522_105
御座所江可被罷出候

一此段同役之面々江も可被申聞候

宰相様ゟ　　七寸重　一　　岩石くるミ

殿様江　　　　御口取もの　にしめ竹の子

島田ゆは

白ニ矢はす

のり巻うと

右者折柄御見舞として以
思召を被進之

御菓子　柴丹　　　　　　　　　　　　　　袖の初

薄雪　　　　　　　　　　　　　　八重

戸山

御錠口三人

御守江

右者折柄以　思召被下之

一七半時大奥御膳如例

鉢盛　　煮染　　　　　　　　　　　　　　袖野初

魁　　　一斗　　　　　　　　　　　　　　大奥向江

右者
御二所様ゟ此節柄ニ付被下之但
御大切ニ被為到候以前被下ニ相成候事

一夜分御締切如例　一五半時過御脚湯被遊候

一表御寝御夜詰引四半時二寸前

T三月廿二日　平服　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御霊前御拝被遊

一四半時過孝顕寺方丈為伺　御機嫌罷出被為　召御茶御菓子被下之

御弐所様ゟ

A0143-00522_106
殿様江　　　鉢盛　腰高まん頭

右高麿様御逝去ニ付　御機嫌被為聞度被進之

外ニ六寸御重二　御口取もの一　御生菓子一　羊かん

白□□玉

右御同前ニ付　思召ニ而　被進之

御弐所様ゟ　御くわし料

出雲守様　　　　　　三百疋ヲ

御弐所様江

右此度
高麿様御卒去ニ付御機嫌被為聞度被進之

一五半時過本多修理方御用有之

一定日御機嫌伺　御座所御供頭三人其余以前御側向相勤候面々溝口郷右衛門大関助左衛門

井原悠廉大井弥十郎内田閑平等并　御座所両部屋非番之面々今般之御一件ニ付
同断罷出候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時過御浴湯被為　召　七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一酒井弘桑山捨三郎為伺　御機嫌罷出被為　召御茶菓被下之

一殿様為御見舞御様子被為聞度七時過　御座所ヘ敬左衛門被遣候

一今晩立道中六日振江戸表ヘ飛脚被指立御附衆両人ヘ御用状差越

一表御寝御夜詰引四時弐寸五分

T三月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

一定日ニ付御医師一統為伺　御機嫌罷出候

一九時大奥御入御膳被召上
A0143-00522_107
一去ル十九日晩立大坂表ゟ之飛脚京都表立寄ニ而同所廿日出立ニ而今日到着京坂御静謐

近衛前殿下ゟ　　　御直書　洲浜御菓子一箱

山階宮ゟ　　　　　同

東本願寺御門主ゟ　同　　青丹よし一箱

興正寺御門主ゟ　　同

松平出羽守様ゟ　　同
瑶彩麿様　御書

立花飛驒守様ゟ　　同

松平容堂殿ゟ　　　同

伊達伊予守殿ゟ　　同

右之通被進之

一殿様為御見舞御様子被為聞度八半時過新五兵衛被遣候

芳樹院様御棺前江　洲浜御菓子二

右者御到来ニ付御備ヘ被進之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御寝御夜詰引四半時

T三月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭如例

一堀権之助明日出立江戸表江罷越候ニ付伺
御機嫌当局迄罷出候

一定日為伺　御機嫌大御番頭三人稲垣治部中川淵新番頭両人罷出候

一九時過大奥御入御膳被　召上

A0143-00522_108
一九半時過長沢鷗客方御人払御用有之

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T三月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過内田閑平御用有之

一九時大奥御膳被召上

一八時過表御締切ニ相成

御二所様御同道御座所江被為　入御棺拝被遊夫ゟ御間内江被為　入其節御茶

御菓子被進之七時壱寸前御帰り被遊候

芳樹院様御棺前江　　蓮作り御花一対

御菓子　一台

右御手備ヘ被遊候

殿様江　　　六寸御重詰　　のり巻豆腐　　　　竹の子

御煮染　　にしめ　蒲焼ゆば　椎茸けし掛　一重

白子薄重はす

御すし　　のり巻　　　　　　一重

竹の子すし

右者今日御座所江

御二所様御入ニ付此節柄御見舞旁被進之

御二所様ゟ　　　御三方詰腰高まん頭

芳樹院様江

右者御棺前江御備ヘ

御二所様より　　　鉢盛ちらし　　　　　　　　　　　　袖の初
すし　　　　　　　　　　　　　末々迄

同断　　同　　　　　　　　　　　　御広式向

れこん　三升　　　　　　　　　　　　一とう
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右者何角御用多ニ付被下之

一今朝　御棺拝被仰付候ニ付敬左衛門新五兵衛御座所江罷出候

筍二　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ

右者庭前之品ニ付差上之

御余多

色付焼小鯛二　竹の子ふしに　　　　　　　中根雪江江

御書添ニ而

色付焼小鯛二　　　　　　　　　　　　　　川地暮江江

右者此程ゟ不快ニ付以
思召を被下之

芳樹院様ゟ　　　御鉢盛腰高まん頭　　　　　　　　　　敬左衛門　初

両部屋

御馬廻り迄

右者此節御供養与して被下之

一七時御浴湯被為召候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸前

T三月廿六日　御出棺済迄御精進被遊　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一芳樹院様今朝五時御供揃ニ而五半時御出棺被遊候筈ニ付其以前新五兵衛義

宰相様　思召ニ而運正寺江被遣御送葬御式并御納棺済迄相詰居無御滞

被為済候上罷帰申上候様被　仰付罷越候敬左衛門義ハ　御座所ヘ罷出御見立いたし候様被

仰付御出棺前　御代拝相勤　御出棺之節ハ奥番詰所前詰居中ノ口迄御供いたし

中ノ口□御見立申上罷帰其段申上候今日御出棺ニ付
殿様御機嫌伺申上候尤

A0143-00522_110
宰相様江敬左衛門新五兵衛初御側向一統同断申上候御馬廻り同断

但　御出棺ニ付御小姓頭取御小姓御膳番初御馬廻り等当番之外一統

御座所へ罷出　御見立申上中ノ口御廊下横クラカリノ間ニ相詰候

一御出棺済五半時弐寸廻り　御送葬御式済注進九時弐寸廻り

一八時弐寸五分鹿之介弥税御埋葬無御滞被為済為申上罷出候新五兵衛も同時罷帰　此段申上之

御弐所様ゟ　　重之内　　にしめ一　　　　　　　　　　八重江

幾代餅一

右之通御尋被下之

一八時過今日御出棺ニ付
殿様御障動も不被為　在候哉為御見舞被為入候其節左之通為御持ニ而被進之

御座所ヘ今朝ゟ孝顕寺方丈長沢鷗客矢嶋恕輔罷出居鹿之介但見小右衛門敬左衛門侍座被命
御弐方様御大字御認等被遊雪爪鷗客始席書被　仰付　御茶御菓子畢而御酒御肴

御膳被進一同へも頂戴被　仰付六時前御帰被遊

御帰殿後　御座所ゟ為御伺三十郎被遣候敬左衛門も御馳走被進候御挨拶御使相勤候

七寸御重一組　御にしめ一　御すし一　御くわし二　御酒□弐升

御ひたしもの一　　　　ようくわん

腰高饅頭

一去廿二日大坂出立之幸便有之左之通被進

筆姫様ゟ　　御直書　　御煎茶碗十　錦手鉢一

右ハ過日被進之御挨拶として被進之

一夜分御締切如例　　　一御出棺ニ付為御見送御馬廻り四人被遣御浄土入見上候而罷帰候

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T三月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

A0143-00522_111
一四半時過高田孫左衛門御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

御二所様より　　御重一組ヲ　　御ひたし一

殿様江　　　　　　　　　　　　御すし一

御にしめ一

黄腰高まん頭一

白同断一

右者今日
芳樹院様御初七日ニ付御機嫌被為聞度被進之

御二所様江　　　六寸御重二

殿様ゟ　　　　　　御生菓子　やうかん一

腰高まん頭一

右者同断御初七日ニ付被進之御締切中御取振ニ相成候

宰相様江　　　　　鉢盛　まん頭

殿様ゟ

右同断ニ付御側御慰ミニもと被進之

先記　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　初

鉢盛まん頭　　　　　　　　　　　　　両部屋御伽迄

御馬廻り当番　江

両人

右之通頂戴ニ相成候

一七半時大奥御膳如例

一昨廿六日京都表江之飛脚相延ひ今晩被差立候ニ付左之通

御直書被進之

近衛前殿下江　　御直書

山階宮江　　　　同

興正寺御門主江　同

松平容堂殿江　　同
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伊達伊予守殿江　同

一鎌落前表御締切ニ相成

御二所様御同道御座所江被為　入六時過御帰り被遊候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T三月廿八日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

一九時過大奥御入御膳被　召上

御弐所様ゟ　鉢盛　御そは　御露添

殿様江

右ハ今日
芳樹院様御法事始ニ付　御機嫌被為聞被進之

五十ひき　　　芳樹院様御附

御乳　たい

拾弐匁五分　　同　　　　　　たけ

右ハ此度御引払下宿ニ付被下置

殿様ゟ御鉢盛御菓子焼饅頭　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

新五兵衛初

両部屋御馬廻り一同　江

同　御菓子　同　　　　　　　　　　　　　　手伝台子向不寝坊迄

右ハ芳樹院様御法事ニ付為御供養被下之

一八時過御浴湯被為　召

一同刻過定日ニ付矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候
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一七半時前高田孫左衛門御用有之

一同刻過大奥御膳如例

一今朝九時前中根雪江病気快今日出勤いたし候ニ付為御礼罷出御人払御用有之

御余多　御飯御肴鯛切身　　　　　　　　　村田巳三郎江

右ハ老母不快ニ付内々以　思召被下之

一夜分御締切如例

一大奥御寝表御夜詰引四半時弐寸廻り

T三月廿九日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上

御余多
開き金頭　御平　御飯　　　　　　　　　河崎三郎助江

右者不快ニ付以
思召被下之

土井能登守殿ゟ　　御菓子一折　干菓子　御使者　　　　岡田求

生菓子

右者今般為御悔御使者被遣御見舞被進之大井弥十郎ゟ
差出之

一七半時大奥御膳如例

一御寝後表御締切ニ相成

御二所様御同道御座所江被為　入左之通為御持被進之六時前御帰り被遊候

殿様江　　五寸御重　　きせとうふ

あげ巻ゆば一

のり巻ふき

一夜分御締切如例
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一御二所様被為　入候御礼且小々雷鳴ニ付御機嫌被為聞度御座所ゟ藤兵衛被遣候

一表御寝御夜詰引四半時二寸廻り

T三月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過高田孫左衛門御用有之

顕光院様江　御茶　一箱

御茶越の雪半斤　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院江

右者今般安田太郎作交代帰国致シ候ニ付御托シ被進且被下之

絵半切　二百枚

御盃一　御扇子　　　　　　　　　　　　　　　安田太郎作江

右同断ニ付太郎作儀者年来相勤居候者ニ付被下之

一九時過大奥御入有之

一御簾中様四半時比ゟ少々御増寒之御気味被為　在仲庵奉拝診候処御脈も御進シ

被遊御軽瘧御再感被遊候哉ニ奉伺候段申達老女ゟも御様体之趣申出此段奉申上

一九時過表ニ而御膳被　召上

一御簾中様夕刻御発熱七時過ゟ御醒被遊

一七半時過表御締切御膳被　召上夜分御締切如例

一御座所ヘ敬左衛門新五兵衛被為　召御夜喰被下置候ニ付敬左衛門七半時ゟ御用捨ニ付罷出五時過

罷帰当番相勤

一表御寝御夜詰引四半時五分前

T四月朔日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

A0143-00522_115
一御神霊前御庭共御拝如例

一九時大奥御入表ニ而御膳被召上

宰相様ゟ　　　　六寸御重二

殿様江　　　　　　御口取もの一

御煮肴　　一

右者今日御精進解ニ付被進之

御簾中様江　　　六寸御重二　　開焼ほう／＼
りんこいも　　一重

めうかミりん煮

あわ雪玉子　　一重

右者御容体ニ付為御見舞被進之

御余多　ほう／＼開焼　　　　　　　　　　　沢野江

御飯

右者先達而ゟ不快ニ付為御尋被下之

一去月廿四日晩立江戸表ゟ之飛脚道中六日振之所荒井ニ而一日差支今朝到着江戸表

御静謐御附衆ゟ書状相達候

秋月右京亮殿ゟ　　御直書

呈書
海軍活要　三冊　　　　　　　　　　　　　　　勝　安房守殿ゟ

右之通被進被差上之

御二所様江　　　六寸御重二

殿様ゟ　　　　　　御焼肴一

御煮染一

右者今日御袴を被為解候ニ付被進之

一七半時過表御締切御膳被　召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時弐寸廻り

T四月二日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御庭共御拝如例
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一御膳中為伺　御機嫌悌（快ヵ）全罷出候

一定日為伺　御機嫌中村八大夫浅見涼二周防猪左衛門埴原保閑井原悠廉御目

見被仰付外ニ中根雪江田内源介被為召御茶御菓子被下之其余多賀谷梅笑御供頭

川村十郎右衛門初三人横井五百里　御座所御側向両部屋非番之面々加藤清十郎小栗

治右衛門当局迄罷出候

一四半時過本多修理方御用有之

一九時過表ニ而御膳被召上御膳後大奥御入有之

一八時過高田孫左衛門御用有之

殿様ゟ　　筍一

右之通被進之

一七時過為伺　御機嫌小右衛門罷出被為召御茶御菓子被下之

一七半時表御締切ニ而御膳被召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T四月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一御膳中伺　御機嫌御医師一統罷出候

一定日為伺　御機嫌　御座所

一去廿九日晩立大坂ゟ之飛脚京都立寄今朝到着京摂御静安之趣奉恐悦候

一糸魚川行之御徒使今朝帰着左之通被進之

宰相様　　　　　御菓子料

御弐所様江　　　　　金弐百疋

出雲守様ゟ
A0143-00522_117
右此節柄為御見舞被進之

一九時過表ニ而御膳被　召上

一御膳後中根雪江罷出御人払御用有之

近々京都出立ニ付為伺　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門

御機嫌罷出被為　召御茶御菓子被下之

一八時過御浴湯被為　召

一七半時過表御締切御膳被　召上御膳済表ニ相成夜分御締切如常

一表御寝御夜詰引四半時壱寸五分前

T四月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

御弐所様ゟ

殿様江　　　鉢盛　御菓子　青白　包ミ餅

右芳樹院様御二七日ニ付御機嫌被為聞被進之

漢土水滴一　　　　　　　　　　　　　　　勝山等一

唐筆　　二

右長崎ゟ持参いたし候由ニ而内田閑平迄指出内々差上之

朔日　鮴　　　　　　　　　　　　　　　　　　外次郎

右弟殺生之品之由ニ而内々差出之

一四時過大御番頭三人稲垣治部新御番頭定日伺
御機嫌罷出候

一四半時過
殿様被為　入　御対顔済御人払御用談被為　在玄蕃但見侍座御用済
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大奥江被為　入候筈之所御遅刻ニも相成候ニ付御入無之

一九時過大奥御入表ニ而御膳被召上

御菓子箱　　　　　　　　　　　　　　　　運正寺献上

右者大奥迄差出之

新御茶一袋　　　　　　　　　　　池上村　　林左衛門

林右衛門

右者新茶ニ付献上致シ度由ニ而萩原金兵衛ゟ
御膳番迄差出之

一八時過ゟ本多修理方矢嶋恕輔罷出御会読被遊候但御人払

一鎌落過表御締切ニ而御膳被召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T四月五日　曇　風　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過勝木十蔵御用有之

一四半時中根雪江罷出御用有之

一同刻過酒井与三左衛門方御用有之

一九時過表御膳被　召上

一八時過北不明御門前百歩之御臬場御鉄炮御稽古被遊候ニ付左之面々被為

召御相手被　仰付其余御用人当番永見司馬御次打被
仰付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦田源十郎

狛熊勝

岡部八男雄

芦田一馬

病引　宇佐美弼
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一右御稽古相済　御居間ヘ被為　召御茶御菓子被下之御人払ニ而被　仰付有之

去　日　京都出立　　　　　　　　　　　　杉田少弐方

今夕到着

八半時過為伺　御機嫌被罷出御人払御用有之御茶御菓子被下之

一七半時過表御締切御膳被　召上

一貞姫様御百日後御日柄も宜ニ付今日御庭稲荷社ヘ御参詣被遊御入之節

御対顔有之表御座間へも被為入其節御慰斗被進之

但御百日ハ二日ニ御座候処此節柄ニ付御祝事御延ニ相成

一夜分御締切如例

御直書添　高野豆腐　煮松茸　　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ

煮土筆

右被差上候由ニ而去月廿二日附之御留守居書状添御勘定所ゟ相廻候由

ニ而御右筆部屋ヘ相廻ル

一表御寝御夜詰引四半時

T四月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

格別之訳を以　　　　　　　　　　　　　　　　半井仲庵

太刀目録席

右御座所御用部屋ニおゐて被仰付候ニ付罷出

御前御礼御用人差加申上之

五拾石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩佐玄珪

御足高

年々銀拾枚ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　益田宗三

被下置

右同断

三拾石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平

御足高
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右之通被仰付候ニ付御礼当局迄罷出候

一九時表ニ而御膳被召上御膳後大奥御入有之

一八時過関良大夫安西関六御内庭迄罷出駒二疋入
御覧候其上二ノ丸御馬場江被為入今度御牽入ニ相成候御馬二疋柄田権之丞

安西関六江被仰付乗　御覧被遊候

一八半時過高田孫左衛門御用有之

宰相様ゟ

越中守様　　　蒸籠三組

御代三百疋ヲ

御二所様江

顕光院様江　　同断　　三組

御代　三百疋

右者

彩雲院様御一回御忌御相当ニ付御機嫌被為聞被進之

御茶　　一斤　　　　　　　　　　　　　　　　里よ江

雲丹　　三箱

右者此程差上物致シ候御返シニして被下之

格別困窮相勤候ニ付勤向其儘　　　御小細工　　市村万蔵

錠前番格ニ被成下工科金二両

御増都合七両ツヽ年々被下置候

右之通被仰付之

一七半時表御締切ニ而御膳被召上

一今般東本願寺懸所江　霊寿院殿下向ニ付御使者宿江榊原幸八罷越御使者

請左之通

宰相様江　　　御太刀　　一腰

御馬　　　一疋

御門跡より　　　　　代白銀五枚

霊寺院殿より　色醒井絣　一箱
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本願寺東御門跡御使　　　松井外記

添使　　　佐々木長兵衛

薄暑之節弥御勇健御座被成珍重

思召候今般当懸所江　霊寿院殿被致下向候ニ付右之通被成

御進入之候此段使者を以被仰進候以上

宰相様江　　御内々　御夏扇子　　　一箱

御門跡ゟ　　　　　　御衝立　　　　一箱

御肴　　　　　一折

代二千疋

御簾中様江　　　　　御文庫之内　　縞縮緬　一反

御まな料　　　千疋

貞姫様江　　　　　　御文庫之内　　人形一御手遊物二

御まな料　　　五百疋

青松院様江　　　　御文庫之内　絵縮緬一反

御まな料　　五百疋

右之通被進之

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時

T四月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過本多修理方御用有之四半時過中根雪江御用有之

京都表江　　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之介

明日出立

右罷出無急度御目
見被仰付候

一九時過大奥御入御膳被　召上
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一八半時酒井与三左衛門方御用有之

一七時過御清メ湯被為　召

一七半時過大奥御膳如例　夜分御締切如例

唐帋　半本　　　　　　　　　　　　　　　杉田少弐方

右京都ゟ持帰候由ニ而被差上之

御簾中様江　　　六寸御重二　　御煮染一　　御菓子　　千歳羊かん一

紫つゝじ

右御様体中御機嫌被為聞度　思召ニ而被進之

一表御寝御夜詰引四半時三寸廻り

T四月八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一浄光院様御忌月ニ付五半時御供揃ニ而孝顕寺運正寺江御参詣被遊両寺共

御廟御拝被遊運正寺ニ而ハ
芳樹院様御霊前御廟共御拝被遊　御召御服紗御上下御供例之通り

御道筋

中ノ口ゟ御廊下橋中仕切太鼓下馬御門ゟ稲葉俊之助屋敷脇

鳩御門内郡役所前新橋御渡り孝顕寺運正寺御定道御帰り

元之御道通り新橋ゟ御帰殿被遊

一御出殿五半時壱寸五分廻り御帰殿四半時壱寸廻り
一思召ニ而旧冬

京都ゟ御拝領之御狩衣御持セニ相成両寺御霊屋御拝之節御吹聴被　仰上

但　御先廻シニ相成御長持入手伝一人附添罷越御拝之節御霊屋口迄
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奥番持参御用人ヘ相渡ス御用人受取　御前ニ据置御拝済御用人ゟ奥番へ

相渡ス

一九時大奥御入御膳被召上

一去ル朔日晩立江戸表ゟ之飛脚道中六日振之所大井川ニ而一日差支今朝到着御静謐

御附衆ゟ書状相達候

一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一去ル四日晩立大坂表ゟ之飛脚京都立寄ニ而今夕到着京摂御静謐

一七半時過高田孫左衛門御用有之

一同刻過大奥御膳如例

宰相様より　三分弐朱ヲ　　　　　　　　　　　　　　　寿清院

重寿

養寿

善立院

保寿

五十疋ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　楽寿

梅寿

知法

右者

彩雲院様御一回御忌御法事ニ付御供養として被下候

百疋　　　　　　　　　　　　　さつま　　はゝ

右者年頭御祝儀申上差上物御返与シテ被下之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四時二寸廻り

T四月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺御機嫌水野小刑部松平源太郎稲垣治部中川淵罷出　御目見被

仰付小刑部源太郎御人払御用有之

一四半時過中村市右衛門明日京都ヘ出立ニ付為伺御機嫌罷出御人払御用有之左之通

御手自ら被下之

雁皮御半切一　御盃一　　　　　　　　　　中村市右衛門

御扇子一

一九時過大奥御入御膳被　召上

御簾中様ゟ　鮮鯛　一

右ハ御様体後今日御全快御出勤被遊候ニ付被進之

鯛一　八講布一反　　　　　　　　　　　　杉田小弐方ヘ

銘酒一瓶

右ハ此間京都表ゟ帰着且其節指上物之御挨拶旁被下之

鯛一ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　歌島
山沢

右ハ外ゟ到来いたし候由ニ而差上之

前記　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　岡部半兵衛へ

右ハ過日帰着之砌献上ものいたし候為御返被下之

一昨七日夜京都ゟ帰着為伺　　　　　　　　佐々木権六

御機嫌罷出候

一七時過佐々木権六御人払御用有之

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時

T四月十日　雨　風　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
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一御神霊前御拝如例

一四半時過
殿様被為　入御人払御用談被為在玄蕃侍座御用済大奥御入無程

御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過本多修理方御用有之

一同刻過萩野小四郎方御用有之

八講布　一反　　　　　　　　　　　　　　　　四方天又兵衛江

御盃　　一

右者先達而鱒差上且其後
御立寄被遊候ニ付旁被下之三郎助江御托シ被下ニ相成候

去ル八日夕大坂表　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門

出立今朝到着

右者御内用有之早駆ニ而罷越今朝到着致シ候

一七時過高田孫左衛門真杉所左衛門御用有之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御締切御寝御夜詰引四半時

T四月十一日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例御庭共

一五半時前本多修理方御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一七半時過大奥御膳如例

一七時過御揃ニ而左之面々被為　召七半時過御人払御用有之御用中御吸物
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御酒御肴御飯等被下九時過御用済退出

御酒　御吸物　鮟鱇枓　　　　　　　　　　　　本多修理方

御中皿　蒲鉾　　　小皿　肴身　　　　　長沢鷗客方

甘煮筍　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

揚もの　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

染生か　　同　　ひたしもの　　千本弥三郎

鱒小串焼

同　　　款冬

飯

一表御寝御夜詰引九半時

T四月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚六半時弐寸五分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

昨日御弐所様ゟ　　　　　御小重　二

殿様江

右御三七日ニ付　被進之

一定日為伺　御機嫌水谷織部荒川南山田内源介多賀谷梅笑山本源左衛門土谷

化遊原晩翠高間夢泊塩谷淇翠加藤丹山罷出被為召御茶御菓子

被下之其余両御供頭当局迄罷出候

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之

一八時揃ニ而左之面々被為召名臣言行録二枚ツヽ為御読被遊相済尚文武修行等

厚ク心懸候様被仰付御噺被遊御茶御菓子被下之　　　　　　　　　本多民弥　　狛政之助

一七半時前高田孫左衛門御用有之　　　　　　　　　　　　　　　　酒井小隼人　本多勝三郎

一七半時過大奥御膳如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井弘　　　有賀庄助

菊池説三郎

海苔入せんへい　一重　　　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ

右之通御慰ニもと差上之
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白檀画扇子二本　　　　　　　　　　　　　　　田代盤亭

右之通差上之

一昨日定日京都表江之飛脚相延今晩被差立候ニ付左之通被進之

西本願寺御門主江　　御直書

御国産新茶二箱　半切二百

東本願寺御門主江　　御直書

興正寺御門主江　　　同

観智院僧正江　御直書

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時　但今今晩ゟ泊り相勤

T四月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺御機嫌御医師一統例之通罷出候

一殿様御拝済被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過御浴湯被為　召

嘉陽宮様ゟ　　御菓子　塩見饅頭　被進之

右ハ味岡平治罷帰候ニ付御托しニ而持参荷物着之由ニ而御右筆部屋ヘ差出候

清心院様江　　わかめ二わ

右ハ折柄御機嫌被為聞被進之ニ付大奥へ相廻置

一七半時過大奥御膳被　召上

一去十一日立大坂表ゟ之飛脚今夕到着御静謐
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筆姫様ゟ　御直書　　被進之

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分

T四月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝如例

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平

右ハ今般結構被　仰付候ニ付差上之

一今朝五時揃ニ而御本丸御支度宜候上為御案内御側物頭下山彦三本願寺

掛所江被遣其節罷越候段申上ニ相成先御案内致シ

霊寿院殿御出之節御玄関前石板中程迄御取次両人罷出此所ニ而下乗
御取次御先立致シ御玄関敷出迄御用人御出迎直ニ御先立鉄炮之間御扣所

迄御案内御茶御多葉粉盆出之［表御小姓役之］［附上り江渡之］其以前下馬迄御出之所ニ而両

御殿江御案内申上ニ而九時前
宰相様
殿様ニも御本丸江御移被遊御程合ニ而御用人御扣所江罷出御案内
霊寿院殿御太刀［御伽役之］

宰相様韃靼之間迄　御出迎御案内　御座之間江　御着座

霊寿院殿ニ者御風呂之方後ニ御対座長蚫御小姓持出差上持下ル御茶御多葉

粉盆差上之［御小姓役之］御程合ニ而
殿様被為　入　御対顔有之御持参之進物御敷居之内江御品物不残差出ス［御小姓役之］

御用人罷出被進物之段申上
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御両君様御挨拶有之御品物御次江御小姓持下ル　御対座之内松井外記被

召出　御目見被仰付御用人披露之　御意被成下退座夫ゟ御用人御案内ニ而

霊寿院殿御扣所江御退座

両殿様御休息所江被為入直ニ御帰り被遊九半時大奥御入御膳被召上

一於鉄炮之間霊寿院殿江二汁五菜之御料理出［表御小姓役之］［附上り江渡之］御側御用人罷出御挨拶申上

但　松井外記御使番所扣所ニ而一汁三菜之御料理被下之用人側向等へ者

一汁二菜之御料理被下之

一御程合ニ而御中老玄蕃御側御用人鹿之介其余敬左衛門初御側向非番之面々相残り居

霊寿院殿御供ニ而御裏役御先立御伽も御供致シ二ノ丸御庭通り三ノ丸

御座所江御出御庭口御椽（縁）ゟ御上り

宰相様御椽（縁）迄御出迎御案内　御座間江御着座御茶御多葉粉盆差上之

御二方様被進之御品差出之［御小姓奥番］持出之御側御用人披露之夫ゟ

宰相様御案内ニ而上御錠口ゟ大奥御座之間江御通り［御伽御供］一統

御簾中様御錠口内迄御出迎被遊御着座之上御尉斗御多葉粉盆御薄茶

御菓子御引続御吸物御酒被進相済御茶御菓（子）等被進

御簾中様　貞姫様　青松院様ゟ被進之御品被差上之

貞姫様　青松院様ニも御逢有之夫ゟ御馬場御支度宜段申上ニ而御裏役
御先立

宰相様御案内ニ而元切手御門ゟ中仕切御門夫ゟ御本丸御馬場江被為

入御馬見所上ノ口ゟ御上り其節御先番御用人御出迎御伽も罷出居［御太刀持之］

御着座之上御多葉粉盆御茶御菓子差上之［御小姓役之］御打毬割入

御覧相始りニ鞍御覧中御すし等も被進之其節松井外記用人入口　倫番

壱人御目見被仰付直ニ御次ニ而拝見被仰付御茶御菓子御すし等被下之相済
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御供揃ニ而御退散其節
宰相様御馬見所上り口迄御送り被遊霊寿院殿御馬場内ニ而乗輿御帰り
成相候夫ゟ

宰相様下馬御門内元御留守居屋敷跡江被為　入御内々御帰り行列御覧被遊

夫ゟ御座所御門ゟ二ノ丸通り三ノ丸　御座所江御帰殿被遊候七半時過直ニ大奥江

被為入御膳被召上候

宰相様ゟ　　間奉書御半切五間

霊寿院殿江　墨流縮緬御服紗三

金生山石玉一　壱台

御手燭一

懐中硯一

東錦絵壱箱

色鳥子帋

殿様ゟ　　　久谷焼

御急須一箱　御茶碗五一箱

御簾中様ゟ　御文庫の内　肥後　　御けいミ一対　　御さかつき五

白島石　御すゝり一

数多はこ入二十

貞姫様より　御さかつき十五枚

青松院様江　　御硯一　　　　御土ひん一

御けいミ一対　三ツ組御ちょく

御皿一枚

右之通御席上ニ而被進之

宰相様江　　鮮鯛壱折　御敷物シユウタン一箱

霊寿院殿ゟ　金五千疋　御煎茶フリツキ入五種一箱

御肴料金千疋

殿様江

御簾中様江　薫衣香五包入一箱

紗あや二反

御包の内　つゝれ織　　同御きせる筒

御懐中物　　　　銀御きせる共

同御多葉粉入　　御鼻帋入
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貞姫様江　　御干菓子　壱折

御包の内　毛うへちん
つゝれおり
御巾着
青松院様江　　薫衣香　壱箱

三包入

御包之内　つゝれおり
御懐中物一

同　御多葉こ入

同　御きせる筒

銀御きせる共

御鼻帋入
右之通被進之

霊寿院殿ゟ

御包一ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

内金三百疋ツヽ　　　　　　　　　新五兵衛

同　　内三百疋ヲ　　　  　　　　　　　　御小姓一統江

御菓子料

同　　　　　三百疋ヲ　　　　　　　  　　御伽一統江

同　　　　　二百五十疋ヲ　　　　    　　御膳番　江

奥番

同　　　　　百疋ヲ　　　　          　　御裏役両人江
同　　　　　五百疋ヲ　　　          　　御馬廻り一統江
右者今日御送り被下之

先記　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　敬左衛門初

鯛二枚ヲ　　　　　　　　　　　   　　　 両部屋両番

御伽七人御馬廻り

台子不残小遣迄

右ハ此程ゟ彼是御用多相勤候ニ付被下之

御酒五升ヲ　　　　　　　　　　　　      　　御馬方

鯣一わ添　　　　　　　　　　　        　御打球ニ罷出候者江

御酒代

銀五拾匁ヲ　　　　　　　　　　　　　　　御口之者一統江
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右者御打毬ニ付御支度等格別心配致シ候ニ付被下之

銀拾五匁ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　御庭方之者江

右者今日御払除且御打球ニ付骨折相勤候ニ付被下之

浅草海苔二帖　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺江

右者御菓子差上候御器物御返シニ付被下之

御二所様ゟ　八寸重一組ヲ　　　　　　　　　　　　　　両御年寄江

内　吸物仕立　一重

御肴　　　一重

煮染　　　一重

御菓子　　二重

右者今度
霊寿院殿ニ附参り候老女江送り遣シ候様ニと被下之

一今朝為伺　御機嫌長谷川八十郎昨日京都表ゟ帰着ニ付当局迄罷出候

袴地一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松井外記江

右者列段之訳ニ而被下ニ相成候ニ付今朝鹿之介迄相渡置候

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T四月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　一順

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

明日大坂表江　　　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門

出立

右ニ付為伺　御機嫌罷出御人払御用有之御茶御菓子被下之

初緑茶半斤箱　　　　　　　　　　　　　　林勘十郎

右ハ昨夕京都ゟ帰着為伺　御機嫌罷出内献之
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右同断ニ而当局迄罷出候　　　　　　　　　　　井上半大夫

一中根雪江為伺　御機嫌罷出於　御前御茶被下之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一殿様九時前被為入　御人払御用御談有之玄蕃但見侍聴被為済大奥御入

御対顔無程表ヘ被為入　御退散被遊候

一為伺　御機嫌井上潤之助武田源次郎高田尚之介原春太郎罷出被為　召御茶御菓子

被下之

殿様江　　　杉折二　岩石くるみ一　款冬　一
紫宗穂

御楊枝指　御箸　一　御書簡筒三〆　糊一　からすみ二　御添

御楊枝一
右明日ゟ四ヶ浦辺ヘ為御湯治被為入候ニ付　鞆之助御役ニ而被進之

一七半時過大奥御膳如例

一御座所御側向之面々小右衛門初明日御供之当部屋為伺　御機嫌罷出候

一七半時過　御座所ヘ敬左衛門被遣明朝御出殿之節御見立御使可被遣之所早暁之

御出殿ニも被為在ニ付不被遣旨被　仰含委曲但見迄相達之

一今晩立江戸表ヘ飛脚被指立候ニ付左之通被進之御附衆両人へ御用状差越候

秋月右京亮殿江　　　藤袴　新茶半斤箱入
御直書　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿ヘ

右之通被進之　　　　　　　　新茶鉄葉ハケ一入　　　　　中村敬輔ヘ

右秋月殿ヘ御托ニ而被遣之

板倉伊賀守殿江　　御直書

右ハ真杉所左衛門明日大坂表ヘ出立ニ付指参被　仰付被進之

但大坂表ニ於て雲丹壱升　為添ニ而被進筈

一夜分御締切如例
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一表御締切御寝御夜詰引九時弐寸前

T四月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様六時御供揃ニ而為御湯治四ケ浦辺江　被為入

御簾中様江　　蒸籠　三組

右泰厳院様　御七回忌御相当ニ付　御機嫌被為聞被進之

一九時大奥御入御膳被召上

饅頭四百斗

敬左衛門初

御簾中様ゟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向両番

御伽迄

右者

泰厳院様御法事ニ付御供養与して被下之

一七時過高田孫左衛門御用有之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御寝御夜詰引四半時

T四月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

御家老職　　　　　　　　　　　　　　　　　　長沢鷗容（客）
殿様御留守中ニ付

右御座所江被為　入於
御座間被仰付之　　但御精日ニ付
御手熨斗無之

御簾中様江　　　六寸御重

A0143−00522_135
右者昨日同断　御機嫌被為聞度以
思召被進之

一五半時過川地柯亭為伺　御機嫌罷出被為　召御茶御菓子被下之

一四時過中根雪江御人払御用有之

一四半時過酒井与三左衛門方御人払御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一同刻過松平備後方［長沢鷗客事改名］結構　為御礼被罷出御人払御用有之

一同刻過中村市右衛門明日京都表ヘ出立ニ付　為伺　御機嫌罷出　御用有之

一八時揃ニ而二ノ丸於御馬場御次打毬被　仰付御側向并御馬方出馬御小姓非番之面々

勝手次第罷出弐組有之八時過　被為入　御覧済七半時　御帰被遊

一七半時過大奥御膳如例

一殿様御止宿上海浦ゟ今朝出之飛脚七半時過到着益御機嫌能　御入湯被遊候条

奉恐悦候小右衛門ゟ御用状差越候

殿様ゟ　　御直書　被進之

一今日寄状明朝上梅浦ヘ飛脚被差立小右衛門迄御用状差越候

殿様江　　御返書　被進之　今晩御右筆部屋ヘ　御廻ニ相成

鮮鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方ヘ

右ハ今日御家老職被　仰付候ニ付以思召被下之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T四月十八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　仲庵
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一御神霊前御庭共御拝如例

殿様江　　御重　焼饅頭

右芳樹院様御四七日ニ付御機嫌被為聞　被進之

御肴料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

金百疋

右者今般結構被仰付候ニ付差上之

鮮鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

右同断被仰付候処此程不快ニ而引籠居今日出勤致シ候ニ付被下之

近々三国ゟ出船ニ而
長崎表江罷越候　　　　　　　　　　　　　　  木内甚兵衛

右ニ付無急度被為　召候旨被仰出候ニ付此段相通シ置今朝出勤
致シ候ニ付御目
見被仰付御菓子被下之

筍九本　　　　　　　　　　　　　　  酒井外記方ゟ

右者下屋敷庭ニ出候由ニ而差上之

一九時大奥御入御膳被召上

一七半時大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T四月十九日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝

宰相様ゟ　　御直書
御相合ニ而

殿様　　　　御菓子　越の雪一箱

霊寿院殿江　鱒味噌漬二本　一箱
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御簾中様ゟ　墨形落雁一箱

右者吉崎御逗留中　為御見舞今日御徒使ニ而被進之

一定日為伺　御機嫌御番頭

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一去十五日立大坂表ゟ之飛脚京都立寄今朝到着

筆姫様ゟ　　御直書被　進之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一去十七日立京都ゟ之飛脚今夕到着長州脱走之浪士備中倉敷陣屋乱防之段申来ル右ニ付

御達有之由

一八半時過本多修理方御用有之

一七半時過大奥御膳如例

御弐所様江　鮮鯛二

殿様ゟ

右ハ海浦御止宿中ゟ刻附ニ而相廻り被進之

松平閑叟様ヘ　御茶三種　友白髪　　鉄葉入　塩鱈二

筆姫様ヘ　　　御国製　　御茶銘清風一斤

右ハ御直書添大奥廻り三度飛脚ニ而被進之

七寸御重一　切鮨　　御有合　　　　　　　　　　杉田少弐方ヘ

右ハ過日来不快引籠ニ付　為御尋被下之

七寸御重　編笠一重　　　　　　　　　　　　　大沢淡水

水谷織部

右ハ蕎麦指上候為御返被下之　　　　　　　　　　　　　荒川南山

一今晩立海浦御止宿江飛脚被指立候ニ付小右衛門江御用状差越候

殿様江　御直書　被進之
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一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時五分廻り

T四月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一四時勝木十蔵御人払有之

一四半時過山県克之助松平貫之助被為　召御人払御用有之

京都表ゟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬淵元仙

昨夕帰着

右御目見被仰付御側向頭取差加之

一九時大奥御入御膳被召上

鯉七喉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江ゟ

右者今日菖蒲原江罷越獲物ニ付同所ゟ差上之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引九時江壱寸五歩前

T四月廿一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例　御庭御代拝

宰相様ゟ　　御直書

御二所様　御相合ニ而　　　岩石玉子

六寸御重二　　煮染蒲焼ゆは

白ニ長芋
殿様江　　　　　　　　ミしほ

蒔重ねはす　竹の子

木爪（瓜）　きくらけ　しゆん菊

右者御湯治御逗留中為御見舞今日蒲生浦迄小林与一郎

被遣候ニ付右之通被進之
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御弐所様より　　　　　　春田

殿様江　　　　　鉢盛　　　幾代餅

右者
芳樹院様御初月忌ニ付御機嫌被為聞被進之

御二所様より　　重の内　ちらしすし一　　　　　　　　八重江

焼まんちう一

右同断ニ付御尋被下之

宰相様江　　　　蒸ろう一ツ組　　但                  当番　敬左衛門初ヘ

青心院様ゟ　　　　　　　　　　　　　　　                  被下之

右ハ
同前ニ付　御機嫌　被為聞被進之
一九時過大奥入御膳被　召上
御弐所様　　　前記
鯉一喉　召上り

青松院様江　　　同　同　被進之

同　一　御汁御仕立ニ而被下之　　　　たまヘ

同　一ヲ　　　　　　　　　　　　　　歌島　ヘ

山沢

同　一　　　　　　　　　　　　　　　玉江　ヘ

右ハ過日到来之由ニ而御肴差上候ニ付　被下之

同　一　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記方ヘ

右ハ先日籠内献ニ付被下之

同　一　　　　　　　　　　　　　　　林勘十郎

右ハ過日御茶差上候ニ付為御返被下之

干鰈　　　　　　　　　　　　　　    　　　　毛受鹿之介

右ハ今日御湯治御止宿先ゟ罷帰候ニ付持参献上之
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一七時過国枝太兵衛同前罷帰候ニ付為伺　御機嫌当局迄罷出候

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切如常

一蒲生浦御止宿中ゟ飛脚着

殿様ゟ　御直書　被進

鮮鯛　　御止宿中ゟ被進由ニ而大奥ゟ相廻候由

一御膳後　御弐所様御同道御　座所ヘ被為入

芳樹院様御霊前御拝被遊無程御帰　被遊

一表御締切御寝御夜詰引四半時五分廻り
T四月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴

一御神霊前御庭共御拝如例

一定日為伺　御機嫌中根雪江罷出御人払御用有之外ニ御供頭両人当局迄罷出候

岡田静珉溝口郷右衛門大関助左衛門罷出被為　召御茶御菓子被下之

菊切花　　　　　　　　      　              岡田静珉

右持参ニ而差上之

一四半時過本多修理方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

御二所様江　御肴壱台　大鯛二枚　御菓子箱　一　　　　仲庵 ゟ

平目一枚　　　　　　　　　　玄珪

あじ十四

右者今般結構被仰付候ニ付差上之

御二所様江　御肴一籠　中鯛三枚

殿様ゟ　　　　　　　　　蚫六

右者御止宿中ゟ被進候由ニ而大奥ゟ相廻り候
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一八半時過高田孫左衛門御用有之

一八時揃ニ而左之面々被為召二ノ丸御矢場ニおゐて御鉄炮御稽古被遊両人罷出

候ニ付七時前被為　入御相手被仰付御用人当番左司馬被召連外ニ酒井弘伺

御機嫌罷出候ニ付御相手被仰付七半時御帰りニ相成当局ニ而御菓子被下之

狛主税介

外御用　　芦田信濃

岡部造酒介

足痛引　　稲葉俊之助

不快引　　明石将監

一七時過鈴木拾五郎御止宿中ゟ罷帰候ニ付罷出御稽古中ニ付御場所江被為

召御目見被仰付
殿様ゟ之御口上申上候

一七半時大奥御膳如例

宰相様江　　御返書

霊寿院殿ゟ

右者此程吉崎江被遣候御徒使今朝罷帰り被進之

一貞姫様今夕御種痘無御滞被為済候

一出水後ニ付今朝ゟ左之面々菖蒲原江被遣鎌落過罷帰り格別獲物無之旨

申出候被遣候者江御酒鰑被下之

新七
御馬廻り

獲物　鯉二喉　　　　　         　         岱輔

鯰一本　　　　　　　　　 　         文熊

林右衛門

弥三郎

政右衛門
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一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸前
T四月廿三日　晴　入梅　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一定日例之通御膳中御医師一統罷出候青木恕庵居残り被仰付御茶御菓子被下之

一五半時御供揃ニ而御上川江被為入候　思召ニ而修理方玄蕃被召連御場所ニ而御側向江

鮴為御引ニ相成候

御道筋

中ノ口ゟ南御門伊藤六郎兵衛屋敷前脇ゟ御定道勝見河原口ゟ

西方村辺迄御乗馬夫ゟ御歩行ニ而浄願寺河原江被為

入御網暫時被遊夫ゟ鮴引等御覧被遊御刻限御陣所ニ而御小弁当被召上

其節修理方初江鮴汁御酒被下置御昼後も鮴為御引ニ相成猿ケ淵迄

御下り夫ゟ堤通被為　入栂野一軒茶屋前ニ而　御乗馬夫ゟ元之御道通り

南御門ゟ中ノ口江被為入候

一御出殿五半時二寸廻り　御帰殿七半時二寸廻り

一御帰殿後直ニ御浴湯被為召御湯後大奥御膳如例

御簾中様江　鮴御一皿

青松院様江　　同

右之通被進之被遣之

鮴少々ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　修理方

玄蕃江

右之通被下之

A0143−00522_143
宰相様江　　御返書

殿様より

右者御見舞為御使御止宿中江与一郎被遣候処今日罷帰り候ニ付

被進之益御機嫌能御相湯被遊候段申上奉恐悦候

御同所様より　　鮎三十

あまこ十

右者今日山野十大夫罷帰り候ニ付御托シ被進之

鯉一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

右者近々出立京都表江罷越候ニ付以
思召被下之

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介江

蚫二

右者毎々差上物致シ候ニ付被下之

七寸重二　すし一　　　　　　　　　　　　　　山沢初

幾代餅一

右者今日吉江辺江罷越候ニ付被下之

一今昼立大丹生浦御止宿ゟ之飛脚着小右衛門ゟ御機嫌状相達益

御機嫌能被遊御座奉恐悦候

一去ル十九日立大坂表ゟ之飛脚京都表立寄ニ而今日到着京坂御静謐

一夜分御締切如例

殿様ゟ　　　御直書

右飛脚ニ被進之

一表御締切御寝御夜詰引四半時ヘ壱寸前

T四月廿四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

A0143−00522_144
一御神霊前御拝御庭共如例

養父戦功ニ付
千疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田達太郎

五千疋

千疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田金十郎

戦功ニ付
五千疋
養父戦功ニ付

千疋　五千疋　　　　　　　　　　　　　　浅井外巻

千疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　西脇林右衛門

同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大関弥三郎

右者先年境町江出張之面々江

公辺ゟ御金被下候を今日夫々頂戴有之候ニ付為御礼左之面々当局迄
罷出候

一九時大奥御入御膳被召上

御二所様江　　　　　朝日かまほこ　竹の子

殿様ゟ　　　御鉢盛　小串たい　　　ふき

花くわゐ

右者御留守中　御機嫌被為聞被進之

御二所様より　先記御鉢盛ヲ　　　　　　　　　　　　　仲庵江

玄珪

右者此程御肴御菓子差上候ニ付御返与して被下之

一八時過ゟ修理方恕輔罷出御人払ニ而御会読被遊候

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時
T四月廿五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門
一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

御二所様より　御重の内　三かさ山一

殿様江

A0143−00522_145
右者芳樹院様御三十五日ニ付御機嫌被為聞被進之

芳樹院様江　　判金台詰　白うす雪

らくかん
右同断ニ付御位牌前江御備へ　　　　　　　　　　御位牌前

御二所様より　重の内　たんこ一　　　　　　　　　　　御伽之者江

右同断ニ付被下之

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過勝木十蔵御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時過百五十歩於御角場御鉄炮御稽古被遊御側向江御次打被仰付

一今朝泥原新保浦　御止宿先ゟ飛脚着小右衛門ゟ御用状差越候

殿様ゟ　　　　御直書被進之

一七半時過大奥御膳如例

一七半時揃ニ而左之通り被為　召

御吸物　塩蚫　　御酒　　　　　　　　　　酒井十之丞

御中皿　口取もの　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

御小皿　煮肴

同　　　烏賊酢あへ

同　　　春菊ひたしもの

右六時前罷出御話中表御締切被　仰出於御　前被下之仲庵当番ニ付御相判被　仰付

御弐所様　青松院様御手酌等被成下　但十之丞近々京都表ヘ出立ニ付被為　召

一右両人四時退出御締切其儘如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分

T四月廿六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵
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一御神霊前御庭共御拝如例

百合剪花献上之　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃

一四半時過ゟ御家老不残御中老御側御用人御目付高田孫左衛門村田巳三郎

土谷小六御人払御用有之

一去ル一九日晩立江戸表ゟ之飛脚到着江戸表御静謐御附衆ゟ書状相達候且亦

当月十日昌平橋阿部主計頭様御屋敷御長屋向迄御焼失之旨由来奉恐入候

一九時大奥御入御膳被召上

一殿様今朝泥原新保浦御止宿四半時御供揃ニ而御立被遊益

御機嫌能七半時過　御帰着被遊奉恐悦候其節当番新五兵衛被遣御待受

相勤御着之上罷帰り此段申上候

一御帰殿ニ付敬左衛門新五兵衛御祐筆部屋迄罷出候

御二所様ゟ　七寸御重三

殿様江　　　　内　御口取もの一

御さしミ一

御浸し物一

右者今日御帰りニ付被進之

一七半時大奥御膳如例　一為伺御機嫌右近但見小右衛門罷出候

御二所様江　　　　御鉢盛饅頭

殿様ゟ

右者御土産与して被進之

宰相様江　　　　　御樽代
三百疋
お久様ゟ　　　　　御肴料
百疋

御二所様江　　　　御樽代
三百疋

お久様ゟ　　　　　干鯛代
百疋
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御二所様江　　　　御交肴料

清心院様ゟ　　　　　　二百疋

右者お久様御婚礼之節被進候為御挨拶被進之

東本願寺ゟ　　　　砂鉢　一箱

右无上覚院様御遺物与して被進之

一今晩立定日飛脚被差立候ニ付左之通被進之

山階宮様江　　御直書

東本願寺御門主江　　同

殿様ゟ　　　　　饅頭五ツツヽ　　　　　　　　　　　　御側向頭取両人

御伽八入江

右者御土産与して被下之

一夜分御締切如例

御二所様江　　　饅頭五拾　　　　　　　　　　　　　　多賀谷梅笑

右者今日御供ニ而罷帰り候ニ付差上之

打毬糖一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　青木恕庵

右者御慰ミニもと差上之

一表御寝御夜詰引九時壱寸前

T四月廿七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様四時過被為入　御人払御用御談有之十之丞鹿之助雪江但見侍座

殿様右御用中ゟ大奥ヘ被為入　御対顔無程表ヘ被為入　御用済ニ而御退散

八丈御召御帯一筋　御盃一　　　　　　　　　　酒井十之丞江

八講布一反
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明日京都表ヘ出立ニ而　思召ニ而御手自ら被下之

一九半時前大奥御入御膳被　召上

嘉陽宮　　　　　　御直書

一橋中納言様　　　同

板倉伊賀守殿　　　同

右ハ十之丞江御托ニ而被進之

一八半時過高田孫左衛門御用有之

一今晩立道中常振江戸表ヘ飛脚被差立候右之通被進之御附衆両人ヘ御用状差越ス

御弐所様ゟ

清心院様江　　　御菓子一箱

右ハ先達而御上屋敷御焼失ニ付何角御心配被遊候半と御機嫌被為聞旁被進之

清心院様江　　　蒸ろう一組御代

右ハ来ル五月　　彩雲院様御一回御忌御法事ニ付御機嫌被為聞被進之

御国製
御茶　越ノ雪　半斤ツヽ　　　　松井左膳

右ハ久々被下も無之ニ付以　思召被下之　　　　　　　　森六大夫

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

芳樹院様御遺品　御手遊二ツヽ　　　　　　　　　　　　敬左衛門へ

鉄葉盆一　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

右御座所ゟ頂戴被　仰付

一表御寝御夜詰引四半時

T四月廿八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

A0143−00522_149
一九時大奥御入御膳被召上

一八時揃ニ而御本丸御馬場ニおゐて御次打毬被仰付左之面々被為召御側向御馬方

御座所御側向之内ニ而も出馬御小姓非番之面々も勝手次第罷出三組有之

宰相様八半時被為入

御簾中様ニ者其以前被為　入御同座ニ而御覧被遊候

殿様江も被仰進被為　入御覧被遊候相済七半時過御帰り被遊候

小串鯛

七寸御重御口取もの　ふしに竹の子一　五もく　　　御酒　御菓子

のり巻いも　　　　御すし一
右者御馬見所ニおゐて
御方々様江差上之

鉢盛　ちらしすし　　　　　　　　　　　　　　哥しま初ヘ

右之通被下之

鉢盛　たんこ　　　　　　　　　　　　　　　　御側向両部屋

今日出馬之御馬
廻り

御座所御供之

御側向江も

右
御簾中様為御持遣ニ付被下之

煎餅二袋　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向御打毬江

罷出候者江

御同所様ゟ被下之

一今日被為召罷出候面々左之通

狛主税介

引　　狛政之助

御馬見所ニ而　　　　　　　　　　　　　　　　芦田源十郎

御菓子被下之　　　　　　　　　　　　　　　　有賀庄助

酒井弘
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当番　永見司馬

恒岡兎毛

同断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富永浜之助

秋田誠之助

永見主殿

御附　山崎伝左衛門

西喜左衛門

右拝見相願罷出候ニ付御菓子被下之

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵三郎ゟ

右者親郷右衛門毎々伺　御機嫌等ニ罷出候節蒙

御懇命を候ニ付御内々差上之

一鎌落大奥御膳如例　　　　蜆一籠　　　　　　　　　　　　　　　井上小右衛門

右三国ゟ持帰候由ニ而差上之

松平出羽守様ゟ　白鞘御刀聾司長信三腰箱入

右者先年御鉄炮被進候御答礼旁被進之

一夜分御締切如例
一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T四月廿九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝済被為　入直ニ御帰り被遊候

一九時過大奥御入御膳被召上

一去廿六日立大坂表ゟ諸向無触飛脚［御内］今暁寅刻到着

一八時過御浴湯被為　召
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一八時過矢嶋如輔罷出易経御会読被遊

一七時高田孫左衛門御用有之

一七半時過大奥御膳如例

一御三度後二ノ丸ヘ被為入短小銃御試験有之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時弐寸五分

T五月朔日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴

一御神霊前御庭共御拝如例

一四半時過本多修理方御用有之右御用中

殿様被為　入御用御談有之玄蕃侍座九時前御帰り被遊候

鮮鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

右者老母病気之節毎々巳三郎迄御余多等被下置蒙

御懇命を候処追々快気致シ候ニ付心祝与して差上之

晒半手拭一　御盃一　　　　　　　　　　　　　同人江

御扇子対

右同断ニ付以
思召被下之御書御添被下候

一九時御入御膳被召上

かたくりこ　ふし一　　　　　　　　　　　　　山沢江

さとう

右者此程ゟ不快罷在候ニ付以
思召被下之

一御二度後二ノ丸江被為　入御鉄炮御試験有之

A0143−00522_152
一八時過為伺御機嫌毛利元蔵罷出被為　召御菓子被下之

御含御用有之明日大坂表ヘ早駆ニ而　　　　　　榊原幸八

出立被　仰付ニ付為伺　御機嫌当局迄罷出

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御寝御夜詰引四半時弐寸五分

T五月二日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例［雨天ニ付御庭御代拝］

一定日為伺　御機嫌大沢淡水荒川南山水谷織部其余中村八大夫初中御懇意隠居之

面々両御供頭罷出隠居之面々御目見被仰付候

一同断中根雪江田内源介罷出被為召候其外小右衛門初御座所御側向非番之面々罷出

御用中ニ付御目見不被仰付候

一四時過岡部造酒介大谷丹下本多源四郎御人払御用有之

一四半時過町奉行渥美新右衛門御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過本多修理方御用有之

一七半時大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T五月三日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊御拝如例［雨天ニ付御庭御代拝］

宰相様江　　御菓子一箱　やうかん

清心院様ゟ
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右之通被進之

一定日為伺　御機嫌　御座所御側向非番之面々罷出藤兵衛初御小姓　御目見被　仰付

去月廿八日京都表出立　　　　　　　　　　　　中根新左衛門

今朝到着
右為伺　御機嫌罷出被為　召御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T五月四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様御庭御拝済被為入　御対顔暫時御話被為　在無程御帰被遊

一定日為伺　御機嫌大御番頭一統稲垣治部中川淵新番頭両人罷出大御番三人

御人払御用有之
昨日

御弐所様ゟ　鉢盛　御にうめん仕立

殿様江

右ハ
芳樹院様御六七日ニ付御機嫌被為聞被進之

金弐百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　長宝院ヘ

右ハ
当年御守本尊開帳ニ付為御初穂被供之

一四半時過松平備後方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過二ノ丸御矢場江被為入御鉄炮御稽古被遊候
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一八時過御浴湯被為召候

一八半時過為伺御機嫌山県照月罷出被為召御茶御菓子被下之

一七時郡奉行出淵伝之丞松原孫七郎武曾権左衛門御用有之

宰相様より

越中守様　　　　うに七箱ツヽ

御二所様

顕光院様江

右者暑中に付御機嫌被為聞被進之

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前

T五月五日　晴　　［御目覚ゟ上下両部屋四時ゟ九時迄］　当番　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一当日御祝儀為申上四時過御家老不残御側御用人御用人一統罷出平見（平本）但見同断

畢而御家老御用有之

一殿様四半時被為入　御対顔　御同道大奥御入　御祝儀御礼被為　請無程御帰被遊

一宰相様ニハ表ヘ被為入　再九時過大奥御膳被　召上

一御簾中様当日御祝儀　被為　請候ニ付御家老御側御用人平本但見御用人敬左衛門新五兵衛

例之通り罷出御礼申上之

一御祝儀為申上小右衛門罷出被為　召　御目見被　仰付同断岡部造酒介河合五右衛門青木

七郎右衛門上月久右衛門堀平大夫長谷川源之丞御広敷御用人一統御供頭両人当局

迄罷出候田川乙作為伺　御機嫌罷出候
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山階宮様ゟ　　　御直書

右ハ此度阿部又三郎京都表ゟ罷帰候ニ付御托ニ而被進之尚御口上被　仰含も有之

由ニ付鹿之介承之申上之

一去二日大坂表ゟ之飛脚京都立寄今朝到着

一御二度後於二之丸御角場御鉄炮御稽古被遊御側向ヘ御相手被　仰付

一八時過岡部造酒介罷出　テントウ　西洋野陣小屋　銅御殿前御庭ニ於て組立　御覧被遊相済

造酒介　御居間ヘ　被為　召御茶御菓子被下之

一七半時過大奥御膳如常夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時

T五月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五時過之御供揃ニ而阿（安）波賀江被為　入春日社御拝被遊夫ゟ吉田運吉宅江

御立寄被遊御小休同所迄御袴ニ而被為入御召替之上御供揃被仰出御帰り掛ケ

浄願寺河原江被為入御小弁当被召上御馬廻り鵜匠等江被仰付鮴為御引ニ相成

御汁被召上御供之者江も御汁御酒等被下置候雪江鹿之介但見源介梅笑被

召連候

御道筋

中ノ口ゟ南御門夫ゟ御定道勝見江被為入河原口ゟ往還通

栂野一軒茶屋前迄御乗馬夫ゟ御歩行ニ而堤通稲津

ゟ御渡舟被遊東郷町ゟ中脇河原脇阿（安）波賀江被為

入御帰り前波江御渡舟被遊往還通浄願寺河原江被為
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入御小弁当被召上御昼後暫時御網被遊旦鮴引等

御覧被遊八半時過御供揃被仰出夫ゟ御定道勝見ゟ元之

御道通中ノ口江御帰殿被遊候
一御出殿五半時壱寸前　御帰殿七半時二寸五歩　　　御供　　　　　敬左衛門

御帰殿之上　　新五兵衛

御用捨被成下候

一御帰殿直御浴湯被遊候御湯後表ニ而御膳被召上

殿様江　　　鮴御一皿

右之通被進之

毛受鹿之介

鮴小々ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

平本但見

鮎獲物小々有之御用ニ相成　　田内源介

多賀谷梅笑

右之通被下之

鮴壱升斗　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り

非番之面々

右者今朝ゟ御先江罷越獲物差出御帰殿後居残ニ而獲物之分被下之

同一皿ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　外治郎江

右者網御用ニ而差出候ニ付被下之

青鷺一羽打留　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

右者於御途中打留被仰付出来候ニ付御吸物ニ被仰付鹿之介初ヘ

被下之

春日社江御初穂銀札二拾匁

右者今日無急度
御参詣被遊候ニ付被供之
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一御簾中様今朝五半時御供揃ニ而酒井外記方下屋敷江被為

入夜四時御帰輿被遊候

宰相様ゟ　　御鉢盛　おやき

御簾中様

右者今日御出輿ニ付被進之

御簾中様ゟ　御生菓子一箱

七寸御重二　御焼肴一　御口取もの一

右之通御取分被進之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時五歩廻り
T五月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為入直ニ御帰り被遊候

一四時高田孫左衛門御用有之

一九時本多修理方御用有之

一同刻過大奥御入御膳被　召上

一八時過於二ノ丸御角場御鉄炮御稽古被遊当番御用人右近敬左衛門ヘ御相手被　仰付

一七半時過大奥御膳如例

都載盆一　砂金紙詩箋一〆　唐筆五握

唐墨一　　温故急須一　　　　　　　　　　　　中根新左衛門

右京都ゟ持参いたし候由ニ而内々差上之

一六時過少々御感冒気被為在候ニ付当番盤亭拝診被　仰付候処御脈も御聊御進ミ被遊少々御肌

熱も相伺候へとも御当分之御様体ニ被為入候旨申達緩和発汗湯調進三貼
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春日社御札守二　　　　　　　　　　　　　　　吉田運吉

右者昨日　御参詣被遊候ニ付御禱仕御札守持参差上之

一夜分御締切如例御引前御脚湯被遊候

一表御寝御夜詰引四半時二寸廻り

T五月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚次第六半時二寸五歩廻り盤亭奉拝診候処　　　　　　　　　診　　盤亭

昨夜ゟ御異状も不被為在弥御当分之御事ニ被為在候旨申達候

一御仕舞御拭

一五時過仲庵罷出奉拝診候処格別御肌熱も不奉伺御軽易之御様体ニ被為

入候旨申達候

一四時過中根雪江罷出被為召御茶被下候

一九時表御締切ニ而御膳被召上

一八半時矢嶋恕輔罷出被為召当番勘ケ由も被為召御緩話被遊御茶御菓子

被下之

一同刻過御使且為伺御機嫌但見罷出御茶御菓子被下之

一七時過仲庵玄珪罷出奉拝診候処弥御熱気も不奉伺格別之御事ニ者

不被為在候旨申達奉恐悦候

一七半時表御締切ニ而御膳被召上

一夜分御締切如例御引前御脚湯被遊候

一表御寝御夜詰引九時

T五月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

介　新五兵衛

一御目覚次第六半時三寸廻り仲庵奉拝診候処今朝御熱気も
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不奉伺弥御軽易之御事ニ被為在候旨申達候

一御仕舞昨朝之通

一御座所ゟ御容躰為伺御藤兵衛被遣候

一五時過為伺　御機嫌岡部豊後罷出被為　召御茶御菓子被下之

切花菖蒲　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊後

右之通差上之

一五半時過渥美新右衛門御用有之

一定日為伺　御機嫌大御番頭三人稲垣治部中川淵罷出候

一四時過出淵伝之丞御用有之

一去ル五日晩立大坂表ゟ之飛脚京都立寄今朝到着京坂御静謐

東本願寺御門主ゟ　御直書

右之通被進之

一四半時高田孫左衛門御用有之

一同刻過
殿様被為入　御対顔済玄蕃罷出御人払御用御談有之九時前

御帰り被遊候

宰相様江　　　　七寸御重二

御簾中様ゟ　　　　　御すし一
焼玉子　　　一

ふしに長いも

右者為御見舞被進之

一九時過表御締切ニ而御膳被召上

一七半時表御締切ニ而御膳被召上

一敬左衛門風邪気ニ而今日引籠候

A0143−00522_160
一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時二寸五歩

T五月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚次第五時二寸前仲庵一順罷出奉拝診候処御容躰今日ニ而者御清解追々

御復常被遊候旨申達奉恐悦候

一御仕舞昨朝之通

一四時過為伺御機嫌鹿之介但見小右衛門罷出御茶御菓子被下之

花菖蒲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狛主税介

右之通差上之

御二所様より　　　　　御ひたし一

殿様江　　　　　　　　ちらしすし一

御重一組　御にしめ一

御ようかん一

とくさもち一

右者
芳樹院様御四十九日につき御機嫌被為聞被進之

御二所様より

御ろうそく廿五挺

芳樹院様御霊前江　　　柴ふね煎へい　一たい

茶の葉
運正寺江

御菓子料　二百疋

右同断ニ付御備ヘ

御二所様より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袖の初

右同断ニ付御尋被下候

一九時表御締切ニ而御膳被召上

一去ル七日立大坂表ゟ之飛脚到着京坂御静謐
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松平出羽守様ゟ　御直書被進之

御札守一　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ

右者例年之通御祈禱之御札守差上之

一七半時表御締切ニ而御膳被召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時二寸廻り

T五月十一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚次第六半時二寸五歩玄珪奉拝診候処弥御清解被遊候旨申達候

一御仕舞昨朝之通

一殿様御拝後被為　入直ニ御帰り被遊候

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過芦田信濃御用有之

一同刻過町奉行渥美新右衛門御用有之

一去三日晩発江戸表ゟ之飛脚道中常振富士川ニ而一日逗留今朝到着江戸表御静謐奉

恐悦候御附衆両人ゟ御用状差越候

呈書　　御請　　　　　　　　　　　　　　　竹中半十郎

右六大夫ゟ相廻り差上之

一九時過表御締切ニ而御膳被　召上

一八半時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊

一七時高田孫左衛門御用有之

一七半時過表御締切御膳被召上御膳後表ニ相成

一夜分御締切如例　　一敬左衛門快今日ゟ出勤

一表御寝御夜詰引九時懸り
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T五月十二日　出水　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚六半時弐寸五分盤亭奉拝診候処弥御異条（状）も不被為在

御復常被遊候条申達奉恐悦候

一定日為伺御機嫌土谷化遊罷出　被為　召御茶御菓子被下之両御供頭当局迄罷出候

東錦画　　　　　　　　　　　　　　　　　　土谷化遊

右ハ養子小六江戸表ゟ持帰り由ニ而差上之

昨日之記
御余多　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵江

右ハ過日来不快ニ付為御尋以　思召被下之

一四時過中根雪江明十三日ゟ浦方江罷越候ニ付為伺
御機嫌罷出候
一同刻過

殿様被為入　御対顔済大奥御入九時前御帰り被遊候

一九時表御締切ニ而御膳被召上

宰相様江　　六寸御重二

殿様ゟ　　　　御焼肴一

御煮染一

右者御容躰為御見舞被進之

一八時過酒井弘罷出被為召御茶御菓子被下之

宰相様より　　御菓子料七百疋

阿波守様江

右者
涼樹院様御一回御忌御相当ニ付御機嫌被為聞被進之

涼樹院様江　　御花一つい御代三百疋

御くわし料三分二朱
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右同断ニ付御備ヘ

一七半時表御締切ニ而御膳被召上夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時壱寸五歩廻り

T五月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻仲庵奉拝診候処弥　御復常被遊候旨申達奉恐悦候

一定日為伺御機嫌御医師一統例之通罷出候
一五時前
殿様御拝後被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候

殿様ゟ　　　御籠肴　こち一　ほう／＼一

きす五

右ハ折から　御機嫌被為聞度被進之

一九時過表御締切御膳被　召上

一御二度後御手水被遊

一八半時過矢嶋如輔罷出御緩話被遊

越中守様ゟ　御蒸籠三組　御料三百疋

御弐所様

顕光院様ゟ　同　　　　　同

右ハ彩雲院様御一回御法事ニ付　被進之

蒸籠　　金百疋　　　　　　　　　　　　　妙昌院ゟ

右御同前ニ付為伺　御機嫌差上之

一七半時過表御締切御膳被　召上

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時弐寸五分
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T五月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻洗与御全快被遊奉恐悦候　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御仕舞御平常之通り

一殿様御拝後被為入御対顔直ニ御帰り被遊

金沢中納言様江　御直書　御肴　鯣三百枚
表仕出シ
右御家督為御歓御徒使ニ而　被進之

一四半時過狛主税介昨日故山城方三回忌相当ニ付以
思召御香花被下置候御礼与して当局迄罷出候

一九時表御締切ニ而御膳被召上　一御膳後御櫛月代被遊候

宰相様より　　　　　　御ひたし一

御簾中様江　御重一組　ちらしすし一

御にしめ一

御ようかん一

白腰高饅頭一

右者
彩雲院様御一回御忌御法事ニ付御機嫌被為聞被進之

宰相様より　御附御法事料
白銀三枚

彩雲院様江　御香典
同壱枚

右之通御附御法事ニ付御備へ

五百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　出僧中

右同断ニ付被下之

二百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷心院江

右者御供養与して被下之

宰相様江　　　　御菓子一箱

越中守様ゟ
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峰姫様ゟ　　湯葉一箱

顕光院様ゟ　椎たけ一箱

鳳台院様

澄之助様　　御見舞斗

良之助様

右者

彩雲院様御一周御忌御相当ニ付御附御用人を以御祐筆部屋迄

御見舞被仰進且被進之

当番新五兵衛初

御小姓五人

饅頭十一ツヽ　　　　　　　　　　　　　　御伽四人

御馬廻り四人

御附三人

同　五ツツヽ　　　　　　　　　　　　　　手伝両人台子八人

御料理方二人寛七

彩雲院様御法事ニ付御供養与して今日右之通被下之

御簾中様　　御鉢盛饅頭　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

御側向両部屋

右同断ニ付被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽迄

狛主税介

土谷化遊

切花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井原悠廉
加藤丹山

吉田喜左衛門

右者
御霊前江御備ニもと差上之

切花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多賀谷梅笑

梅一籠

菊作り花　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上潤之助
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右
御霊前江差上之梅笑被為召御茶御菓子被下之

羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

右者今日大奥江被為召候ニ付為伺
御機嫌当局迄罷出御菓子差上之

小右衛門

御花一対　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

新五兵衛

御菓子一台　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

新五兵衛

彩雲院様　　御霊前江差上之

宰相様より　　御初尾二百疋　　　　　　　　　　　　　運正寺江

右者
芳樹院様御過去帳御開眼申上候ニ付被下之

一八半時過御仏殿江孝顕寺罷出御廻向申上畢而引続真照寺罷出候右ニ付

御詰被遊候

一七半時前高田孫左衛門御用有之

一同刻過表御締切ニ而御膳被召上

一鎌落過ゟ孝顕寺真照寺御締切中被為召御夜喰被下緩々頂戴致シ

敬左衛門新五兵衛仲庵被為召　御夜喰被下何茂難有頂戴致シ五時被退散

其儘御締切如例

御二所様より　御夜喰　　　　　　　　　　　　　　　　大奥向江

はき餅　　　　　　　　　　　　御座所　同江
右之通被下之

一表御寝御夜詰引四半時
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T五月十五日　風雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝

一彩雲院様御一周忌御法事ニ付
宰相様五半時御供揃ニ而御経過運正寺ヘ御参詣被遊筈被　仰出候処今暁ゟ風雨

烈敷俄ニ御延引被　仰出御家老中ヘ　御名代被　仰付

御手備御菓子御花等大奥ゟ相廻り　御霊前ヘ御備ニ相成候様被　仰付

御弐所様ゟ　鉢盛焼まんちう

殿様江

右彩雲院様御一回御忌御法事ニ付　御機嫌被為　聞被進之

宰相様ゟ

御座所ゟも被進有之十七日之記ニ有之

青松院様江　　　　　蒸籠一組

右同前
一殿様九時前被為入　御対顔御機嫌御伺被遊大奥御入御対顔御仏殿

御拝
彩雲院様御霊前御花御菓子御手備被遊表ヘ被為入無程御帰被遊其節

但見罷出　御目見被　仰付今日之　御霊前拝礼被　仰付

一九時過大奥御入御膳被召上　　　一饅頭十一ツヽ　　　　　　　当番
一八半時御浴湯被遊候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

両部屋

御伽御馬廻り

一七半時大奥御膳如例　　　　　　　同　五ツツヽ　　　　　　　　手伝台子不寝坊迄

一今日出水ニ付敬左衛門御用捨被成下致退出候　　　　　　　　　　昨日残り之分

一夜分御締切如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御料理方二人

御小細工万蔵

昨日之通被下之
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一大奥御寝御夜詰引四時

T五月十六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭如例

一五時過勝木十蔵御用有之

一四時過高田孫左衛門御用有之

一四半時過町奉行渥美新右衛門御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一定日ニ付今朝為伺　御機嫌御座所御側向非番之面々当局迄罷出候
鮎川浦ゟ

密（蜜）柑　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

右者八丁村樹上ニ有之候由ニ而此節珍ら敷敷物故差上候与鮎川浦ゟ

相廻之

御重の内　鰑　　煮合　　　　　　　　　　　　敬左衛門

竹の子

右者出水ニ付難義致シ候与以

思召を被下之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御寝御夜詰引四半時

T五月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候

一定日為伺　御機嫌御座所御側向両部屋非番之面々罷出候
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一四半時過御家老本多修理方御用有之

十五日
御弐所様江　　御重一組　御煮染二　御菓子二　御浸し物一

殿様ゟ

右
今日御法事ニ付御機嫌被為聞度被進之大奥ニ而御取はやしニ相成

貞信院様江　　絵半切二百枚　　雲丹三箱

右
過日於干海老被進候御答礼として大奥ゟ田安老女迄相廻　被進之今晩立飛脚相廻ル

清心院様江　久寿粉一箱一升入

右
暑中御機嫌被為聞　被進之今晩立飛脚相廻ル

一九時前郡奉行出淵伝之丞罷出本多修理方御用中被為　召

一同刻過大奥御入御膳被　召上

一御膳後表ヘ被為入再本多修理方御用有之畢而荻野小四郎方御用有之

菓子料　　弐百疋　外ニ百疋　　　　　　　　　妙昌院

同　　　　百疋　　　　　　　　　　　　　　　松霜院

同　　　　百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　浦江

初瀬
右

彩雲院御法事ニ付

御備ヘ物いたし候ニ付為御供養被下之

一七半時過大奥御膳如例

御初尾弐拾匁　　　　　　　　　　　　　　　不動院

右
御簾中様御三十三御厄ニ付御代参ニ而御備ニ相成
六日

一今晩立道中常（抹消ヵ）振江戸表ヘ飛脚被差立御附衆両人江御用状差越ス

十五日之記　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌島

蒸籠一組　　　　　　　　　　　　　山沢

袖野
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米田

右　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花井

彩雲院様御一回御法事ニ付上り　　　　　　　　やす
一夜分御締切如常

一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分

T五月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過為伺御機嫌小右衛門罷出被為召御茶御菓子被下之

一四半時過
殿様被為入大奥御入有之九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

御簾中様江　　山蚕入紫縮緬一反

御籠の内御肴

鯛二枚　平目一　甘鯛二

右者先達而御中﨟被進候為御挨拶被進之

晒壱疋　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢江

金五百疋　　　　　　　　　　　　　　　　米田江

右者其節彼是心配致シ候ニ付被下之

金三百疋

紗綾一巻　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀬江

右者御預ケニも相成彼是世話致シ候ニ付被下之

金三百疋　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門江

右格別心配致シ候訳合も有之候ニ付先達而以

思召御袴地も被下置候ヘ共其後御中﨟被仰付被進ニ相成候事故
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右之通被下之

一八半時矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四時

T五月十九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様御拝後被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候

杏子一籠　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木七郎右衛門

右者例年之通持参罷出当局迄差出之

一五半時過出淵伝之丞御用有之

一四時過為伺御機嫌大御番頭両人外ニ稲垣治部中川淵罷出源太郎小形部

御人払御用有之

一同刻過高田孫左衛門御用有之

一九時大奥御入御膳被　召上

一今朝俄ニ被　仰出九時御供揃ニ而上方筋ヘ御乗切被為入　上鯖江瓜生村去十五日出水荒所

御覧被遊

御道筋

中ノ口南御門ゟ中馬場通り鳩御門内郡役所前脇新橋御渡毛矢

通り木田四辻ゟ往還通り上鯖江白鬼女瓜生村堤切所

御覧済元の御道通り御帰　被遊

一御出殿九半時壱寸五分廻り　御帰殿鎌落壱寸五分廻り

一五郎丸村右水下ニ而水害甚敷難渋之趣ニ而御供先ゟ為見分御目付千本弥三郎
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御手許ゟ新五兵衛ヘ被　仰付罷越委曲遂見分御跡ゟ罷帰此段申上之

御供　本多修理方　　松平備後方　　　酒井与三左衛門方

狛主税介　　　狛政之助　　　　秋田玄蕃

菅沼右近　　　仙石出石　　　　水谷半蔵

中川淵　　　　相馬精之進　　　渥美新右衛門

渡辺早太　　　萩原金兵衛　　　千本藤左衛門

村田巳三郎　　千本弥三郎　　　葛巻庄兵衛

市村勘右衛門　鈴木牛兵衛　　　富田弥平兵衛

上月久右衛門　川村十郎右衛門　榊原仙治郎

〆

御側向　　　　　　香西敬左衛門

高村新五兵衛

一御帰殿直ニ大奥ヘ被為入　御三度御膳被召上　　　　　　　　　　　横井五百里

一御膳済表ヘ被為入　御浴湯被為　召　　　　　　　　　　　　　　上坂藤大夫

一夜分御締切如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田金十郎

一去十四日金沢表ヘ被遣候御徒使今夕罷帰　　　　　　　　　　　　溝口兵三郎

御返書之義ハ追而御先様ゟ被進候筈ニ而　　　　　　　　　　　　浅井外巻

御直書御品物等慥ニ御落手ニ相成候段申達候　　　　　　　　　　本多岩之丞

一表御締切御寝御夜詰引四時壱寸五分廻り　　　　　　　　　　　　大関弥三郎

一御帰殿後敬左衛門御用捨ニ而退出　　　　　　　　　　　　　　　酒井政右衛門

浅見岱輔

御馬方

〆

T五月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例御庭共
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一殿様御庭御拝後被為　入　御対顔暫時御話被遊無程御帰被遊

一五半時過勝木十蔵御用有之

一同刻高田孫左衛門御用有之

一四時過桑山十兵衛萩原金兵衛御用有之右御用中出淵伝之丞罷出候三人江御茶

御菓子被下之

一九時大奥御入御膳被召上

中鯛二枚　内一枚召上り　　　　　　　　　　　山崎伝左衛門

鰑

右者先達而　御筆頂戴致シ候御礼与して差上之

先記
鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合敬蔵江

右者昨日御生菓子一重差上候由ニ而御返与して被下之

一去ル十八日立京都表ゟ之飛脚着御静謐

山階宮様ゟ　御直書

一橋様ゟ　　同

右之通被進之

薄塩
鱚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷千熊

右到来致シ候ニ付差上之

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時二寸五分

T五月廿一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例雨天［ニ付御庭者御延引］

一五半時過渥美新右衛門御用有之
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一四時過高田孫左衛門御用有之

一四半時過御奉行大井弥十郎御用有之

一殿様九時前被為入御対顔夫ゟ御同道大奥御入　殿様ニハ無程表ヘ被為入御帰被遊

宰相様直ニ大奥御膳被　召上

一八半時過被為　召御家老本多修理方松平備後方御目付高田孫左衛門村田巳三郎罷出御用有之

右御用中七半時過御三度御膳被　召上修理方始四人江御酒御吸物御飯等被下之

御用済　（武）曾権左衛門九頭竜川筋水害所見分出張之所只今罷帰候ニ付直ニ罷出候処

被為　召景况御聴被遊四人共侍座御用済五半時退出　但御肴御吸物塩雁御中皿口取もの御小皿

御弐所様江　大鯛弐枚　余　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

中小鯛五枚

殿様江　　　鯛一　中鯛二

青松院様江　中鯛三

右ハ鮎川浦逗留先ゟ御慰ニもと差上之

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T五月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例雨天ニ御庭御代拝

一殿様御庭御拝後被為　入　御対顔暫時御話被為　在御帰　被遊其節左之通御持参ニ而

被進之

殿様ゟ　　　御模様御染御単物

貞姫様江　　御玩物

右ハ今日　御箸揃御色直シ御祝儀ニ付　思召ニ而進之

一定日為伺御機嫌田内源介罷出御茶御菓子被下之并両御供頭当局迄罷出候
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一貞姫様御箸揃御色直シ御祝儀ニ付左之通

宰相様より　　御小袖一重
御代白銀三枚

貞姫様江　　　干鯛　一箱　御目六済

右者表向御用人御使ニ而被進之

御箸二せん

御筆一対

干鯛一箱　御目六済

右者御側御用人御使ニ而被進之老女江被渡之

但右両様御祐筆部屋取扱

宰相様より　　鯛一折の所

貞姫様江　　　　交御肴一折

右者御色直シ御箸揃御祝ニ付奥向御取替し

御二所様より　たい一折の所

貞姫様江　　　　交御肴一折

右者御膳被進候御挨拶として被進之

宰相様より

いした
一恵

百ひきツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　同
一策

はゝ
やつ

宰相様より

鉢盛　硯ふた物　　　　　　　　　　　　　　たま江

九こん弐升

右同断ニ付御祝儀被〆被下之

一九時大奥御入御膳被召上
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御箸揃御祝義ニ付

数御熨斗蚫

木地御三方歯固御餅　紅白一重

上ニ御のし

御鱠　　たい　　　　　　　　　御汁摘入

白うり　　　　　　　　松皮豆ふ

三島のり

栗セうか

若柚

御香の物　奈良漬　　　　　　　御食

瓜

御平　　玉子巻半竹　　　　　　御焼もの　小鯛色付

長芋

いん元さゝけ　　　　　御吸物　　さゝめき柚
御中皿　　火取ふし

塗御盃

銀御燗鍋

同御湯桶　同御水さし

宰相様江

貞姫様ゟ被進之　但御献立者前日御広弐御用人を以

被進之

宰相様より　　　御花帋台一　　　　　　御文鎮一

板〆縮緬切五尺八寸　　御手遊物三

貞姫様江　　　　ゆふせん染御服紗一

御鉢盛　御硯ふた物

右者今日御祝儀ニ付以
思召を被進之

鯉作り身一鉢

右以　思召被仰付

貞姫様江被進たま江被下ニ相成候様ニ与被進之

鯉一喉　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介ゟ
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右御用之御沙汰も被為在候ニ付差上之
鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

右者先記差上候ニ付被下之

御二所様江　　御交肴一折

殿様より

右者今日之御祝儀ニ付別段之思召ニ而被進之

貞姫様江　　　交御肴一折　たい二　いりミ　　　　　　敬左衛門ゟ

蚫四　　　　　　　　　　　新五兵衛

右今日御祝義ニ付差上之

御簾中様ゟ　　中鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　両人江

右同断ニ付被下之

貞姫様ゟ　　　御交肴　鯛二　　小鯛五　　　　　　　　両人江

かれい一　蚫七

右者御祝義且御肴差上候御返シ与して被下之
細川越中守様御家来

顕光院様御附御用人

御内使者

杉野久右衛門

右者恭藤院様御法事ニ付江戸表江罷越今度罷帰り候ニ付
御法事済も申上且

御機嫌も被為聞度御内使者被仰付罷越候ニ付今日大奥江罷出

候ニ付御用人当番恒岡兎毛御広式江罷出応接有之候処左之通

不勝之時候ニ有之候処何等之御障も不被為在候や

御機嫌被為聞度御内使者を以被仰進候

右之段兎毛申上候

越中守様ゟ　　佐賀鰑一箱
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顕光院様ゟ　　同

右之通被進之

一御二度御膳御入之節於大奥杉野久右衛門御目

見被仰付扣所ニ而御菓子被下之

一九時過津田栄五郎被為召平岡山角場并小銃打方等御直ニ御尋被遊

御次ニ而御菓子被下之

一七時過高田孫左衛門御用有之

一七半時大奥御膳如例

一同刻過松原孫七郎上方筋水害所見分済今日罷帰り候ニ付罷出被為召

御用有之候

一今日御祝義ニ付六時過ゟ大奥江敬左衛門新五兵衛雄蔵平右衛門三郎左衛門

仲庵玄珪等被為召御酒御肴等種々被下置

御二所様御手酌被成下一統難有十分頂戴致シ五時比退出致シ候

御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　御小姓　江

御硯ふた物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御附

右之通被下之

一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引四半時二寸五歩

T五月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　  診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日ニ付御膳中御医師一統罷出候

一殿様御拝済被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候
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一四時過川地柯亭為伺機嫌罷出自画数葉持参入　御覧御茶御菓子被下之

一同刻過榊原幸八摂州神戸表ゟ昨日罷帰候ニ付為伺御機嫌罷出被為　召彼表之事情

被為聴御茶御菓子被下之

一九時過大奥御入御膳被召上

一九半時過二ノ丸於御角場御鉄炮御稽古被遊

一今朝五半時過西尾十左衛門罷出被為　召平岡山小銃試験之義　御尋被遊御茶御菓子当局ニ而被下之

一八時過為伺　御機嫌桑山捨三郎罷出被為　召御茶御菓子被下之

一同刻過林泉友同断罷出被為　召御茶御菓子被下之

一八半時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊

一去十六日大坂表出立之御金才領之者到着持参左之通被進之

板倉伊賀守殿ゟ　　御直書　御茶一箱　但重便相廻筈

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断　　　　　　　　　　　　御伽

腹合近来不宜ニ付服薬中　　　　　　　　　　　高村藤次郎

願ニ依而当分泊御用捨暮時ゟ退出

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前

T五月廿四日　晴　　　　　   　　　　　　　　　　　　 当番　新五兵衛

一御目覚御例刻五時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過御番頭三人稲垣治部中川淵新御番頭両人例之通罷出御目
見被仰付候

一同刻過渥美新右衛門御用有之
一四半時過
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殿様被為　入　御対顔御人払御用談被為在御用中玄蕃鹿之介罷出候畢而

大奥御入九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上御膳後高田孫左衛門御用有之

一今日平岡山角場ニおゐて頭取之面々并古老世話役二百歩以上之面々小銃打方試験

有之候ニ付九半時御供揃ニ而御城下廻り之趣を以平岡山江被為

入百ヤールト場所ニ於小銃打方　御覧被遊候

殿様ニも御先江被為　入御同座ニ而御覧被遊畢而星角打候者江二百ヤールトニ而

試験被仰付相済長谷川八十郎筒井猪左衛門津田栄五郎江被仰付三百ヤールト

ニ而為御打ニ相成夫ゟ
宰相様御帰り御引続
殿様ニも御帰り被遊候

御道筋

中ノ口ゟ南御門栃屋政之助屋敷前脇割場ゟ酒井十之丞

屋敷脇松原伝五右衛門屋敷前脇ゟ日比彦之丞屋敷前

地蔵町御門ゟ地蔵町夫ゟ野道通り御場所江被為

入御帰殿元之御道ゟ地蔵町夫ゟ中島之方江被為

入二ツ御門ゟ滝（竜）ヶ鼻観音町ゟ割場夫ゟ元之御道

南御門ゟ中ノ口江被為　入候

一御出殿九半時五歩廻り　御帰殿七半時二寸五歩廻り

一御帰殿直ニ大奥江被為入御膳被召上

一御膳後御浴湯被為召候

一大坂表ゟ之飛脚京都立寄ニ而廿一日同所出立今朝到着京摂御静謐
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鯉壱喉　　　　　　　　　　　　　    　　金十郎ゟ

右者舎弟獲物之由ニ而差上之

松平容堂殿ゟ　御直書　被進之

右前記飛脚ニ相廻ル

一大奥御寝表御夜詰引四半時懸り　一新五兵衛眼痛難義ニ付御用捨相願退出いたし候

T五月廿五　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表ヘ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様御庭御拝後被為　入　御対顔無程御帰被遊

一五半時過高田孫左衛門御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時於二ノ丸御角場御鉄炮御稽古被遊

大鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門

右ハ先日来毎々頂戴ものいたし候為御礼内々差上之

一八時過武田源次郎為伺御機嫌罷出被為　召御茶御菓子被下之

一御簾中様俄之御供揃ニ而御庭廻り御同様ニ而御泉水邸ヘ被為　入　思召ニ而
御菓子被進

但八時過　御出殿　七半時過御帰殿　　　　　　　但角天一重

越中守様ヘ　　真奉書半切二百枚　海胆　三箱

顕光院様ヘ　　　御茶鉄葉入二

右ハ近々杉野久右衛門出立いたし候ニ付御托シニ而被進之
金五両　　　　　　　　　　　　　御預所　河聞村

小島嘉兵衛

銀壱貫五百匁　　　　　　　　　　　　　　池見村
藤田九郎右衛門
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銀壱貫弐百五拾匁　　　　　　　　　　　　河聞村
清左衛門

銀壱貫弐百五拾匁　　　　　　　　　　　　藤沢村

次郎右衛門
銀壱貫弐百五拾匁　　　　　　　　　　　　井江葭村

吉兵衛
〆金五両

銀五貫弐百五拾匁

右之者共是迄除ヶ置候分　御国恩を存詰

宰相様御手許江献上仕度旨願出候由ニ而萩原金兵衛ゟ差上

御中老ゟ入　御覧秋田玄蕃ニ相渡別口江納置

一七半時過表ニ而　御膳　被召上

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引九時

T五月廿六日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例雨天ニ而御庭御代拝

一五半時過郡奉行出淵伝之丞御用有之

一同刻過勝木十蔵罷出大野侯ゟ御使者を以左之通被進十蔵方迄参り候由ニ而

同人ゟ差出之

土井能登守殿御使者
内山七郎右衛門

薄暑之砌御座候処
益御機嫌能被遊　御座恐悦之至と奉存候将又先般住居向

普請□□（候ニ）付　思召被為寄礎石沢山頂戴被仰付段々御懇篤

之御義千万難有仕合と奉存候右御厚礼以使者被申上候此

段宜御取繕御沙汰可被下候奉賴候
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別段

前文御厚礼被申上候印迄軽少之至御座候ヘ共目録之通

献呈之被仕候宜御取計御披露可被下候奉賴候此段も
被申付候

南鐐銀　五百疋

宰相様江　　御鐙料　金百疋

御肴料　金千疋
殿様江も　　同断

右之通被進之

縞紬壱疋　　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ゟ

右者大野産之由ニ而今度到来致候ニ付入

御覧若御召御用ニも相成候ハヽ与差出之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時二ノ丸於御角場御鉄炮御稽古被遊候

七寸重一　玉子　くるみ　　　　　　　　　　　勝木十蔵江

あじ　かんひょう
ふしに長いも

右者今日十蔵宅江内山七郎右衛門参り候段　御承知被遊席上ニ而取はやし

ニも与以　思召被下之

一七半時大奥御膳如例　一新五兵衛眼痛爾々不致候ニ付今晩も御用捨被成下七半時過ゟ

一今晩立定日ニ付京都表江飛脚被差立候　　　　　　　　　　　　　　　　致退出候

松平出羽守様江　　御直書

御幕地晒布五疋一箱

右者先達而御鉄炮被進候為御答礼御刀三腰被進

御丁寧之御取扱ニ付亦々右為御挨拶被進之

山階宮江　　　　　御直書
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松平容堂殿江　　　御返書

伊達伊予守殿江　　御直書

右□（之ヵ）通被進之

御書下ケ御一封　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞　江

鼠半切二百枚ツヽ　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬

右者以　思召被下之

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時

T五月廿七　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一同刻過高田孫左衛門御用有之

一四時過勝木十蔵御用有之

一同刻過渥美新右衛門御用有之

京都女房御奉書

嘉陽宮　御直書　御扇子懸一　御扇子一箱

右ハ佐藤実吉御奉書守護今朝到着之由ニ而御側御用人持参

御拝見被遊

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時多賀谷梅□（笑）為伺御機嫌当局迄罷出御用中ニ付御逢無之

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例
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一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T五月廿八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共御拝如例

一五半時過二ノ丸御角場江被為　入御鉄炮御試被遊候

一四時過為伺　御機嫌溝口郷右衛門大関助左衛門罷出被為召御茶御菓子被下之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時ゟ二ノ丸於御角場御鉄炮御稽古被遊永見司馬河合太郎大夫被為

召拝見被仰付候

金沢中納言様ゟ　御返書

干鯛一箱

右者以御使者被進之

一八半時矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

御菓子一包　　　　　　　　　　　　　　　　　川地権内江

右者別段之義ニ而故暮江霊前江相備ヘ候様ニ与御内々被下新五兵衛ゟ

相廻之
一表御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T五月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様御拝後被為　入　御対顔済御帰り被遊候

一四時過勝木十蔵御用有之
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宰相様より

青松院様江　小重の内　　ちらしすし一

そはまんちう一

右者　　　　　　　　　　　　　　紅梅もち

惇宗院様御祥月ニ付御送リ被遣候

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一中根雪江昨日鮎川村ゟ上湯ニ而為伺御機嫌罷出　被為　召御話被遊

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時二ノ丸於御角場御鉄炮御稽古被遊

殿様ゟ　　　御小重二　御煮染一　御生菓子　紅梅餅

羊羹

右惇宗院様御祥月ニ付御機嫌為御伺被進之

一去廿六日大坂発之飛脚今夕到着

一八半時過御浴湯被為　召

一七時過高田孫左衛門御用有之

一同刻過雷鳴ニ而　御座所ゟ　御機嫌為　御伺小姓頭取此企他五郎被遣候直ニ御逢有之

一七半時過大奥御膳夜分御締切如常

一表御寝御夜詰引四半時五分前

T六月朔日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴

一御神霊前御拝如例

一五半時過矢嶋□（恕）輔罷出被為召御話被遊候

一同刻前松平備後方御用有之
一四時過
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殿様被為　入　御対顔済大奥御入無程表江被為出候然ル処左之通

御用有之去月廿八日夕八時比　　　　　　　　　大宮藤馬

大坂表出立早駆ニ而今朝到着

右ニ付　御同□（座）中江御家老本多修理方酒井外記方松平備後方荻野小四郎方秋田

玄蕃鹿之介藤島但見御目付不残罷出御用有之八時此御用相済一統退散

殿様御帰り被遊候

一右御用前表ニ而御膳被召上
殿様江御切飯被進候

一八時過本多修理方御用有之

一八半時過大奥御入有之

一七時前中根雪江御用有之右御用中高田孫左衛門被為　召候

一七半時過大奥御膳如例

一今昼御評義一条ニ付又々俄ニ被仰出御家老本多修理方松平備後方毛受鹿之介

中根雪江高田孫左衛門村田巳三郎被為　召

一殿様ニも被　仰進候ニ付五時被為入御用御談被為在其節前記之面々罷出御評義有之

平本但見侍座八時過御用済

殿様ニハ八時前御退散御家老初八時過退出いたし候

一表御寝御夜詰引八半時前

T六月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一殿様御庭御拝後被為　入　御対顔被遊無程御帰被遊

一五半時前高田孫左衛門御用有之

一定日為伺　御機嫌御座所ゟ小右衛門初両部屋非番之面々其余両御供頭罷出
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外ニ大沢淡水荒川南山村田竜之進罷出御用ニ付御目
見無之

一九時大奥御入御膳被召上

一昨日ゟ之御評義一条ニ付九半時過
殿様被為入御家老本多修理方酒井外記方松平備後方荻野小四郎方
玄蕃鹿之介藤馬雪江罷出御用談被為在八半時御用相済一統退散
殿様御帰り被遊候

一去月廿三日晩立江戸表ゟ之到着御附衆ゟ御用状相達江戸表御静謐

田安様ゟ　　　御菓子料

宰相様江　　　　　金弐百疋

右者
彩雲院様御一周忌御法事ニ付被進之

宰相様

御二所様江　　御菓子料

日向守様　　　　　　金弐百疋

出雲守様

御二所様ゟ

右同断ニ付被進之

宰相様江　　　御菓子　一箱

出雲守様

御二所様ゟ

右者折柄御機嫌被為聞度被進之
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清心院様ゟ　　御書

右之通被進之

一七時前酒井弘桑山捨三郎為伺
御機嫌罷出弘御目
見被仰付候

一七時過御浴湯被遊候

一七半時大奥御膳如例

一表御寝御夜詰引五時
T六月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝如例　［雨天ニ付御庭御代拝］
一定日ニ付為伺御機嫌御膳中御医師一統罷出候

一殿様御拝後被為　入御対顔済無程御帰り被遊候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一今朝御座所ヘ御呼出ニ而左之通被　仰出

諸月番へ申渡覚

於大坂表別帋之通御書付を以御達有之候此段申聞候様被　仰出候右之趣

支配末々迄可被申渡候

御書付写　　　　　　　　　　　　　　　御名　家来江

長防之模様ニ寄　御動座之場合ニも可到就而者御用之品も有之間

松平大蔵大輔義登坂候様被　仰出候事

五月
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御名

其方儀先達而大坂表江出張候様相達置候処病気爾々不致候ニ付

為名代本多興之輔出坂之義ニ者候ヘ共長防御所置之儀ニ付而者此

程猶又相達候趣も有之候ニ付病気候共押而早々出張候様可被致候

〆

今度依　召
宰相様御登坂可被遊旨被　仰出候且又
殿様ニ者御持病之御脚気未爾々無之ニ付御出張御猶予之義

御願達ニ相成筈ニ候

一八半時本多修理方中根雪江大宮藤馬御用有之

御弐所様江　中鯛二枚　　但御三度之節召上り　　　　　山沢

右先達而以来不快中毎々御余多等頂戴いたし候ニ付差上之

七寸御重一　御焼肴　鰺五　　　　　　　　　　大宮藤馬ヘ

右ハ今般早駆ニ而罷帰候ニ付以　思召被下之

三盆白半斤一曲　晒手拭一　御次扇子二　　　　同人江

右ハ又々明日大坂表ヘ出立ニ付以　思召被下之但罷出候節

御手自ら被下之

一七半時過大奥御膳如例

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引九時五分前
T六月四日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴
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一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝

一四時過松平備後方御用有之

一四半時過
殿様被為　入　御対顔済大奥御入無程御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一今朝御用部屋江両人御呼出シニ而左之通被仰付之

宰相様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門

御登坂被遊候ニ付各儀　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛

御供被　仰付候

右ニ付当番御用引之趣ニ而敬左衛門壱人罷出候

呈書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ

唐筆
右昨日之飛脚ニ相廻り中根雪江ゟ差出之

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

明日御用　召之御剪紙到来　　　　　　　　　　高村新五兵衛

右ニ付御用捨被成下退出

武田三十郎

鈴木拾五郎

右同断ニ付為御礼当局迄罷出候

一　　御直書一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿江

右今晩立江戸表ヘ之飛脚ニ被遣之

一今晩立飛脚御附衆両人江御用状例之通差越之

一表御寝御夜詰引九時壱寸前

T六月五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一五半時本多修理方御用有之

一四時渥美新右衛門御用有之

一四半時勝木十蔵御用有之

一今日於御右筆部屋左之通被　仰出

御側向頭取

御広敷御用人

右御役席之義以来御役人次席ニ被　仰付候

但当時太刀目録席被　仰付置候面々且又本役料

未満并見習等之面々ハ是迄之通ニ候事

御側向頭取　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根新左衛門

御附御側向頭取本役被　仰付　　　　　　　　　　高村新五兵衛

右之通於御座所被　仰付御用人指加　御前御礼申上之

御小姓頭取　　　　　　　　　　　　御小姓　　鈴木拾五郎

御小姓　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り　井戸惣三郎

御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀勘左衛門

右同断但拾五郎惣三郎両人一所ニ罷出申上之畢而勘左衛門壱人罷出候

但御馬廻り之義ハ当番溜之間ヘ罷出御二之間御襖左右ヘ開之申上候ヘ

とも当時ハ御次詰をも被　仰付且毎番　御目見も被仰付候事故

御小姓も同様罷出候様　思召ニ而被　仰出

御奉行本役　　　　　　　　　　　　　　　　岡嶋恒之助
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御奉行本役　　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平

御目付　　　　　　　　　　　　郡奉行　　　松原孫七郎

郡奉行　　　　　　　　　　　　御小姓頭取　武田三十郎

右ハ今日於御座所被　仰付候為御礼当局迄罷出

一九時過大奥御入御膳被　召上

板倉伊賀守殿江　御返書

右ハ昨昼大宮藤馬持参ニ而大坂表ヘ出立いたし候

一八半時過高田孫左衛門御用有之

一七時過御懸り湯被遊

一七半時過大奥御膳如例

茶半斤一袋　　銘玉露　　　　　　　　　　　萩原金兵衛

右ハ過日来廻在有之今日罷帰候由ニ而差上之

鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛へ

右ハ今日結構被　仰付思召ニ而被下之

一五時過大奥ヘ被為入　四時過表ヘ被為入

一表御寝御夜詰引四時弐寸廻り

T六月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一五半時過村田巳三郎出淵伝之丞御人払御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時前本多修理方御用有之
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一去ル三日大坂表出立之飛脚京都立寄ニ而中間飛脚今夕到着京摂
御静謐

東本願寺御門主ゟ　　御直書

晒布五疋　団扇一箱

霊寿院殿ゟ　　　　　御直書

晒布三疋　御扇子一箱

松平容堂殿ゟ　　　　御直書

御半切

右之通被進之

一八半時過御目付千本弥三郎御用有之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時二寸五歩

T六月七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過勝木十蔵御用有之
上寺上町

金壱両　　　　　　　　　　　　　　　松屋半左衛門

右　御国恩存詰為冥加献上之

一殿様四半時被為入御対顔大奥御入　無程御帰被遊

一四半時過中根雪江罷出御緩話被遊

一九時過大奥御入御膳被　召上

御弐所様江　御蒸籠　金千五百疋

殿様江　　　同　　　金千疋

阿波守様ゟ
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右ハ涼樹院様御一周忌ニ付御供養ニもと被進之

阿波守様ゟ　金三百疋　別段御世話申上候ニ付被下之　　山沢ヘ

同三両　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢初ヘ

右御供養として被下之

一今般御登坂ニ付左之通被　仰付

定

一御供之面々陣笠割羽織相用且又胴服裁着股引脚半等勝手次第

之事　但御徒者羽織ニ黒襟印付可申事

御目見以下帯刀以上紺股引脚半陣笠相用其以下之者

并身分家来塗笠爪折笠法被看板勝手次第之事

一馬持之面々馬為牽可申事

一具足持参勝手次第之事

一半月小旗段染兼而被　仰出候通銘々用意可致事

一雨具者桐油蓑等勝手次第之事

一面桶致用意昼者腰兵粮之事

但前夜之泊宿ニ而為詰候事

右之通被　仰出候間可被得其意者也

一七時過御懸り湯被遊

宋名臣言行録　全部　　　　　　　　　　　　鈴木小三郎

右者昨冬内々献金いたし候ニ付　被下之

但　幼年ニ而御軍事御用も相勤不申ニ付為冥加御側御用人迄

金五千疋差上之仍而右御本も御側御用人迄御下ケニ而被下之
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一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T六月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為　入　御対顔無程御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例

一夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

一八半時過少々雷鳴ニ付　御機嫌為御伺新左衛門被遣候

T六月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝如例　［雨天ニ付御庭御代拝］
一五時過御拝後
殿様被為　入　御対顔済御帰り被遊候

一同刻過高田孫左衛門御用有之

一定日為伺御機嫌大御番頭一統并中川淵稲垣治部罷出御逢有之

宰相様御供頭見習席其儘　　　　　　　　　　　荻野左十郎

御役料五十石

右於御座所被　仰付相済罷出御用人指加　御前御礼申上之

一去五日大坂発之飛脚道中常振京都立寄今朝到着京坂御静謐異条無之
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一四半時過千本弥三郎御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

鶏卵十五　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江ヘ

右不快為御尋以　思召被下之

焼小鯛三　　　　　　　　　　　　　　　　小野田

片栗粉一重　　　　　　　　　　　　　　　こと

白糖

右不快為御尋以　思召被下之

宰相様ヘ　　大鯛一　召上り　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

右ハ今般結構被　仰付候為御礼差上之

御弐所様江　御肴　金百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　中根新左衛門

右　今般結構被　仰付候ニ付為御礼差上之

一七時過御懸り湯被遊

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一表御寝御夜詰引四半時

T六月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝

一去七日大坂発之飛脚道中五日振之日積京都立寄只今到着

一四時過
殿様被為　入御対顔済御同道大奥御入無程表江被為出九時前御帰り被遊候

一同刻前高田孫左衛門御用有之

一九時大奥江被為　入御膳被召上
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一暑中ニ付為伺　御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山罷出御目

見被仰付御座所ゟ小右衛門初両部屋非番之面々両御馬廻り其余両御供頭初桑山十兵衛

萩原金兵衛郡奉行三人御側物頭御先武（物）頭其余本多政之助且以前御側向相勤候面々等

当局迄罷出候吉田悌蔵前田儀兵衛罷出候

御菓子一箱　松風　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

右為伺　御機嫌罷出御菓子差上之御用中ニ付　御逢無之

葛の粉一箱　　　　　　　　　　　　　　　運正寺

右暑中ニ付差上之

一九時過本多修理方御用有之

一八時過本多修理方松平備後方秋田玄蕃高田孫左衛門村田巳三郎千本弥三郎

御用有之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時

T六月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過田内源介為伺御機嫌罷出御人払御用有之

一同刻過毛利元蔵同断罷出　御目見被　仰付

一四時過村田巳三郎御用有之

一同刻為御用御談　御座所江被為入　於御居間御同座　御家老御中老御側御用人

御目付等罷出御用有之九時過御帰被遊
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一御帰殿後大奥御入御膳被　召上

一八時過矢嶋恕輔罷出被為　召御茶被下之

一八半時過本多修理方毛受鹿之介御用有之

一今朝ゟ　御座所新左衛門始両部屋非番之面々為伺御機嫌罷出候

一七半時過大奥御膳夜分御締切如例

一去九日昼立大坂表ゟ之中飛脚今晩到着京摂異条無之

一表御寝御夜詰引四半時壱寸前

T六月十二日　晴

一御目覚御例刻

一御神霊前御拝如例

一五半時本多修理方毛受鹿之介御用有之

一同刻過再本多修理方毛受鹿之介中根雪江御用有之

一定日為伺　御機嫌御懇意隠居之面々罷出御目
見無之其余両御供頭当局迄罷出候

一九時大奥御入御膳被召上　一御膳後高田孫左衛門御用有之

一橋中納言様江　御直書

素麺一箱　御品者明晩之飛脚ニ相廻り候筈

板倉伊賀守殿江　御直書

右被進候ニ付今昼立飛脚京都江立寄大坂表江御内被差立候

一八半時過多賀谷梅笑罷出被為召御茶御菓子被下之桑山捨三郎同断

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例

一同刻過御本丸御馬場江被為　入此間南部ゟ参り候馬被遊　御覧候
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一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引九時ヘ懸り

T六月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻表江被為　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日ニ付御膳中御医師例之通罷出候
一五半時過岡部豊後暑中御機嫌罷出被為召御茶御菓子被下之林泉友同断

当局迄罷出候

一四時過　御座所ヘ被為入　於御鉄炮之間　　　　　　　　　　　　薩藩　野村宗七

御目見被　仰付御人払御用有之相済直ニ　御帰被遊

一御帰殿直ニ御懸り湯被遊

一殿様四半時被為　入　御対顔

一九時過御大奥御入御膳被　召上

一八半時過御揃ニ而御鉄炮御稽古被遊其節佐々木権六加藤藤左衛門有賀弁十郎

被為　召御製造局ニ而出来之元込銃試験被仰付相済当局ニ而御茶御菓子

被下之

一七時過御懸り湯被遊

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

一昨日相廻り定日京坂ヘ之飛脚今晩被指立左之通被進之

嘉陽宮

山階宮　　　　　    御直書　御壱封

近衛前殿下　　　    刺鯖五刺ツヽ

同内府公
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東西本願寺御門主　　御直書

興正寺御門主　　　　温飩一箱ツヽ

飛鳥井中納言殿　　　御直書

徳大寺右大臣殿　　　刺鯖五刺ツヽ

右暑中為御見舞被進之　但御品物御右筆部屋仕出シ

東本願寺御門主　　　上月成奉書二束

素麺　　　一箱

同霊寿院殿江　　　　墨流奉書紬一疋

画奉書　　百枚

御簾中様ゟ

霊寿院殿江　　　　　肥後産
五色奉書一箱   但御右筆部屋仕出し筈之所御有合故

同陶器　　箱入     大奥仕出ニ而　被進之

右過日被進物之為御答礼被進之　但御品物前同断

松平出羽守様江　　　御直筆

御茶清風半斤鉄葉入

松平肥後守殿　　　　御直書

松平容堂殿　　　　　同

藁紙弐百枚　画半切二百枚

伊達伊予守殿　　　　同

藁紙弐百枚

右之通被進之

松平閑叟様江　　　　御直書

御茶清風半斤鉄葉入

右大奥廻りニ而被進之

一　　　　　　　　　　　　白滝温飩二袋　　　　　　　　　　　　歌島
右ハ過日来不快ニ付為御尋被下之

一表御締切御寝御夜詰引九半時壱寸前

T六月十四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪
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一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御庭御拝後被為　入　御対顔被遊候直ニ御帰殿被遊

一定日ニ付　御番頭一統新番頭共為伺御機嫌罷出候松平源太郎壱人居残御用有之

一五半時過御目付千本弥三郎御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一同刻過高田孫左衛門御用有之　一同刻過本多修理方御用有之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例

一今晩立道中常振ニ而江戸表江飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候

秋月右京亮殿江　御茶半斤

御直書

御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿江

御茶　半斤　清風　鉄葉入

御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿江

御茶　半斤　清風　鉄葉入

右之通被進之被遣之

御書

御茶　半斤　　同　　同

薄浅黄月成奉書半切二百　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江

右之通被遣之青山小三郎迄相廻ス之

御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹中半十郎江
御茶　半斤　　同　　同

右被遣之森六大夫迄相廻ス之

一夜分御締切如例

松平確堂様　　　御直書

松平三河守様　　同

松平大和守様　　同

松平兵部大輔様　同
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松平美濃守様　　御直書

同　下野守様　　同

松平因幡守様　　同

藤堂和泉守様　　同

同　大学頭様　　同

立花飛驒守様　　同

右之通被進之

一表御寝御夜詰引四半時二寸五歩

T六月十五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一殿様御拝後被為　入　御対顔無程御帰り被遊候

一五半時過御家老本多修理方松平備後方御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過高田孫左衛門御用有之

一為伺御機嫌井上潤之助高田尚之助原圭太郎当局迄罷出候武田源次郎横井

喜六同断被為　召御目見被　仰付御菓子被下之

一七時過御懸り湯被遊

一七半時過大奥御膳如例

御簾中様江　　　御燭台セツト二本

御団扇　　　五本

貞姫様江　　　　絽御半天一　御手玩物御料金五百疋

御団扇三

青松院様ヘ　　　生絹丸御紋付御羽織一　御団扇二
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右暑中ニ付　被進之

晒汗手拭一　ツヽ　　　　　　　　　　歌島
団扇二　　　　　　　　　　　　　　　山沢

晒汗手拭　　　　　　　　　　　　　　袖野

八十瀨

晒汗手拭一　ツヽ　　　　　　　　　　梶野

団扇一本　　　　　　　　　　　　　　小野田

玉江
荷心院

縮緬服紗一　　　　　　　　　　　　　たま

金襴紙入一

唐更紗風呂敷一　　　　　　　　　　　こと

同　　紙入一

晒手拭一　　　　　　　　　　　　　　八重ヘ

団扇二

晒手拭一ツヽ　　　　　　　　　　　　こよへ

若竹

一井原立二兵科局ヘ御筆御下ケニ相成候為御礼当局迄罷出候

御札守一　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺

右ハ御道中御安全之記念いたし候ニ付差上之

一夜分御締切如例　一敬左衛門腹合不宜ニ付六時過ゟ御用捨翌早朝出勤いたし候

一大奥御寝表御夜詰引

T六月十六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻表ヘ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲菴

一御神霊前御庭共御拝如例

一五半時過暑中為伺御機嫌長谷川源之丞罷出　御目見被　仰付御茶御菓子被下之

御肴金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　武田三十郎

右者今般結構被　仰付候ニ付差上之
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一定日為伺　御機嫌御座所御側向非番之面々罷出候

一四時過松平備後後方御人払御用有之

一四半時過
殿様被為　入　御対顔済大奥御入無程表江被為出九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

御二所様江　七寸御重二

殿様ゟ　　　　　色付小鯛三　一

葛饅頭　　　一

右者折柄御機嫌被為聞被進之

貞姫様江　　　　紅小挑（提）灯五

御手遊物五

右同断御持遣ニ而被進之

七寸御重

御赤飯壱重

右者今日神明祭礼ニ付例之通被仰付召上りニ相成候

御簾中様江　六寸御重

御赤飯一重

青松院様江　同　　同

右同断祭礼ニ付以　思召被進之被遣之

宰相様江　　　　越後縮縞御召壱

御簾中様ゟ

右者暑中ニ付被進之
木綿手拭二　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江

羽織紐一扇子対　　　　　　　　　　　　　新五兵衛江

木綿手拭一ツヽ　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取

御扇子一対ツヽ　　　　　　　　　　　　　御小姓御小姓介

御附六人
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木綿手拭一ツヽ　　　　　　　　　　　　　御伽八人江

団扇一ツヽ

右者暑中ニ付被下之

葛饅頭十五ツヽ　　　　　　　　　　　　　大奥表使介ゟ

御三ノ間迄

右同断ニ付被下之

本多修理方

松平備後方

晒半手拭一ツヽ　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃

御扇子一対　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

中根雪江

平本但見

勝木十蔵

木綿手拭一ツヽ　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

御扇子　対　　　　　　　　　　　　　　　井上小右衛門

中根新左衛門

矢嶋恕輔

同　　ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二

栗本寛七

半井仲庵

同　　ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　勝沢一順

岩佐玄珪

右者暑中ニ付以　思召追々被下之

去ル十四日夕大坂表出立　　　　　　　　　浅井権十郎

早駆ニ而今夕到着　　　　　　　　　　差添

同断　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷直衛

一右ニ付七半時比
殿様被為入御家老中不残御中老御側御用人中根雪江平本但見御目付不残

罷出権十郎直衛も罷出御用有之鎌落過一段御用済ニ而
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御三度御膳表ニ而被召上

殿様ニも御切飯被召上再一統罷出御用有之直衛者其時不罷出五半時前

殿様御帰り被遊夫ゟ度々御用有之四半時前何茂退散

一四半時過ゟ御締切ニ相成候

一表御寝御夜詰引九半時壱寸五歩前

T六月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一殿様御拝後被為　入無程御帰り被遊候

一四時過本多修理方御用有之

一四半時過高田孫左衛門御用有之

一九時過大奥御入御膳被召上　一来ル廿五日六半時　御発駕被遊候旨被

一七時過高田孫左衛門御用有之　仰出

一七半時過大奥御膳如例

一夜分御締切如例御締切中御懸り湯被遊　一右被　仰出ニ付今晩ゟ泊御用

一表御寝御夜詰引四半時弐寸五分　　　　　捨被成下

T六月十八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

去十六日　出立　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

今朝到着

一右ニ付五半時過御座所江被為　入御用被為　聴九時過御帰り被遊候

一九時過大奥御入御膳被召上
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宰相様江

越中守様　　　佐賀鰑一箱

御二所様ゟ

右者折柄御機嫌被為聞被進之

葛之粉一箱　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院ゟ

右者先達而御茶被下置候御礼与して差上之

宰相様より　神明江
御初尾二十匁

右者為御登坂来ル廿五日　御発駕被遊候ニ付御道中御安全

御祈禱被仰付御備ヘ

七寸重一　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞江

右者今日帰着ニ付以　思召被下之

一七時過御行水被遊候　　　　　　　　　　一前記御発駕御日限被　仰出ニ付御小姓

一七半時前高田孫左衛門御用有之　　　　　　日ノ内両人御用捨　御灯り付ゟ一人如例

御用捨退出御附八日ノ内一人七時ゟ如例

一同刻過大奥御膳如例夜分御締切同断　　　　一人退出

一表御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前

T六月十九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過
殿様御拝後為　入　御対顔御人払御用談被為　在無程御帰り被遊候

一五半時前本多修理方御用有之

一同刻過高田孫左衛門御用有之
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一四時過松平備後方御用有之

一同刻過大御番頭外ニ中川淵稲垣治部罷出大御番頭御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上
加州産
生絹壱疋　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江ヘ

鶏卵三十

右ハ過日差上物之為御返被下之

白糖一斤曲物入　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞ヘ

右ハ明日早駆ニ而京都表ヘ出立ニ付以　思召被下之

一七時過高田孫左衛門御用有之

一七半時過大奥御膳如例

御国製　茶　一箱　　　　　　　　　　　　栗崎道伯

但右ハ東郷町医沢本斎淳隠居精斎手製之由ニ而

召上りニも相成候ハ年々献上仕度差出之

一夜分御締切如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸廻り

T六月廿日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一四半時前松平備後方御用有之

一同刻過中根雪江罷出御用有之

一九時前
殿様被為入大奥御入直ニ御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一同刻過勝木十蔵高田孫左衛門御用有之
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越後縮縞一反　　　　　　　　　　　　　　中根新左衛門江

右者先達而京都表ゟ罷帰り候節差上物致シ候ニ付以
思召を被下之

一去ル十一日晩発江戸表ゟ之飛脚着御静謐御附衆ゟ御用状相達候

松平日向守様ゟ　　　御直書

九鬼長門守様ゟ　　　同

右之通被進之

一去ル十八日立京都表ゟ三里継ニ而到着御静謐

一八時過高田孫左衛門御用有之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例夜分御締切同断

一大奥御寝御夜詰引四半時二寸廻り

T六月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　盤亭

一御神霊前御庭共如例

一五時過本多修理方御用有之

一五半時過内田閑平御用有之

一四半時前松平備後方御用有之

一同刻前斎藤主鈴稲垣半之丞織田三大夫被為　召罷出御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一御弐度御膳後表ヘ被為入高田孫左衛門村田巳三郎御用有之

隠居被　仰付悴ヘ家督無相違　　　　　　　海福猪兵衛

被下置候御礼
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御目付
御側物頭　　　　　　　　　　　　　　　　浅井権十郎
御水主頭

御先物頭　　　　　　　　　　　　　　　　堀平大夫
御先添物頭

御水主頭　　　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内

右於御座所被　仰付候御礼当局迄罷出候

御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方

右　御発駕ニ付為御慰被差上之

御札守一　　　　　　　　　　　　　　　　玄成院

右今般　御発駕ニ付差上之

奉書紬一疋　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵へ

右ハ先日縞紬献上ニ付為御返被下之

一七時過御懸り湯被遊

以　思召　　　　　　　　　　　　　　　　有賀清門
宰相様御供被
仰付

右於御座所　被仰付候由

一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断

一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸五歩廻り

T六月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例　一今日ゟ御用部屋初諸役所当御屋形江相立候

一五時過
殿様被為　入御人払御用談被為在玄蕃侍座四時過御帰り被遊候

一五半時過為伺御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山林泉友岡田静珉加藤丹山

井原遊（悠）廉罷出御目　見被仰付候其外両御供頭余々溝口郷右衛門大関助左衛門
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当局迄罷出候

一五半時過田内源介　郡奉行三人御用有之

一同刻過松平備後方御用有之引続本多修理方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

越之雪御菓子一箱　　　　　　　　　　　　孝顕寺献上

右者近々御発駕被遊候ニ付差上之

酒井弘

右同断ニ付伺御機嫌罷出差上之

有馬遠江守殿ゟ　紅手助一箱

御肴料

右者御　発駕ニ付以御使者被進之

一七時前中根雪江罷出御人払御用有之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時大奥御膳如例

鯉一喉　　　　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内

右者組之者獲物之由ニ而差上之

一夜分御締切如例

一大奥御寝御夜詰引九時壱寸廻り

T六月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺　御機嫌御膳中御医師一統罷出候

一殿様四時過被為　入　御対顔御用御談有之畢而大奥御入無程御帰被遊

A0143−00522_213
内願御取揚無之　御幼年ゟ御附年来　　　　　　歌島
出精相勤候ニ付御充行其儘楽勤被　仰付

御用取扱御免
御年寄被　仰付　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨

右於大奥被　仰付候由

年寄支度指支之趣も有之以　　　　　　　　　　玉江

思召勤向其儘落髪被　仰付

右被　仰付ニ而為御礼　　　　　　　　　　　　歌島ゟ
鯛一差上之

金五百疋右同断ニ付被下之　　　同人江

浦漬小鯛七　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨へ

右今日結構被　仰付候ニ付以　思召被下之
一九時過大奥御入御膳被　召上

一今朝松平備後方始御用毎ニ有之

一八時中根雪江御用有之

生御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記方

薄荷糖一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見

今般御発駕ニ付差上之

御鉢盛　御硯ふたもの一　御煮肴一　　　　御側向頭初

御簾中様ゟ　被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋御馬廻り
御酒二樽　　　　　　　　　　　　　　　　御医師迄

宰相様江　　御野袴地一反　御札守一台

殿様ゟ　　　御肴　小鯛

御側被下ニもと　御鉢盛素麺一　御酒二徳利

右之通被進之

一七時過御懸り湯被遊

今度豊前表ヘ御出張之諸侯方之　　　　　　　　鰐淵三郎大夫

内ヘ御陣中御見廻御使者且御合御用　　　　　　石原万千次郎

有之ニ付支度出来次第罷越申談相勤候様被　仰付

今度山陽山陰両道御出張之諸侯方之内ヘ　　　　有賀清門

御陣中御見廻御使者且御含御用有之候ニ付
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支度出来次第罷越候様被　仰付候

右同断ニ付差添罷越候様被　仰　　　　　　　　奥村坦蔵
付

右於御側使用人部屋被　仰付之

一七半時過大奥御膳如例　夜分御締切同断

一去　　同　　飛脚

一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

T六月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　 新五兵衛

一御目覚御例刻六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一御懇意隠居之面々并以前御側向相勤候面々其外大御番頭不残本多政之助

両御供頭不残御座所御側向小右衛門初一統当局迄罷出候御広式御用人一統罷出

御目見被仰付候

一四時
殿様被為　入　御対顔済松平備後方御用有之其余御中老御側御用人等毎々御用

有之

御裏役

御書物方兼被仰付候　　　　　　　　　　　　　小宮山伝

御馬廻り被仰付　　　　　　　　　　　　　　　梁（簗）田八十郎

右ニ付　御前御礼壱人ツヽ罷出御用人御取合申上之

一九時大奥御入御膳被召上

宰相様江　　　　　　　麻御かいまき一

桐三重箱

御簾□（中）様より　　　　内火取ふし一

白砂糖一　くすのこ一
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貞姫様ゟ　　　　　　　奥津鯛五

御するめ　批杷葉湯

青松院様ゟ　　　　　　　金平糖一箱

雲丹七箱

右者明日御発駕ニ付被進被差上之

哥しま

山沢

八十瀨

米多

白砂糖三曲　　　　　　　　　　　　　　　花井

するめ二わ　　　　　　　　　　　　　　　玉江

かちの

たま

こと

小の田

砂糖の内斗　　荷心院

右同断ニ付差上之

御菓子
越の雪一箱　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

酒石糖一箱　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江ゟ

花浮麩一箱　　　　　　　　　　　　　　　運正寺ゟ

右同断ニ付差上之

御札守二　　　　　　　　　　　　　　　西山

御供物一箱　　　　　　　　　　　　　　　光照寺

右者今般　御上京被遊候ニ付御祈禱致シ候由ニ而差上之

御初穂　　　　　　　　　　　　　　　　　　同寺江

金五百疋

右御札守猪子平左衛門を以差出候ニ付同人江御托シ被下之

宰相様江　　　中鯛二

殿様ゟ　　　　蚫　三

御鉢盛素麺御酒一徳利昨日之通被下ニもと被進之

右者折柄御機嫌被為聞且今夕御入ニ付被進之

土井能□（登）守殿ゟ　　紫蘇酒二徳利一箱

御肴料五百疋
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小笠原□（左）衛門尉殿ゟ　　鰹節一箱

右者　御発駕ニ付以御使者被進之

一京都表ゟ相廻候ニ而御祐筆部屋ゟ相渡り候左之通

西本願寺御門主ゟ　　　御扇子一箱

東本願寺御門主ゟ　　　白砂糖一箱

興正寺御門主ゟ　　　　白砂糖一箱

御扇子一箱

松平下野守様ゟ　　　西洋
砂糖一本

右之通被進之

深草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ
団扇一箱

右之通差上之

宰相様ゟ

御簾中様江　　思召ニ而紫蘓酒二　徳利

先程　御肴中鯛二　蚫三
貞姫様江　　　御有合西洋
白砂糖

御手遊物

青松院様江　　　　白砂糖一箱

右之通り　思召ニ而被進被遣之

哥しま

山沢

八十瀨

米多

花井

鰹節二本ツヽ　　　　　　　　　　　　　　玉江

かちの

たま

こと

小の田

御菓子一包　　　　　　　　　　　　　　　荷心院
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高田孫左衛門

武田平右衛門

鰹節一本ツヽ　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔　　　江

勝沢一順

岩佐玄珪

同一本ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

新五兵衛

右之通　思召ニ而被下之

殿様ゟ　　　　金平糖一箱　　　　　　　　　　　　　　両人江

木綿手拭一

御扇子　対

右之通被下之

御簾中様ゟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

右之通被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

一八半時過高田孫左衛門村田巳三郎御用有之

一同刻過矢嶋恕輔罷出被為召御茶御菓子被下之

一七半時大奥御前如常夜分御締切同断

御簾中様ゟ　　　御見立御膳

殿様ゟ　　　　　同御吸物御酒

右者明日　御発駕被遊候ニ付被進之

一六時過被仰進
殿様被為　入御吸物御酒等被進之

吸物　ぬた　　　　　　　　　　　　　　　大奥向江

煮肴　酒一斗五升　　　　　　　　　　　　　　六拾人前

御座所

同断　酒五升　　　　　　　　　　　　　　大奥向

二拾五人前

右者　御発駕ニ付被下之
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坂井屋

延齢丹　二瓶　　　　　　　　　　　　　　　　喜右衛門

右者　御発駕ニ付献上之

一大奥御寝御夜詰引

T慶応二年丙寅六月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　御供　　敬左衛門

一益御機嫌能鎌落御目覚被遊　　　　　　　　　　　　　　　　　　拝診　　一順

一御神霊前御拝如例

一六半時過大奥ヘ被為入
御簾中様　貞姫様　御暇乞御対顔被遊

一六半時前於　御座所　御供揃被仰出揃之上御案内　御庭口ゟ三ノ丸六字四十七分

時御立被遊　但御供御側向其余御供頭壱人御草履取御笠持罷出候

一御座所御庭口ゟ御上り　殿様御対顔於御座間被為済　御座間御着座

御広敷御用人　御簾中様　御姫様ゟ之御使御逢畢而　御家老御中老御側

御用人御用人等追々ニ罷出恐悦申上畢而御座間ヘ　被為入御休息被遊　御座間

御次御入側等ヘ　□（御）医師　御座所　御側向御馬廻り等席付罷在七字十五分時
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御発駕被遊　御鉄□（炮）之間ゟ御廊下席々ヘ夫々罷出居　御意被成下御玄冠（関ヵ）迄

殿様御見送り被遊
御簾中様ニハ　御対顔済之上山県克之助屋敷物見ヘ被為入御行装

御拝見被遊

一上荒井村迄　御乗馬夫ゟ御駕乗

一　　　　　　　　御駕立　九字二十九分時　　　　　　　　　浅水御本隊

右大暑ニ付俄ニ被　仰出　　　　　　　　　　鈴木

御昼　御着　十一字三分時　　　　　　　　　　水落御本陣

御立　十二時十五分時

美醂酒一樽　御供御用人両人ヘ被下　　　同　献上

間部下総守殿ゟ　白砂糖一箱　　　　　　　　　　間部下総守殿側使者

勢家新蔵

右ハ今般御登坂被遊候ニ付御旅中為御見舞被進之度兼而江戸表ゟ

被申付越候由御口上ニ而　御側役ヘ逢申度旨ニ付敬左衛門応接いたし候

御着　二時四十五分時　　　　　　　　　　　御小林　松森茶屋
御立　三字八分時　　　　　　　　　　　　　　　　　彦助

小鯛二　　献上　　本多修理方ヘ被下之　　同人

蚫三　　　　　　　毛受鹿之介へ被下之

御着　四字廿一分時　　　　　　　　　　　御小休　脇本御本陣

御立　四字四十九分時　　　　　　　　　　　　中山兆兵衛

赤飯煮染献上　　御側御用人　　　　　　同人

両部屋ヘ被下之

御着　六字十八分時　　　　　　　　　　　　御駕立

御立　六字廿八分時　　　　　　　　　　　　　　湯尾稲荷社

御宿入
七字十四分時　　　　　　　　　　　　　 御泊
今庄御本陣

後藤覚左衛門
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一御宿入之上御家老御側御用人御用人御医師等　御機嫌伺罷出候

一御浴湯済御三度御□（膳ヵ）被　召上

一御膳後郡奉行武田三十郎被為　召　御目見被　仰付御話有之

気比宮御札守

御供物　　　　　　　　　　　　　　　　　河端弁之助

煎海鼠一箱　御右筆坊主被下取計先例之由

昆布　一箱　　　　　　　　　　　　　　　西福寺

常宮御札守

御供物　　　　　　　　　　　　　　　　　常宮社僧

梅干　一曲　御供頭頂戴

塩鮎二十　　御弐方様ヘ被進　　　　　　　鶩打共

山ノ芋　　　武田三十郎ヘ被下

赤飯三重一　御右筆部屋二両部屋ヘ被下之　御本陣

天神宮御札守　　　　　　　　　　　　　　菅森大炊之祐

御供物

一御引

T六月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供　新五兵衛

一御目覚切六時　但二番触　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一六字御供揃ニ而今庄駅　御発駕常六時過　五字七分時

御着　七字二十三分時　　　　　　板取　　寺田鷲之助

御立　七字五十二分時

御昼　御着　十字三十八分時　　　　　　中河内御本陣

御立　十二時四十五分時　　　　　　　　　柳橋平八郎

自然薯一箱　　　　　　　　　　　　　　　□木八郎

鰆五　蚫五　　　　　　　　　　　　　　　柳橋平八郎

御着　九字　　　　　　　　　　　杤木峠

御立　九字三十六分時　　　　　　　　　　御小休津上弥右衛門

栃餅献上　　　　　　　　　　　　　　　　当所御小林ゟ
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御着　十二字六十分時　　　　　　椿井峠茶屋

御立　一字十五分時　　　　　　　　　　　御小休

草餅　　　　　　　　　　　　　　　　　　同所献上

御着　三字十四分時　　　　　　　柳ヶ瀬御本陣

御立　四字二分時　　　　　　　　　　　　松居猪兵衛

坂口飴五　　　　　　　　　　　　　　　　同所献上

御着　五字十分時　　　　　　　　中ノ郷

御立　五字三十九分時　　　　　　　　　御小休

一去ル廿四日大坂表発之飛脚中河内江着　御用状　御覧被遊候

一昨廿五日京都表出立之飛脚木ノ本御泊江着御用状　御覧被遊候

御着　六字五十五分時　　　　　　　　　　木ノ本御泊り江

一御着後御湯被為召候

一御湯後御膳被召上畢而御結髪被遊

一御夜詰引五時壱寸前

T六月廿七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供　敬左衛門

一御目覚切六時　但二番触　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　磐亭

一六ツ時御供揃ニ而木本駅　御発駕　五字

御着　六時四十七分時　　　　　　御小休　速水村

御立　七字十一分時　　　　　　　　　　　若狭屋五兵衛

一長浜駅迄之間長丁場且大暑ニ付御供頭ゟ願出俄ニ左之通御小休被

仰付速水村ゟ曾根　　御着　八時廿九分時　　　　　　　曾根村

村迄御歩行　　　　　御立　九字一分時　　　　　　　　　名主　大橋半右衛門

御着　十字六分時　　　　　　　　御昼休

御立　十一字十一分時　　　　　　　　　　長浜御本陣

一前記同断ニ付俄ニ左之通御駕立被　仰出

御着　十二字廿三分時　　　　　　御駕立　長沢村

御立　一字三分時　　　　　　　　　　　　福田寺
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鯉三喉　献上　　　　　　　　　　　　　　同寺

但内一喉本多修理方ヘ内一榊原□（幸）八三寺剛右衛門ヘ

御着　二字廿八分時　　　　　　　　　御小休

御立　三字十三分時　　　　　　　　　　　米原御本陣

西瓜一献上　　　　　　　　　　　同

但　御側御用人御用人御側向駕　御医師
御供

御目付ヘ被下之

御着　四時八分時　　　　　　　　　　御小休

御立　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥居本御本陣

西瓜一献上　　　　　　　　　　　同

但御供頭初御駕脇歩行御供之面々ヘ被下之

御宿入　　　　　　　　　　　　　　　御泊
高宮御本陣

一昨廿六日昼御城下出立之飛脚到着御国表御静安奉恐悦候井上小右衛門中根新左衛門

御広式御用人ゟ御用状差越候

御簾中様　　　御直書

殿様ゟ

右之通被進之

一御浴湯畢而御膳被召上

井伊掃部頭殿ゟ　鰻　十五筋　御側向一統ヘ被下之

益寿糖一箱

右当御止宿迄以使者被進之

大鮒二　献上　　御医師三人ヘ被下之　　　御本陣

一御夜詰引六半時□寸五分廻り

T六月廿八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供　　新五兵衛
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一御目覚切六時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　宗純

一六時御供揃ニ而高□（宮ヵ）駅御発駕四字四十五分時

御着　五字四十二分時　　　　四十九院村　雄念寺

御立　六字十七分時　　　　　御小休

御菓子献上　　　　　　　　　　　　同寺

鮒すし一桶

御着　七字三十三分時　　　　越知川御本陣

御立　八字十分時　　　　　　御小休

御着　九字二十三分時　　　　清水鼻村

御立　九字四十五分時　　　　御小休　　　大和屋文助

御着　十字五十五分時　　　　武佐御本陣

御立　十二字　　　　　　　　御昼休　　　中川七内

鮒　　　　　　献上

扇子一箱　　　　　　　　　　　　　同

御着　一字三十七分時　　　　鏡村

御立　二字二分時　　　　　　御小休　　　辻伝右衛門

御着　三字二分時　　　　　　篠原村　　　新屋熊五郎

御立　三字三十五分時　　　　御小休

御着　四字四十五分時　　　　守山御本陣

御立　四字二十五分時

塗鞭一　　　献上　　　　　　　　同

御宿入　六字四十五分時　　　草津御本陣

御泊　　　　田中九蔵

鞭二　　　　献上　　　　　　　　同

野菜物二台　　　　　　　　　　　矢島藤五郎

塩甘鯛一有賀清門献上
被下
鯉二喉　千本弥三郎　　　　　　　同　新之助
御祐筆部屋向江一ツヽ頂戴
姥餅一箱　　　　　　　　　　　　姥餅屋四郎右衛門

一御夜詰引□□（四時ヵ）ヘ壱寸前

T六月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供　　敬左衛門

A0143−00522_224
一御目覚切六時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　仲庵

一六時御供揃ニ而草津駅　御立被遊

七時十四分時　　　　　　　　御小休　今井庄左衛門

御着　九字廿七分時　　　　　　　御昼大津

御立　十一時廿六分時　　　　　　　　　　矢島藤五郎

一右御休中此節大津駅ニ於て見セ物ニいたし居候虎并象藤五郎奉入

御覧度願出右両様御覧被遊

東本願寺御門主ゟ　　羊羹二十一台

霊寿院殿ゟ　　　　　砂糖漬一箱

日ノ出
羊羹五棹　　一台　　　　　　　　　　　石原精一郎

使者　三宅乙次郎
粽百　後　但御側向被下之　　　　　　　矢島藤五郎

西瓜二　先　同所ニ而直様御側御用人初　同　勝之助

御側向ヘ被下之

木ノ実形　菓子　　　　　　　　　　　　　同　新之助

団子

御館入
前田新六

岩崎喜助

矢西甚兵衛

菓子箱一　汐見饅頭　　　　　　大津御本陣

大塚嘉右衛門

扇子一箱　　　　　　　　　　　同　　　吉本弥四郎

右大津御休ニ於て被進之差上之

御着　一字五十九分時　　　　　御小休

御立　二字三十九分時　　　　　　　　　奴茶屋

御着　三字十五分時　　　　　　蹴上

御立　四時弐十三　　　　　　　　　　　茶屋

一益御機嫌能四字二十三分時岡崎御屋敷ヘ御着被遊
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